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「はぁ、やっと着いた」

　ラトナ・バインガニーは船を降りると同時に、ほっと安堵の息を吐いた。

「本土から四十分くらいとはいえ、私にはつらい船旅だった……」

　ラトナは胸元をさすりながら、顔をしかめた。

　ただ島に渡るだけなのに〝船旅〟は言い過ぎかもしれない。

　けれどラトナは子供の頃から酔いやすい体質なのだ。

　馬でも蒸気車でも魔導列車でも、とにかく揺れるものに弱い。

　そんなラトナからすると、たった四十分船に乗っているだけでも非常に緊張を強いられる時間だった。

　もちろん酔い止めはしっかりと飲んでいる。

　だが万が一途中で効果が切れたらどうしよう、としなくてもいい心配をしていたせいで、眠って誤魔化すこともできなかった。

「んー、身体があちこち痛い……」

　ラトナは背を反らしながら身体を左右にひねった。肩や背骨からぱきぱき、という音が鳴ると同時に、少し身体が軽くなったような気がする。

「懐かしいなぁ、イーシャ島。先生がたはお元気かしら」

　──ここイーシャ島はカウムディー王国の一部、周囲を海に囲まれた緑豊かな美しい島だ。

　かなり大きな島で飲食店や雑貨屋、衣料店や映画館などもあるが、観光をするような場所ではない。

　島全体が『王立魔法学院』という魔法の技術や歴史を学ぶ学校になっている。

　ここまで敷地が広いのは中等部から大学部まであるから、というのもあるが、一番は魔法の実技で周辺に被害が及ばないように、という配慮のためだ。

　生徒は基本的に貴族や金持ちの子女が多い。

　そういった立場の者は、代々魔力の高い者同士を政略結婚させて血を繋げてきたからだ。

　だが平民のラトナは四つ下の妹キラナとともに、中等部から魔法学院ここに通っていた。

　きっかけはラトナが十一歳、キラナが七歳の時に両親が海難事故で亡くなったことだ。

　姉妹は女神チリヤを信仰する教会が運営する施設でしばらく暮らしていた。

　だが教会の司祭が姉妹の魔力が非常に高いことに気づき、学院へ推薦状を書いてくれたのだ。

　そこから姉妹二人で、ずっと支え合いながら勉学に励んでいた日々を、まるで昨日のことのように思い出す。

「キラナ、すごく喜んでくれていたな」

　魔法学院に採用が決まったと連絡したら、妹は泣きながら祝福してくれた。

　そんな妹は今、魔法石の研究をするため国の研究機関で働いている。

「やっと、ここに戻って来られたわ。本当に、夢みたい」

　在学中からずっと、母校の教師になるのが夢だった。

　私立の魔法学校は卒業してすぐ働くことができるが、このイーシャ島にある魔法学院は、実務経験が二年以上ないと採用してもらえない。

　ラトナは魔法学校での就職を希望していた。だが倍率がなかなか厳しく、結局二十二歳で卒業したあとは騎士大学校の教師として働いた。

　取得している教員免許は大得意だった『古代聖霊語』になる。

　だから魔法の授業が必須科目にはない騎士大学校でも、やりがいを持って働くことはできた。

　充実した日々を送る中、騎士大学校に骨を埋めようか、と思ったことがなかったわけではない。ただ、結局夢を諦めることはできなかった。

　そして二十五歳になった今、厳しい採用試験を潜り抜けようやく教師として戻ってくることができたのだ。

「んー、懐かしい潮の香り」

　騎士大学校は王都の中心地にあるため、こうして潮の香りをかぐ機会はほとんどない。

「……だけど、ちょっぴり痛いな、胸が」

　学校ここでは本当に充実した学生生活を送っていたが、少しだけ辛いこともあった。

「いやいや、もう七年も前のことなんだから、いつまでも引きずっていちゃ駄目よね。彼氏だってそろそろ欲しいし」

　胸をよぎる切なさを振り払い、船着き場の目の前にある切り立った岩山を見上げた。ゴツゴツとした岩肌の中央には、精巧に刻まれた石の階段がある。

　海辺の岸壁に多い、白翡翠しろひすいが含まれた石を削って作られたこの階段は、そこまで急ではないが三百段近くある。陽光を吸収する白翡翠の特性により夜になると淡く発光する、イーシャ島の名物でもある。

　階段を感慨深げに見つめていたラトナは、ふとあることに気づき慌てて己の足元を見た。

　踵の高い紺色のヒール。

　教師らしく、と服装をリボンタイブラウスに紺のプリーツスカートにしたせいで、ついヒールを履いてきてしまった。

「……やだ、うっかりしてた。到着してから着替えるべきだったよね……。大きい荷物は先に送っておいたからいいけど、ヒールでここをのぼるのはきついなぁ」

　学生だった頃は、乗り物酔いしやすい体質もあり冬の長期休暇にしか帰省することはなかった。だからこの階段を上るということをすっかり忘れてしまっていたのだ。

「そうだ、脱いで歩けばいいんじゃない」

　いい考え、とばかりにラトナはヒールを脱ぎ、アンクルストラップを指に引っかけ軽い足取りで石段へと向かった。









「あー、疲れた。昔はここまで疲れなかったのに、これが大人になるってことなのかしら」

　休み休み上ること約三十分。学生の頃は立ち止まることなく十五分足らずで駆けあがることができたこの石段も、今や倍の時間がかかるようになってしまった。

「ここからが、また長いのよね」

　石段を上ると今度は鬱蒼とした森を抜けていかなければならない。

「日頃からもっと運動をしておくべきだったかな。それと、歩きやすい靴も用意しなきゃ」

　ラトナは溜め息をつきながらヒールを履き直し、今度は森に向かって歩き出す。

「ん？　誰かいる」

　遠くに、背広姿の背中が見えた。

　遠すぎてよく見えないが、周囲の木立と比較するとかなり身長が高いのがわかる。

　昨今は女性の中にも背広をまとって働く者がいるが、体格からして男性。そしてこの先には学院しかないため、制服ではないということはおそらく教師の誰かだろう。

「追いかけて声をかけたほうがいいかしら」

　走りかけたラトナは、すぐに足を止めた。いや、足が動かなくなってしまった、というほうが正しい。

「同じ、髪色の先生ひとがいるのね……」

　先を行く人物は、銀色がかった白色の髪をしている。

　──楽しく充実していた学生生活の中で、唯一ラトナを翻弄し、夢のような時間を与え、最後に悲しい思い出を刻んでくれた人物と同じ髪の色。

「サフェード、先輩……」

　呟いたあと、我に返ったラトナは慌てて首を横に振った。

「もう、七年も引きずるなんて私らしくないわ。そもそも追いかける必要なんてないのよ、すぐにご挨拶できるんだから」

　ラトナは自身の紫の髪を弄る。

「それに、せっかく髪も巻いたんだもの。無理して走る必要はないわ」

　まるで自身に言い聞かせるように独り言を口にしながら、意識を髪型のほうへ持っていく。いつもはそっけなく後ろで結わえているだけの紫の髪。

　それをサイドで編み込みポニーテールに結わえ、その揺れる髪をわざわざ縦巻きに巻いておいた。

　別に色気を出す目的ではない。

　ただ騎士大学校の同僚だった女性教師が言っていたのだ。

『王立魔法学院の教師たちは洗練された美男美女が揃っているんでしょう？　これでもかってくらいお洒落にしておかないと、ついていけなくなっちゃうんじゃない？』

　──当時は教師の容姿になど興味はなかったが、思い起こすと確かに見目麗しい教師が多かったような気がする。

　だから慣れない手で何度も練習しながら髪を編み込み、髪を必死で巻いた。

　お洒落に見えるかどうかはわからないが、すくなくとも野暮ったくはない、と思う。

「はぁ、やっと学校が見えてきた。落ち着いたら体力をつける運動でもしようかな」

　さらに十五分ほど歩くと、魔法学院の正門が見えてきた。

「次は、これをつけなくちゃ」

　学院の正門には、部外者を弾くための防御魔法がかけられている。

　ラトナは事前に送られていた教師専用の歯車型バッジをリボンタイの中心部につけた。

「はぁ、なんだかドキドキしてきちゃう」

　魔法学院でも教える科目は古代聖霊語。

　バッジは教師自身の立場、そして担当教科により見た目が異なる。

　ラトナは副担任なので銀色の歯車になっている。その中心部には水晶が埋め込まれ、魔法文言がその中でぐるぐると渦巻いていた。

「あとは門飾りに手をかざせば……」

　黒光りする鋼鉄製の門には、学院の紋章である『歯車と蓮』が掲げられている。

　ラトナは紋章の上にすっと手をかざした。

『はい、どちらさまでしょうか？』

　数秒もしないうちに、紋章から若い女性の声が聞こえた。紋章の蓮は虹色の魔石でできている。その魔石を通した遠隔通話。これもなんだか懐かしい。騎士大学校は槍をかまえた強面の門番がいるおかげで、こういった形の防犯ではないからだ。

「本日付けでこちらに着任してまいりました、ラトナ・バインガニーです」

『バインガニー先生ですね、お待ちしておりました。門をお開けしますのでどうぞお入りください』

　声とともに、大きな門がゆっくりと開いていく。

「……緊張するけど、それ以上にわくわくするわ」

　中等部から卒業するまでの十年間。何度も通り抜けたこの門を、今は教師として潜る。

　ようやく、夢が叶った。

　ラトナは大きく深呼吸をし、門の内側に足を踏み入れた。









　校内に入ったラトナを待っていたのは、学生事務局の事務員サラだった。

「サラ！　お久しぶりです」

「ようこそ、ラトナ。いいえ、バインガニー先生。立派になって、わたしも嬉しいよ」

　サラは恰幅のいい身体を揺らしながら豪快に笑っている。彼女はラトナが入学をする前から勤めているベテランの事務員で、学生時代はかなり世話になっていた。

「こうやってゆっくり話をするのははじめてかも。ねぇ、サラは学院に勤めてどれくらいになるんですか？」

「そうだね、二十歳の頃からだから……えっと、三十五年かな？　年を取るわけだわ」

「サラはいつでも元気いっぱいだから、私も元気をもらっていましたよ」

　並んで職員室に向かいながら、二人で昔話に花を咲かせる。

「私、ここに教師として戻ってくるのを目標に頑張ってきたの。だから今、夢を見ているような気持ちです」

「この学校は卒業生が教師になって戻ってくることが多いけど、その中であなたほど熱心だった学生はいなかったような気がする。きっと、いい先生になるよ」

「そう言ってもらえて嬉しいです」

　事務方とはいえ、サラは生徒たちのことをよく見てくれていたと思う。

　ラトナは必要な単位を取得したあとも、単位には関係ない任意の講義もいくつか受けていた。その申請書をもらうため事務局に出向くと、かなりの確率でサラが学生たちの相談にのっている場面に遭遇した。

「私もサラには色々話を聞いてもらいましたよね。試験のあとで補習申請の処理に忙しいサラの膝にしがみついて、泣いていた自分を思い出すと少し恥ずかしいです。でもあの時サラに元気づけてもらったおかげで、こうやって頑張れたんですよ？」

　横を歩くサラを見つめながらラトナは微笑む。

「そう言ってもらえると、私も嬉しいよ」

　サラが照れたように笑ったところで、ちょうど職員室に到着した。

　扉の前で立ち止まり、ノックをしようとしたサラが寸前でぴたりと動きを止めた。

「サラ？　どうしました？」

「うん、あのね、その……」

　ラトナは首を傾げた。先ほどまで快活に喋っていたサラの歯切れが急に悪くなった。

　右手を持ち上げたまま、こちらを見ることなくどこか困ったような顔で足元をじっと見つめている。

「サラ？」

　サラは顔を上げ、振り返ったかと思うとラトナの両手をぎゅっと握った。

「……ラトナ。教師に、大人になったからといって我慢しなくていいんだからね？　悲しい気持ちになったらいつでも事務局においで。美味しい珈琲を淹れてあげるし、バターケーキも焼いてあげるから」

　いきなり向けられた意味不明な言葉。

「えっ？　あ、はい、ありがとう、ございます」

　──急にどうしたのだろう。

　まるで学生時代のようなサラの眼差し。なにかを気遣ってくれているのだろうが、それがなんなのか一向にわからない。

「うん。じゃあいい？　いくよ？　大丈夫、あなたはもうあの頃のようなお尻に殻のくっついたヒヨコじゃない」

「は、はい、わかりました」

　ラトナが頷いたのを確認してから、サラは扉をノックした。

「失礼いたします。新任の先生をお連れいたしました」

「あぁ、どうぞ」

　中から、低く落ちついた声が聞こえた。この声にはもちろん聞き覚えがある。

　王立魔法学院の学院長、アンク・ハラーだ。

「わたしはここまで。教師寮の部屋の鍵を渡さなきゃいけないから、諸々済んだらまた事務局へ寄ってくれる？」

「はい。ありがとうございます、サラ」

　小声で礼を述べたあと、ラトナは扉を押してゆっくりと室内に入っていく。

　職員室の中には、学院長アンク以外に五人の教師が立っているのが見えた。

　男性が三人に女性が二人。

「久しぶりだね、バインガニーくん」

　大きな手でラトナの頭を撫でてくれたのは、炎熱魔法の教師サーハス・バル。巨人族の血を引くこの教師は二メートルを超える長身で、その手はラトナの顔より大きい。

「あー、駄目だよ、バル先生！　今、そういうのはよろしくないんだから」

　慌てたようにサーハスの背広の袖を引っ張ったのは幻惑魔法の教師ナディ・パリシュラム。サーハスの半分くらいしかない小柄な体躯で二十代にしか見えない童顔だが、確かサーハスよりも年上だったという記憶がある。

「おっと、そうでした」

　サーハスは慌てたように、ラトナの頭から手を離した。

「教師はみだりに、異性の生徒に触れてはならない。学校健診でも医者は同性しか担当しませんし、今はそういった風潮ですものね。親御さんも気にされるかたが多いです。まぁバル先生はむしろ、生徒のほうがまとわりついてくる感じですけど」

「あはは、確かに。中等部に行こうものなら道端に落ちているクッキーなみに、女子生徒たちにたかられてますもんね」

「……こら、生徒をアリ扱いするんじゃない」

　渋い顔をするサーハスの前で、顔を見合わせて笑う美女二人は幻想生物学の教師キールティ・スイッカと古代史の教師サマヤ・シュルー。

　いずれも学生時代に教わった教師ばかり。サーハスにいたっては、高等部二年と三年で担任を受け持ってもらっていた。

　もちろん、教師は他にも大勢いる。ここに集まっている彼らも普段は魔法系統や座学、実技などで分けられたそれぞれの教科専用棟で仕事をしている。

　今回はかつての教え子が赴任してきたということで、忙しい中なんとか時間を作って集まってくれたのかもしれない。

「あの、ご無沙汰して──」

　明るい空気に思わず頬を緩ませ、あらためて挨拶をしようとした次の瞬間。

　元担任サーハスの横にひっそりと立つ長身の男に気がついた。

「……あ」

　胸が、どくりと鳴った。

「ん？　どうしたアーダルシュ。ほら、もっと喜べよ。お前の後輩が戻ってきたんだぞ？」

　気のせいかと思いたかったが、名前を聞いてしまうとそういうわけにもいかない。

　ラトナは勇気を出して視線を向けた。

　──大学部の制服ではなく、ベストを着用した背広スーツ姿。

　趣味の良いネクタイには、教師の証である歯車型バッジ。歯車はなぜか二つあり、噛み合うように重なっている。

　そして髪は以前より長めになり顔立ちはさらに大人びているが、目の前にいる男は間違いなく〝彼〟だ。

（ど、どうして!?　どうして、サフェード先輩が!?）

「……やっと会えたな、ラトナ。ここで待ち伏せしていた甲斐があった」

　燃えるような青い目で見下ろされ、ラトナは知らず全身を震わせた。

　──サフェード・カル・アーダルシュ。

　公爵家であるアーダルシュ家の次期当主にして、特別授業の講師やラトナの魔法実技、そして勉学の先輩でもあり恋人でもあった男。

　高等部三年であった十八歳半ばから大学部一年生になる直前までの半年ほどの交際期間しかないが、それはとても甘く濃密なひと時だった。

　とはいえ愛されていると思っていたのはラトナだけで、実際は婚約者がいる事実を隠され遊ばれていただけだったのだが。

　そんなことより、なぜ彼がここにいるのだろう。

　ラトナと破局し、サフェードが大学部を卒業してすぐ彼の父親であるアーダルシュ公爵が病に倒れ亡くなったことは知っている。

　長子の彼は当然、公爵位を継いでいるはずだ。

　貴族子女でも普通に会社勤めをする時代とはいえ、さすがに当主が働きに出ているという話は聞いたことがない。

　ラトナはかつて焦がれるほど愛していた男に呆然とした眼差しを向けたまま、動くことができない。

「ん？　なんだ、お前ら。どうした？」

　二人の間に流れる異様な空気に気づいたのか、サーハスが首を傾げている。

　サフェードとつき合っていたことも、そして破局したことも今ここにいる教師陣で知っている者はいないはずだ。

　一部の生徒は知っていたと思うが、そもそも生徒の恋愛を教師が把握していることのほうが少ないだろう。

　当時の大人で知っていたのは、ラトナが泣きついた事務員のサラだけだ。

（あ、だからサラは……）

　ここでようやく、ラトナはサラの言っていた言葉の意味を理解した。

　サラは知っていたからだ。

　サフェードが教師として学院に勤務していることを。

「あ、いえ、あの」

　ラトナは混乱する頭の中で、必死になって考えた。

　別れてから七年。

　夢も叶え、最近ようやく新しい恋をしてみたい、と思えるようにもなった。

　今、自分は二十五歳。ということは三つ上のサフェードは二十八歳。

　教師としてここにいる理由には皆目見当もつかないが、きっと当時の婚約者と結婚して温かい家庭を築いているのだろう。

　ここで再び、心を乱されたくはない。

　──それなら。

「す、すみません！　私、実は二年前に事故にあって、なぜか高等部の時の記憶がないんです！　この魔法学院に通っていたことはもちろん覚えていますし中等部や大学部時代のことはきちんと覚えています。でも高等部のことはもうまったくぜんぜんなんです！　そういうことですので高等部の先生がたに関しては記憶もなにもかもが朧気おぼろげでして本当にごめんなさい！」

　早口で一気に喋り、上目遣いでおそるおそる様子をうかがう。

　案の定、教師陣はぽかんとした顔をしていた。

（う、上手くごまかせた、のかな？）






　精神的に追い詰められたラトナはとっさに嘘をついてしまった。

　サフェードどころか、高等部時代をすべて覚えていない、と言い張るとんでもない嘘を。

















第一章・過去の追憶












　七年前。

　ラトナは十八歳。高等部の三年生に進級したばかりだった。

「ねぇ、ラトナ。選択講座はなににする？　わたしはバル先生の炎熱魔法講座を取るつもりなの。希望人数が多そうだから、課題の提出期限も長そうでしょう？」

　行儀悪く机に腰かけ、足をぷらぷらと揺らしているのは同級生のエーヴァ・シシル。

　侯爵令嬢であるにもかかわらず、最初から数少ない一般庶民であるラトナにも気さくに接してくれた。

　今はほぼ毎日一緒に過ごしている、大切な親友だ。

　そのエーヴァに訊かれ、ラトナは迷うことなく答えた。

「私は、氷雷の複合魔法講座にする」

　魔法学院では、必須科目の他に〝選択科目〟というものが存在する。

　高等部三年生になったら必ずいずれかの講座を選択し、その単位を取らないと大学部へ進むことができない。

「あら、それはやっぱり、アーダルシュ先輩が実技指導員だから？」

　にやにやと笑う親友に、ラトナは芝居がかった仕草で胸を張る。

「そうよ？　だってアーダルシュ先輩の複合魔法はすごいんだもの。氷凍魔法は全系統の中で一番魔力を練るのが大変な魔法。なんなら魔法陣を描いたほうが早いって言われるくらい。逆に雷撃魔法は魔力練成は速いけど操るのが難しい。それなのに、先輩は誰よりも速く魔法を展開できるし操作も上手い。学生指導員の中で唯一、専任講師として務めることができるすごい人なんだから」

　早口で喋るラトナを、エーヴァは少々引き気味の目で見つめている。

「んー、でも、ラトナは古代聖霊語講座を選ぶと思っていたわ」

　ラトナは軽く肩を竦めた。

「聖霊語はほら、大得意だし自分で色々勉強しているから、今さら講座を受けなくてもいいのかなって。それよりも、他の魔法を学んでもっと知識を広げたいの」

「いいわよ、そんなにごまかさなくたって。ラトナが〝すごい才能を持っている人を好きになる〟のはいつものことだもの」

「ま、まぁ、そういう感じかな」

　──親友の言葉は半分正しいが、半分間違っている。

　確かにラトナは秀でた才能を持っている人が好きだ。

　それは自己肯定感の低さの裏返しでもあったが、〝アーダルシュ先輩〟こと、サフェード・カル・アーダルシュの魔法技術は空前絶後といっても決して大げさではないと思う。

　講座の見学会に行った時、はじめてサフェードとその魔法実技を見た時には信じられないものを目にした気分だった。

　サフェードは現在大学部の四年生。

　アーダルシュ家はカウムディー王国の随一の名家であり、当主は国王ドゥーサルの従兄弟でもある。そんな王家ともつながりのある家の、跡取りなのだ。

　そんな彼は、侯爵家以上の生徒に許されている自宅通学の特権を使うことなく、島の寮で生活をしている。

　銀色がかった白い髪に深い海のような青い目。芸術的なまでに端正な顔。

　彼を見つめていると、怯んでしまうような逆に吸い寄せられるような、どこか不思議な気持ちになってくる。

　ちなみにサフェードにはラトナと同い年の弟ヴィーラ・ルタ・アーダルシュがいる。

　ヴィーラは通学組で、ラトナとはほとんど接点がない。

　彼も整った顔ではあるが、ヴィーラに対して胸がときめいたことは一度もない。

『では、これから氷の兎を生み出してみよう』

　そう言うと、サフェードは右手を上げ中指と親指をパチンと鳴らした。

　途端に空中に現れた氷の兎は、歓声をあげる生徒たちの間を駆け抜けサフェードの胸に飛び込んでいく。そして彼がその長い指で兎をするりと撫でると、氷の兎は青白い雷をまといながら空中を駆けた。

　──その瞬間、ラトナはサフェードに恋をした。

　そう。単純にラトナは彼の容姿と彼の才能に、一目惚れをしてしまったのだ。

　容姿が端麗で魔法の才能もある年上の男。

　それにときめかない女はそう多くはないと思う。

　だが目の前のエーヴァは正にその〝ときめかない女〟の一人だ。彼女には二つ年上の仲睦まじい婚約者がいるため、サフェードのことを客観的に見ることができるのかもしれない。

　だからこそ〝才能だけではなく容姿にも惹かれている〟とは、いくら親友相手でも言い出せなかった。

「あ、時間割だと炎熱と複合は時間が前後しているわ。残念、これじゃあお昼は一緒に食べられないわね」

「私は残念だけど、エーヴァは残念じゃないよね？　婚約者のバダル先輩と一緒だもの」

「ちょっと、私はそんなに薄情じゃなくてよ？」

　ラトナはわざとらしく慇懃いんぎんに答えながら頬を膨らませる親友とじゃれ合う。

　きゃあきゃあと騒ぎながら、ふと窓の外に目を向けた。ちょうど今いる教室から、魔法実技の広場が見える。

　そこで多くの学友たちとともに、憧れている先輩と魔法を学べるのだと思うと知らず胸が高鳴っていた。









（嘘でしょ、なんで私一人なの!?）

　ラトナは冷や汗を大量に流しながら、端正な顔の男が行っている講義に必死になって耳を傾けていた。

　実技が難しい複合魔法は例年希望者が少ないとは聞いていたけれど、今年の指導員は女子の人気が高いサフェード。

　だからさぞかし女生徒が集まるのだろうと思っていたのに。

　表立って騒ぐのは彼女らがやってくれるだろうから、自分はその陰に隠れてひっそりと憧れの視線を送りつつ魔法を学ぶつもりだった。

　それなのに一対一だと逃げ場がないというか、もはやどうしたらいいのかわからない。

「バインガニーくん？　大丈夫？」

「え!?　は、はい、大丈夫です！」

　まったく大丈夫ではない。端正な顔を近づけ、心配そうにのぞき込まれると緊張のあまり貧血を起こしそうになる。

「ここまで一気に説明してしまったけど理解できたかな。まぁ、複合魔法は身体で覚えたほうが早いから俺の説明はそこまで真剣に聞いていなくても問題はないんだが」

　サフェードはほんの少し、残念そうな顔をしている。

〝つまらないから話半分に聞いていた〟と思われたかもしれない。

　ラトナは慌てて否定した。

「い、いえ、非常にわかりやすい説明でした！　氷凍魔法は魔力を練るのに時間がかかるけれど、魔力が練りあがってしまえばそのあとの応用は容易い。その間に展開の早い雷撃魔法を練りあげる。複合とはいっても両者を混ぜ合わせるのではなく〝結びつける〟という理解でよろしいでしょうか」

　一息で言い切ったあと、ラトナは思わず口元を押さえた。

（やだ、また早口になっちゃった……）

　緊張が過度になると、つい早口になってしまうのがラトナの悪いくせだ。

「……すごいな、キミの理解力は」

　サフェードは両目を見開いて驚いている。

　美しい青い目を目の当たりにし、ラトナはうろたえながら目をそらした。

「それにしても良かった。今年は誰も選択してくれないのかと思っていたからね。やっぱり指導員が俺だけだと心配なのかもしれないな」

　選択講座の講師は自身の専門分野で論文を二本以上書いている者に限られている。

　これまでは氷凍魔法か雷撃魔法のどちらかで条件を満たしている教師が担当していたが、今年は二人ともその専門講座を担当することになり結局、指導員が学生のサフェードしかいない、という異例の状況になったらしい。

「あ、いえ、そんなことはないと思いますけど……」

「逆に、選択してくれたのがバインガニーくんだけだから俺一人でもいいのかもしれない」

　サフェードは肩を竦めて笑っている。

　生徒が一人でも講座が成り立っているのは、ひとえにサフェードの実力が高いからだと思う。

　だが正直、ラトナにもなぜここまで希望者がいないのか理解できない。

「アーダルシュ先輩の魔法技術、説明会で拝見した時からずっと憧れていました。先輩のことは入学した時から存じあげていましたけど、恐れ多くて見学もできなくて」

　中等部でも、身分の高い令嬢は気にすることなく高等部棟に足を踏み入れ実践授業の見学に行ったりしていた。だが庶民のラトナにそんなことは許されない。

　いや、厳密に言えば許されなくはない。だがいい顔をされないことは確かだった。

　それにラトナが勝手に怖気づき、はじめてその華麗な魔法を見ることができたのは講座の説明会の時だったのだ。

「恐れ多いなんて大げさだな。俺はキミが来てくれて良かったと心から思っているよ」

「あ、いえ、私こそ楽しみにしています。知らないことを学ぶのは本当に楽しいですから」

　──その時、整い過ぎてどこか無機質にすら見える美貌に、柔らかな笑顔が浮かんだ。

「あらためて、ようこそ、ラトナ・バインガニーくん」

「は、はい、こちらこそよろしくお願いします、アーダルシュ先輩……」

　ラトナは顔を真っ赤に染め、壊れた人形のようにがくがくと頷いた。









「お疲れさま、ラトナ。最初の講義はどうだった？」

　講義を終えて教室に戻ったラトナを待っていたのは、エーヴァとその婚約者ファルク・バダルだった。

「さすがアーダルシュ先輩だったわ。すごく勉強になった。……でも、聞いて？　講座を選択したのは私だけだったの」

「あら、やっぱり」

　エーヴァは驚くどころか、婚約者と顔を見合わせて苦笑いをしている。

「やっぱりって、どういうこと？」

「ほら、複合魔法は筆記も実技も難しいでしょう？　これまでも試験を一回でクリアできる生徒のほうが珍しかったらしいのよ。それどころか、補習を四、五回受ける人もいたっていう話」

　エーヴァは婚約者と顔を見合わせ、同時に肩を竦めた。

「うん。難しいんだろうなっていうのは今日だけでもわかったけど、でも……」

　試験の難しさだけでいうなら、ラトナの得意な古代聖霊語もそうだ。だが聖霊語そっちにはそれなりの希望者がいたような気がする。

「指導員がアーダルシュ先輩じゃなかったら、もう少し人数がいたかもしれないわ。ね、ファルク」

「そうかもしれないね」

　穏やかな顔の婚約者は、苦笑しながら頷いている。

「えぇ？　エーヴァ、どういうこと？」

　優秀な彼が指導員だということが、なぜ人を遠ざける理由になるのだろう。

「ラトナは鈍いんだから。誰だって、いいなって思っている人には自分の情けない姿を見せたくない、と思わない？」

「それは、そう思うけど……」

　エーヴァはよろしい、というように頷いた。

「あの素敵なアーダルシュ先輩に、何度も試験に落ちる無様な姿を見られたくない。または〝頭の悪い女〟だと思われたくない。そんなところね」

「そんな……。みんな、そんなところまで考えていたのね……」

　ラトナは両目を瞬かせたあと、ようやく意味を理解しがっくりと肩を落とした。

　そしてすぐに顔をあげる。

「待って。でも、それってアーダルシュ先輩に失礼じゃない？　先輩のことまだよく知らないけど、何度も試験に落ちたからって馬鹿にしたりするような人じゃないと思う」

「えぇ、そうね。でも乙女心って複雑なのよ。わたしだって成績表をファルクに見せたくないもの」

「嫌だな、僕を信じていないの？」

　エーヴァの婚約者ファルクは困ったような顔をしながら、エーヴァの頬を指で軽く撫でている。

「そ、そういうものなのね。……やだ、大変、それじゃあ私って」

「もう、気づくのが遅いわ。あなたは今、己の恥と引き換えに恋敵ライバルを出し抜きアーダルシュ先輩に接近した女、と思われているの。名家のご令嬢ですら、なかなか手を出せない彼に、ね」

「嘘でしょ……」

　ラトナは頭を抱えた。

　これまでサフェードに恋人がいた噂などは聞いたことがない。それがいきなり、こんな冴えない庶民の女が急接近となると周囲が黙ってはいないだろう。

「どうしよう、授業中は二人っきりなのよ？　誤解されたら嫌だな、先輩にも失礼だし」

　しかし講義を聞くのが自分だけである以上、どう頑張っても妬みを躱すのは困難なのではないだろうか。

「私は、真面目に勉強がしたいだけなのに……」

〝嫉妬〟という感情は、時に怒りや嫌悪といった強い感情すら凌駕することがある。

　憧れの存在と近づけたことは嬉しいが、余計な妬みは買いたくない。特にこの王立魔法学院の生徒は貴族や裕福な商会の子女がほとんどなのだ。

　程度の低い嫌がらせなどはしてこないと思いたいが、一抹の不安はある。

「そうね、ラトナが真面目だっていうのはみんな知っているわ。最初は少し我慢なさいよ、すぐに落ち着いてくるでしょうから」

「だ、だといいんだけど……」

　侯爵令嬢であるエーヴァがいうならそうなのかもしれない。






　そうどこか楽観的に考えていたラトナは、それがいかに甘い考えであったかを身を持って思い知ることになる。









　昼休み。

　ラトナは昼食を早めに済ませ、図書室に来ていた。

　お気に入りの窓際の席。爽やかな風の吹くその席から、なんとなく外を眺める。

「あ、エーヴァだ」

　中庭には、王国を守護する女神チリヤの像が建っている。元は美しい鳥だったという女神の両手は翼になっていて、長いローブを着た足元には中央に水色の宝石が埋めこまれた蓮の花が咲いている。

　その象の近くで、エーヴァが数人の生徒たちと集まっていた。どうやら、魔法の実技練習をしているらしい。

「ん？　あれ？」

　エーヴァの手に、橙色のなにかが揺らめいているのが見える。ラトナは窓を開け、身を乗り出して目を凝らした。

「……まさか、炎熱魔法じゃないよね？」

　背筋がぞくりと震えた。ラトナは慌てて立ち上がり〝遠視とおみ〟の魔法を使う。

　やはり、親友の手の中で揺れているのは魔法で生み出された炎だった。

「ちょっと、エーヴァったら炎熱魔法を使うならもっと離れないと駄目じゃない……！」

　──女神チリヤの像はイーシャ島に全部で七体あり、蓮花に埋めこまれているのは各系統の魔法石の中でも、もっとも純度が高いものが使用されている。

　学院の中庭に建っている像に埋めこまれているのは水流魔法の魔石。その近くで真逆の系統である炎熱魔法を使うと、反発して魔法が暴走する危険があるのだ。

　もちろん、そのこと自体はエーヴァも他の生徒も知っている。

　ただ非常に規模の小さな魔法ゆえに、この程度なら問題ないと思っているのかもしれなかった。

「エーヴァ！　エーヴァ、そこで魔法を使わないで！　手の中の火を消して！」

　ラトナは窓枠に手をかけ、力の限り叫んだ。

　だが聞こえていないのか、エーヴァだけでなく他の生徒も手の平に炎を灯し互いの炎を見ながらあれこれ話し合っている。

「ど、どうしよう……」

　炎熱魔法の暴走、とはすなわち爆発のことだ。

　彼らは全員、手の平に炎熱魔法を宿しながら顔を近づけて覗きこんでいる。

　ここで爆発を起こしたりしたら、命に別条がなかったとしても顔にひどい火傷を負ってしまうかもしれない。

「こ、こうなったら……！」

　ラトナは右手に魔力を溜めた。

　手の上に、キラキラと光りを発する氷の結晶が浮かぶ。結晶はくるくると渦を巻きながら、次第に氷の小鳥を形成し始めた。

　昨日、サフェードから教わったばかりの氷凍魔法の応用。

　本来は試験に合格しないと使ってはいけない魔法。

「校則違反になっちゃうけど、みんなを守らないと！」

　手の中の小鳥は、軋んだ羽音をたてながらゆっくりと羽ばたいている。

　これなら、全員の炎を消すことができるだろう。

　ラトナは氷の小鳥を放とうと右手を持ち上げた。

　しかし、右手はがたがたと震えている。それは魔法が上手くいくかどうか、心配になっているからではない。

「なにをためらっているのよ、ラトナ。退学を恐れていたら助けられないでしょ」

　──魔法、というある種の武器を扱う魔法学院は校則違反に厳しく、違反をした者はいかなる理由にもかかわらず長期停学からの留年、もしくは退学になる。

　前者は就職に多少不利になってしまうが学院を辞める必要はない。しかし後者の場合ラトナの夢は完全に断たれてしまう。

「……でも、あとで後悔するよりずっとましだわ」

　ここでエーヴァや他の生徒を見捨てたら、自分は一生気に病むだろう。

　友人を犠牲にして夢をつかんだところで、後悔に塗れた人生を送るというのならなんの意味もない。

「氷の小鳥、みんなの炎を消して！」

　もう迷いはない。

　今度こそ、と右手を大きく振りあげた次の瞬間。

　ラトナの紫の髪を巻き上げながら、真横を氷の鷹が矢のような速さで飛んでいくのが見えた。

「え、えっ!?　なに!?」

　鷹はあっという間にエーヴァたちの元に到達し、円を描くように飛行する。

　エーヴァたちは突然現れた氷の鷹に戸惑い混乱をしているようだった。

　だがすぐにその意味に思い至ったのか、己の手と女神チリヤ像の間で視線を往復させたあと急いで炎を消していた。

「……まったく、無茶をするね、キミは」

　真後ろから聞こえる、呆れたような低い声。

　慌てて振り返ると、そこには困ったような顔をしているサフェードの姿があった。

　彼の、形のいい指にまとわりつく氷の結晶。

　サフェードはラトナが小鳥を生み出した半分以下の時間で氷の鷹を生成し、うかつに炎熱魔法を使っていた生徒たちに向け放ってくれたのだ。

「アーダルシュ先輩……？　どうしてここに……」

「いや、バインガニーくんが図書室に向かうのが見えたから俺もその、なんとなく」

　サフェードはどこか気まずそうにしながら、美しい銀白の髪をかきあげている。

「そうですか。そんなことより先輩、友達を助けてくださって本当にありがとうございました！」

　ラトナはサフェードに向かって深々と頭を下げた。

「そんなことより、か……」

　サフェードはなぜか落ち込んだような顔をしている。

「先輩？　どうしました？」

「い、いや、なんでもない。彼女はシシル侯爵家のご令嬢だろう。我が家ともつき合いがあるから助けられて良かった。しかし、キミの行動は褒められたものじゃないな」

　ラトナはしょんぼりと肩を落とす。

　落ち着いて考えると、ラトナが魔法で不始末をしでかしたら指導員であるサフェードも処罰を受ける可能性があった。

「大変申し訳ございませんでした！　アーダルシュ先輩にまでご迷惑をおかけするところでした」

　一瞬きょとんとしたあと、サフェードは柔らかな笑みを向けてくれた。

　そのあまりにもすさまじい甘い笑顔の破壊力に、こんな時にもかかわらずラトナの胸は激しく高鳴っていく。

「迷惑なんてことはない。そうだな、今回の場合は直接炎を消すのではなく、〝増幅〟の魔法で声量を増やし、キミの声を彼らに聞こえるようにするのが最善策だったと思う」

「増幅……。そうでした、その手がありましたよね」

「まぁ、昨日教えたばかりの魔法をたった一日で使えるところまで持ってきたのは素晴らしい。俺も鼻が高いよ」

　天才サフェードに褒められると素直に嬉しい。

「ありがとうございます、先輩！」

　ラトナは長身のサフェードを見上げ、満面の笑みを向けた。

「い、いや、お礼を言われるようなことでは」

　サフェードは戸惑ったように口元を押さえながら、ふいっと横を向いた。

　その横顔がほのかに赤く染まっていることなど、ラトナは気づきもしなかった。









　そして三年生の一学期が終わる頃。

　講義を終えたラトナは、重い足取りで高等部棟にある自分の教室に向かっていた。

　大学部と高等部。

　両者をつなぐ渡り廊下には、大学部の学生と高等部の学生が行き交っている。彼らの眼差しは、端っこをひっそり歩くラトナに向けられていた。

「……あの子？　アーダルシュ家の次期当主に色目を使っているのって」

「うっそ、アレなの？　わぁ、勇気あるのねぇ」

「お家に鏡がないんじゃない？　魔力と成績がいいだけの庶民さんみたいだし」

「鏡を買うお金もないのぉ？　かわいそうー」

　陰口を叩いている大半は大学部生だ。

　特に美しい黄金の巻き毛を揺らす大学部生の取り巻きと思しき少女たちが、毎回のように手酷い言葉を浴びせてくる。

　高等部生は、どこか気の毒そうな複雑な顔をしているものの積極的にラトナに声をかけようとする者はいない。

　大学部生に遠慮があるのか巻き込まれたくないか、もしくはその両方なのだろう。

　こんな風に陰口を叩かれるようになったのは、サフェードの講義を受け始めて二週間も経たない頃からだった。

　サフェードの講座を受けるのがラトナ一人だとわかった途端、女生徒から講座変更の申し出が殺到したらしい。だがサフェードはその申し出をすげなく断った。

　断ること自体は別に問題ない。選択科目には『原則として選択講座の変更は認めない』とあるからだ。

　しかし断り方が良くなかった。生徒の追加を受けつけない、と決めたのなら、サフェードはこの〝決まり〟を全面に出して断るべきだったのだ。

　それなのに彼は『本当に複合魔法に興味があったのなら、最初から申し込んでいたはずだ。もうバインガニーくんを対象にして授業を組んでいるから、今さら言われても認められない』と冷たく言い放ったという。

　これではラトナのために断った、と言っているも同然だ。

　それでも、まだここまでは一部の女子学生に冷たい視線を向けられるだけで済んでいたのに。

（正直、こんなことになっているのは先輩のせいでもあるんだけどな……）

　生徒が一人しかいない以上、仕方がないことなのだがサフェードはラトナにつきっきりで面倒を見てくれる。

　もちろん、最初は嬉しかった。

　だから期待に応えようと必死で努力し、結果を出し続けた。

　サフェードと授業時間が終わったのも気づかず議論をしたり、時にはサフェードの提案に異論を唱えることもあった。

　サフェードが笑顔を見せることが増えたあたりから段々と風向きが変わり、今のように連日に渡り嫌がらせを受けるようになってしまった。

　といっても、肉体的な暴力などは一切ない。私物を隠されたり、壊されたりという物理的な損失もない。ただ陰口を叩かれ、学院内を歩くたびにくすくすとこれみよがしに嘲笑われるだけだ。

　どれもその場限りのことで、教師に訴えたところで証拠がない。

　ラトナが理不尽な苦境に立たされていることを知ったエーヴァが怒り狂い、父親であるシシル侯爵を通じて学院に抗議を入れてくれた。

　そのおかげで最初よりはずいぶんと嫌がらせは減ったが、それでもシシル家と同等、もしくはそれ以上の家柄の令嬢は変わらず悪意を向けてくる。

「ぜんぜん平気ですって顔ね。育ちの悪い子ってホント図々しい」

　──育ちが悪い。

　これはさすがに聞き捨てならない。

　自分も妹も、亡くなった両親には愛され大切に育ててもらった。

　それなのに貴族ではない、親が揃っていない、というだけで蔑まれるいわれはない。

「……あの！」

「バインガニーくん」

　言い返そうとしたその時、背後から低い声がかかった。

（……最悪。なんでこんな時に）

　無視をしたいが、そんなことをしたらもっと大変なことになる。

　ラトナは渋々振り返った。

「なんでしょうか、アーダルシュ先輩」

「明日の実技実習だけど実技場ではなく森の中にある池の側でやらせてもらうことにした。もう申請書を出してきたから、明日は高等部の授業が終わったら直接来てくれるかな」

「わかりました」

　頷きながら、ラトナは内心で舌打ちをこらえていた。

　なぜ、今ここで話しかけてくるのだろう。決まっていたことなら、さっき講義が終わったあとで話してくれればこんな目に遭わずに済んだはずだ。

「一応説明しておく。キミがこの前生み出した氷の小鳥を利用した複合魔法の実技にするつもりなんだ。小鳥に雷の翼を生やしてもいいし雷をまとわせてもいい。そのあたりは自由に考えてくれればと思う。ただ一応どちらの方向でいくか教えてもらってもいいかな。場合によっては魔封札まふうふだで一定区間を封鎖しないといけないからね」

　──だからなぜ今それを言う。

　苛立ちをこらえながら、ラトナは考えた。

「……まず、雷の鶏冠とさかを持つ鶏ニワトリを生成してみます。長時間は難しいので、次に氷の小鳥と雷の小鳥を二羽ずつ生み出してみようと思います。こちらは〝複合〟ではないかもしれませんが、まだそこまで応用に自信がありませんので」

「あぁ、いいよ」

　サフェードは頷きながら、胸元から取り出した手帳になにやら書き込んでいる。ラトナは立ち去ることもできず、ぼんやりとその様子を見守った。

「よし、これでいい。もし急に気が変わったら明日の朝十時までに言ってくれ。……ところでバインガニーくん」

　手帳をしまったサフェードは、腕組みをしながらラトナを見下ろしている。

「はい、なんでしょうか」

「俺は、ものすごく馬鹿な男に見えるのかな」

　一瞬、言われた意味が理解できずただぽかんとしてしまった。だが周囲のざわめきに、慌てて我を取り戻す。

「ば、馬鹿な男!?　いきなりなにをおっしゃるんですか、そんなことあるわけがないじゃないですか！」

「んー、そうかな」

「そうですよ！　もう、どうなさったんですか？」

　サフェードは首を捻っている。

　質問の意図がまったくわからないが、サフェードを〝馬鹿な男〟というなら世の男の大半が該当してしまう。

「いや、俺の大切な後輩を貶めるような女になびくような男だと思われているのかな、と思っただけだ」

「え、どういうことですか？」

　サフェードは腕組みを解き、芝居がかった仕草で両手を広げた。

「キミが俺に色目を使っている、という噂が流れているらしい。俺からしてみれば、よく考えて選んだはずの選択講座を簡単に変えようとする輩やからのほうが〝色目を使っている〟と言えると思う。どちらにしても〝だからなんだ〟という感じだな」

　あの噂を知られていたのか、とラトナはうつむく。

「ともかく、くだらない真似をする暇があったら自分が今どこにいるのか考えたほうがいい、ということだ。ま、何人かはすでにキミの発言からキミが当たり前に発動させた魔法のレベルに気づいただろう。今後はそう居心地が悪いことにはならないはずだよ」

「……ありがとうございます、アーダルシュ先輩」

　ラトナは消え入るような声で、礼を言った。いつの間にか、周囲は静まり返っている。

　それでようやく、わざわざサフェードが人の多い場所で話しかけて来た意図に気づいた。ラトナの発した言葉の意味を周囲の生徒に今一度、考えさせるためだったのだろう。

「どういたしまして。……といいたいところだが、キミがもっと早く俺を頼ってくれていたらこんなことをしなくて済んだんだけどな」

　サフェードはどこか不満そうな顔をしている。

「いえ、そんな、これは私の問題ですから」

「キミが頑張り屋なのは俺が一番よくわかっているけどね。そうだな、これはいい機会だと思えばいいか。授業はまだあと半年近くあるから躊躇っていたんだが」

　両手をぽん、と打ち鳴らすサフェードをラトナは困惑の眼差しで見つめる。

「せ、先輩？」

「バインガニーくん。キミ、今つき合っている男はいる？　いないとしたら、好きな男はどうかな」

「え!?　な、なんですか、急に」

　ラトナはサフェードから無意識に距離を取る。周囲は再び、ざわめき始めていた。

　なぜだろう。なんとなく、嫌な予感がする。

「いる？　いない？」

「い、いない、です」

　正確には、好きな男はいる。目の前にいるサフェードだ。だがそんなことは口が裂けても言えない。

「それはよかった。それなら、俺とつき合ってくれる？」

「はい。……はい!?」

　──今、なにかすごいことを言われたような気がするが、気のせいだろうか。

「ごめん、聞こえなかった？　それならもう一度言うよ。ラトナ・バインガニーくん。俺とつき合って欲しい」

　きちんと聞こえているし、言われている言葉の意味はわかる。だが、内容に対しての理解が追いつかない。

「は、いえ、あの、それは」

「一応言っておくけど〝買い物につき合ってくれ〟とか、そういう意味ではないよ？　俺と恋人に、男女の仲になってくれ、ということだから」

「……はい、もちろんです、はい」

　大丈夫。きちんとわかっている。ただ、少し頭を整理させて欲しい。

　──恋人。つき合う。男女の仲。

　それは思わず蕩けてしまいそうなほど甘い響きだが、あいにくとこの雰囲気の中でその言葉に酔いしれる気分にはならない。

　明確な嫉妬の視線が針のように突き刺さり、なんだか頬がチクチクと痛む。

　ラトナは大きく溜め息を吐いた。告白を受けるつもりは毛頭ない。ただ人前で断るのも相当、勇気がいる。

「先輩、お伝えしていなかったかもしれませんが、私はその、庶民なんです。ですから非常にありがたいお話ですけれども、公爵家の先輩とはつり合わないと……」

　尊敬している、憧れの存在。そしてほのかな恋心を抱いている相手からの告白。

　そんな人に求められて嬉しくないわけがない。しかし簡単に受けられないこともよくわかっている。

　どちらにしても、こんな時に言わないで欲しかった、というのが正直なところだ。

「うん、それがどうかした？　キミが貴族家出身ではないことくらい知っていたよ。キミの友人であるシシル家のご令嬢とは家の繋がりがあると話をしただろう？」

「えっと、はい、それは……」

「だからキミのことも知っていたし、そもそも今の時代にそんなことは関係ないよ」

　サフェードは指を伸ばし、ラトナの髪をすくった。それをさらさらと、指で弄んでいる。

「きゃあっ!?　せ、先輩、なにを」

「あぁ、ごめん。とても綺麗な紫色だな、と思って」

　ごめん、と言いつつまったく悪びれることなく、サフェードは髪を弄り続けた。

「は、はぁ、ありがとうございます……。あの、でも私、やっぱり──」

　ラトナは頭を下げるふりをしながら、さりげなくサフェードの指から逃れた。

「待って、バインガニーくん」

　断りの言葉を口にしようとしたその時、唇が長い指で押さえつけられた。

　周囲から、悲鳴のような声が響き渡る。

「キミ、断るつもりだろう。答えを決めるのはもう少し待ってくれないかな。そうだな、ざっと三か月くらい？」

（さ、三か月!?）

　──長い。ラトナは両目を見開き、サフェードを見つめた。

「その間に、キミを全力で口説かせてもらう。あぁ、心配しないで。公爵家ウチの圧力をかけるなんて卑怯で下品な真似はしない。普通に毎日、俺がどれだけキミを好きか伝えるだけだから」

　さらりとものすごい発言をされ、ラトナは両目を左右に泳がせた。

　口説く？　アーダルシュ先輩が、私を？

　ラトナは首を振り、唇を押さえる指から逃れた。

　いまだ混乱はおさまらないが、一つだけどうしても訊いておきたいことがある。

「せ、先輩、あの、どうして私なんですか？　先輩だったらもっと他に相応しい人がいらっしゃると思います」

　自分で言うのもなんだが、ラトナ自身は平凡な人間だ。

　見た目も家柄も、サフェードどころか意地悪を言ってくる令嬢たちの足元にも及ばない。しいて言うなら高い魔力と、古代聖霊語の成績くらいだろうか。

　だが成績と魔力は、この完璧な男に好かれる理由になどならないと思う。

「そうだな、キミの真面目で一生懸命なところに惹かれた。他にも色々とあるけど、それはまたゆっくり聞かせてあげるよ」

「いえ、別に聞かせていただかなくても大丈夫ですので、一刻も早く発言の撤回を──」

「ではバインガニーくん。また明日」

　狼狽えるラトナを余所よそに、サフェードは踵を返し優雅に立ち去っていく。

　ラトナは〝顔から火が出る〟という言葉はこういう時に使うのだな、とどこか他人事のように思いながら、サフェードの背をただ呆然と見つめていた。









　それからは文字通り、あの手この手を使い全力で口説かれた。

「ラトナくん、昼食はまだ？　まだなら俺と一緒にどう？」

　昼食を取ろうと校舎前の芝生に向かったラトナの前に柔らかく微笑みながらサフェードが立ち塞がってきた。

　ラトナは顔を引き攣らせた。いつの間にか、名前で呼ばれるようになっている。

　人前で告白したことで完全に開き直ったのか、サフェードは距離感の近さを隠しもしない。

「いえ、今日は自分でサンドイッチを作ってきましたので」

　そう言いながら、蜜蝋紙の包みを見せる。けれどサフェードは引かない。

「じゃあ、それを俺にくれないかな。キミは我が家の料理を食べてくれればいいから」

　──我が家の料理。

　学院内にはせっかく立派な食堂があるというのに、一部の生徒は自分の家から専属料理人をわざわざ呼びつけ食べ慣れた味の食事を楽しんでいる。

　普段は寮で暮らしているサフェードも食事にはこだわりがあるらしく〝呼びつけ派〟だ。

　ラトナも何度か、アーダルシュ家の家紋が縫いつけられたエプロンを身に着けたメイドに給仕されているサフェードを見たことがある。

「だ、駄目ですよ！　ただ黒パンにチーズとジャムを挟んだだけの質素なものですから」

「キミが作ったものなら、俺はなんでもいい。ほら、おいで。今日は温室の中に席を用意させたんだよ」

　サフェードが手を差し出してくる。

　ラトナはしばらく迷った末に、おずおずと伸ばされた手に己の手を重ねた。

　周囲を歩く生徒はみんな、こちらを注視している。ここで次期公爵からの誘いを無下にしようものなら、あとでなにを言われるかわかったものではない。

「あの、それではお食事をご馳走になります。でもこのサンドイッチは持って帰って自分で食べますから」

　手を引かれともに歩きながら、ラトナはせめてもの抵抗を見せる。

「そうか。キミがそこまで嫌だというのなら、諦めるしかないな……」

「っ!?　あ、いえ、嫌というわけでは！　ただ先輩のお口に合わないのでは、と」

　悲しそうな声を出されると、なんだか罪悪感が込み上げてくる。

「キミの手に触れた食材、というだけで俺は嬉しい。ここで待ち伏せておいて本当に良かった」

「ま、待ち伏せ!?」

「そう。キミは図書室や研究室や、色んな場所にいるからね。昨日なんてシシル家のご令嬢にくっついてちゃっかりバル先生に色々と質問をしていただろう？　だから探し回るよりも待ち伏せたほうが早いと思って」

　子供のように繋いだ手を振って歩くサフェードを見ていると、なんだか悩んでいるのが馬鹿らしくなってくる。

「もう、わかりました。では、遠慮なくお食事をいただきます。私のサンドイッチも先輩がどうぞ」

「うん、ありがとう。実は、今日の昼食はほとんど俺が作ったんだよ」

「えー!?　先輩、お料理なんてできるんですか!?」

　サフェードは楽しそうに笑っている。

「まぁね。俺の場合は、趣味みたいなものだけど。ところでラトナくん、好き嫌いはない？」

「ありません。……あ、紅茶にはいつも蜂蜜を入れるっていうこだわりはあるんですけど」

「蜂蜜か。いいね、俺もそうしてみよう」

　結局この日は、昼食だけではなくなんだかんだと丸め込まれ夕食までともにすることになってしまった。

　──そしてまた別の日。

「ラトナくん、前回の複合魔法だけど、古代聖霊語で書いた術式を提出してもらえると助かるんだが」

「え、古代聖霊語ですか？」

「うん。キミの聖霊語はとても美しいからね。文字も人に似るのだろうな」

「はい、ありがとうございます」

　ラトナはさらりと礼を言った。

　生きる芸術品といっても過言ではない美貌のサフェードに言われても嬉しくはないが、嫌な気分ではない。

　なによりも、もうすっかり慣れてしまった。

　そして連日繰り出される甘い言葉を素直に受け取れるようになってきたところで、ラトナはようやく告白を受け入れることを決めた。

「……あの、私でよければどうぞよろしくお願いいたします」

　ラトナがサフェードとの交際を承諾したのは、告白されてからちょうど二か月経った頃だった。

　貴族令嬢を差しおいていることに一抹の不安はあったが、やはり最初に強く憧れていた相手というのもあり、断る気持ちが次第に薄れていったというのが大きい。

「本当に!?　嬉しいな。愛しているよ、ラトナ。絶対に俺が幸せにするから、この先なにがあっても俺を信じてずっと一緒にいて欲しい」

　唐突に発せられた少々重めな愛の言葉も、今のラトナの耳には心地よく聞こえた。

















第二章・幸せだった日々












　恋人になってしばらく経ったある日。

　ラトナはサフェードに連れられ、王都の劇場へ観劇に来ていた。

「素晴らしい衣装に舞台装置だ。ラトナもそう思わない？」

「は、はい、思います」

「せ、先輩、あの……」

「サフェード」

「あ、す、すみません、サフェード」

　名前で呼ぶのは、まだ慣れない。

「うん。それで、どうした？」

　カウムディーでもっとも大きい劇場では、雷神が誘拐された妻を取り戻しにいく、という一番の見せ場が繰り広げられていた。

　だが、舞台に集中できない。

「その、この体勢は、ちょっと……」

「ん？　嫌？」

「いえ、嫌というわけでは……」

　ラトナはサフェードに贈られたドレスに身を包み、脚の間に座らされ背後からがっちりと抱き締められていた。

　座っているのは二階の中央にある席で、一階にせり出したようになっておりさらに個室でもあるため、周囲から見られる心配はない。しかし二人きり、というわけではなく、背後にある扉の近くではアーダルシュ家の執事がひっそりと控えている。

「嫌じゃないなら、いいじゃないか。人目につかない席がいいだろうと思って、わざわざここをとったんだからね」

「え、えぇ、そうなんですけど」

　──交際が始まって四か月。

　サフェードはラトナをまるでお姫さまのように扱ってくれる。

　寮から校舎までは大した距離ではないのに毎日送り迎えをしてくれるし、休日には必ずアーダルシュ家の船で本土に戻り、色んなところへ連れていってくれる。

　イーシャ島に戻ったあとは部屋の前まで送ってくれて、同室の妹キラナにちょっとしたお菓子の土産なども渡してくれるのだ。

　そのせいか、キラナはたまにラトナが休日を一人で過ごしているとあからさまに落胆の表情を浮かべるようになった。

　ラトナはもじもじと身体を動かしながら、内心で溜め息を吐く。包みこむように抱きこまれているこの体勢は、どうしても落ち着かない。

　それにサフェードは首筋にふっと息を吹きかけてきたり軽く舌を這わせたり、耳朶をかじったり舐めたり吸いついたり、と合間で淫猥ないたずらをしかけてくる。

「や、先輩、せっかく来たんですから、まずはお芝居を観ましょうよ」

「俺はきちんと観ているよ？　さっき一瞬だけ出てきた猿神の腰布の柄が蓮だった、とかね」

　サフェードは囁くように言いながら、右手を下に滑らせてきた。

　今日のためにプレゼントされたこのドレスは、丈がかなり短くなっている。その裾から長い指が侵入してきたところで、ラトナはうろたえ両目を左右に泳がせた。

「あ、えっと、先輩……？」

「大丈夫だよ。さすがにここで最後まではしない。でもごめん、ラトナが可愛すぎて我慢できなくなった」

　──甘く低い声。段々と荒くなっていく息づかい。

　まったく経験のないラトナですら、この雰囲気と行動の先になにが待ち受けているのかはわかる。

「あ……っ」

　指がついに、下着の縁に触れた。脚の付け根をぐいっと押しながら、下着の下から指がさらに奥へと進んで来る。

「ん、んん……っ」

　止めなければ、と思うのに、心とは裏腹に脚はゆっくりと開いていく。困る素振りを見せているくせに、身体は期待をしているのだ。自身の無意識な浅ましさに触れ、ラトナは思わず両手で口元を覆った。

「……手を離して、こっちを向いて。俺が塞いであげる」

　だが、手を離すと恥ずかしい声が漏れてしまう。

　いやいやと首を振るラトナに焦れたのか、サフェードは首筋に強く吸いついてきた。

　チクッとした小さな痛みに、ラトナは軽く背をのけ反らせる。
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「ほら、いい子だからこっちを向いて。俺を見て」

　サフェードの低い声はかすれ、言葉には欲がたっぷりと含まれている。

　あのサフェード・カル・アーダルシュが、ラトナでここまで興奮しているのだ。

　自分にそれほどの魅力があるとは欠片も思っていないが、こうして欲情を隠しもしない男に抱き締められていると、次第に女として誇らしい気分になっていく。

　ラトナはそっと両手を離し、ゆっくりと後ろを向いた。

「こ、これでいいですか？　……サフェード」

「キミは本当に物覚えがいいね。でも、」

　穏やかな、しかしどこか笑わない目で見つめながらサフェードはラトナに唇を重ねてくる。口内を蠢うごめく熱い舌。

　懸命に応えながらうっとりと目を閉じかけた次の瞬間、ラトナはびくりと背筋を跳ねさせた。

　誕生日に贈られた、サフェードの瞳にそっくりな蒼玉サファイアのネックレスが胸元で揺れる。

「ん、んぅ……ッ!?」

　脚の間に指が、潜り込んできた。

　下着の下で指がぬるぬると前後に往復していく。いつの間に身体が反応していたのだろう。閉じた瞼の下で、涙がじんわりと浮かび上がる。

「んーッ！」

　焦らすように滑らせていた指が曲げられ、はしたなく蜜を吐き出すそこに容赦なく突き入れられた。

　指は一切のためらいを見せることなく、付け根まで沈みこんでいく。突き入れられた指がゆっくりと動くたびに、快楽がじわじわと湧き上がってくる。

（やだ、こんなところを触られて恥ずかしいはずなのに……気持ちよくて変になっちゃいそう……）

「あっ、ん、せん、ぱ……」

　耐えきれず、サフェードの胸を押し返し弱弱しい抵抗を示してみせた。

　しかし体格が大幅に異なるサフェードには通じない。

　片手で簡単に抵抗を押さえこまれ、指での行為は続いていく。

「すごいな、ここは音響がとても優れている劇場なのに、キミの声も濡れた音もよく聞こえる」

「や、言わないで、くださ……っ」

「困ったな。こんなに敏感だと、本気で抱いたら壊してしまいそうだ」

　まったく困ったように聞こえない声音で言いながら、サフェードは楽しそうに指を動かしている。

　聞きたくないのに、聞こえる粘着質な水音。音が大きくなるにつれ、下腹部に重たい快楽が渦巻いていく。

「はぁ、あ、せんぱい、わたし、もう……っ」

「サフェード、だと教えただろう？　ラトナはこれからもずっと俺を〝先輩〟と呼ぶつもり？　それでは子供が混乱してしまう」

「……子供？」

　意味不明な言葉に、ラトナは首を傾げる。

「それより、上手にできなかったからお仕置きをしないと」

「え、お、おしおき、なんて、嫌……」

　楽しそうに笑いながら、無慈悲な宣告をくだす恋人に、ラトナは恨みがましげな目を向けた。

「ラトナ、俺を睨んでいるつもりなのかもしれないが、それでは逆効果だ。こっちは素直になっているのだから、そろそろ俺に甘えてくれてもいいんじゃないか？」

「い、いじわる……！」

　──自分ですら触れたことのない場所を容赦なくかき回す長い指。

　気づくと、ラトナはサフェードの胸に顔を押し当てネクタイを噛み、襲い来る快楽に必死になって耐えていた。

「あ、やだ、お腹の奥から、なにか……」

「あぁ、もうイキそう？　残念だな、もう少しキミの可愛い顔が見たかったのに。でも、今日はここで許してあげる。嫌われたくはないからね」

　恥ずかしすぎて死にそうだが、嫌いになんてなるわけがない。

　それを伝えようと、ラトナは懸命に目を開け見上げながら、ふるふると首を振った。

「……キミは俺を誘惑するのが本当に上手だ」

　サフェードはどこか怒ったような声で呟き、小さく溜め息をついた。

「俺が悪かったよ。そろそろ楽にしてあげる。……キミを翻弄して俺しか見えなくなるようにしたかったのに、まさか俺のほうが振り回されるなんて思わなかった」

　それはどういう意味、と訊こうとしたその時、体内に埋め込まれたサフェードの指が激しく動き始めた。

　溢れる蜜が飛び散るのも厭いとわず、熱く蕩けた膣内を抉るように指を動かされ、ラトナの腰が勝手にびくびくと跳ねる。

「ひっ、あっ！　や、だめ、これ、やだ……ッ！」

「声、少し抑えて。さっきみたいに俺のネクタイを噛んでいていいから」

「んぅ、ん、うぅ……ッ！」

　体内のある一か所を強く押されたその時、下腹部でなにかが弾けたような気がした。

　そして、温かくさらさらとした水のようなものが脚の間からあふれ、床にぽたぽたとこぼれ落ちていく。

「あ、やだ、なに、私……」

　ラトナは瞬時に我に返った。

　いくら快楽に溺れていたからといって、こんなところで粗相をしてしまうなんてあり得ない。

「ど、どうしよう……」

「大丈夫、気にしないで。これはキミが思っているようなアレじゃないから。そうだ、少し眠ったらどうかな、あとはこっちに任せてくれればいいから」

　サフェードは涙目のラトナの髪を撫でながら、一瞬だけ背後に視線をやった。

　つられて視線を追ったラトナは、そこで驚愕の事実を思い出す。

　この場所には、自分たちだけではなくアーダルシュ家の執事もいたことを。

「やだ……私、どうしよう……」

　蒼白になりうろたえるラトナと異なり、初老の執事は顔色一つ変えることなく静かに控えている。

　なぜもっと早く彼の存在を思い出さなかったのだろう。いや、なぜしっかりと戯れを拒まなかったのだろう。流されやすい自分に腹が立つ一方、恥ずかしさのあまり顔をあげることができない。

「先輩の馬鹿……」

「ん、なに？　なにか言った？」

「言っていません……」

　ラトナは真っ赤な顔をサフェードの胸に埋めた。

　──ここまでラトナを大切にしてくれるサフェードが情事を他人に見せるはずがなく、また高位貴族に仕える執事が主の意を汲めないわけがない。

　執事がまるで魔法のように姿を消し、また音もなく現れていたことにも気づかないままラトナは次に執事と会った時どういう顔をすればいいのだろう、と真剣に悩んでいた。









　年の瀬も差し迫ってきているある日、ラトナは王都にある親友エーヴァの屋敷でお茶を飲んでいた。

「それで、どうなの、アーダルシュ先輩とのお付き合いは」

「……うん、幸せ、だと思う。そんなことより、ありがとうエーヴァ。こんなに色々用意してもらって」

　テーブルの上には、紅茶のポットとともに色とりどりのお菓子が置いてある。

　そしてさらに、シシル家の執事が運んできたワゴンには美味しそうなケーキが十数種類並んでいた。

　いずれも、王都で人気のある洋菓子店のケーキだ。

　エーヴァの家には何度か遊びに来たことはあるが、今回はこれまでとは少々異なる立ち位置で来ているのだ。

　今のラトナは〝シシル家令嬢エーヴァの友人〟ではない。

〝アーダルシュ家次期当主の恋人〟として扱われているのだ。

「気にしないで、母が勝手に張りきっているだけだから。でも誤解しないで、ラトナが頼ってくれたのが嬉しいのよ。決してアーダルシュ家に気を使っているわけではないの」

「そんな、奥さまは前からよくしてくださっていたわ。私、とっても感謝しているんだから」

　エーヴァの両親シシル侯爵夫妻は以前からラトナを歓迎してくれていた。〝所詮は庶民〟と侮るような振る舞いをされたことなど、一度だってない。

『そんなに緊張しないでいいのよ。親しい間柄の人を自宅にお招きするのは、貴族の嗜みでもあるの』

　ただ、侯爵夫人に手ずからもてなされることにはどうしても慣れなかった。

　毎回のように緊張してしまうラトナに気を遣ってくれたのか、遊びに行っても夫人は一言二言話すとすぐ姿を消してしまう。

　申し訳ないとは思っていたが、どこかほっとしていたのも確かだった。

　だがサフェードとの交際が始まってしまった。こうなると、ラトナも緊張だのなんだの言っていられない。

　せっかく自分を好きになってくれたサフェードに、恥をかかせたくはないからだ。

　だからエーヴァを通して貴族のマナーなどを教えてもらいたい、とシシル侯爵夫人に頼んでもらったのだ。

「父に言われちゃったわ、〝お前もラトナ嬢を見習ってもっとおしとやかになるように努力しなさい〟って。このままではファルク殿に愛想をつかされるぞ、なんて脅してくるの。ひどくない？」

　エーヴァは肩を竦めている。

「大丈夫。エーヴァは立派な淑女だもの、なんの問題もないわ。バダル先輩だってエーヴァのことが大好きなのが伝わってくるから心配ないと思うな」

「ふふ、そうかな」

「そうだよ」

　重々しく頷くラトナの様子を見て、エーヴァは両頬を押さえながらはにかむように笑っている。が、エーヴァの照れたような眼差しがいきなり真剣な眼差しに変わった。

「それで、ラトナはなにを心配しているの？」

「……え？　し、心配って？」

　ラトナの胸がドキリと鳴った。

「私の目をごまかせるとでも？　さっきアーダルシュ先輩との仲を訊いた時、ラトナったらものすごく強張った顔をしていたもの。どうしたの、また嫌がらせが始まった？」

　親友の言葉に、ラトナは慌てて首を振った。

　嫌がらせなどされてはいない。

　──ただ、まだそのほうがマシだった、と思ってしまうくらいには不安に苛まれている。

「……あの、とっても言いにくいことなんだけど」

「えぇ、いいわ。なんでも話して？」

　エーヴァは真剣な顔で頷いている。

「えっと、エーヴァはバダル先輩と、その、なんていうか、いつ、恋人っぽいことをしたのかな、って……」

　ラトナは悩みを微妙に遠回しな言いかたで説明した。

　つき合い始めて五か月とちょっとになるというのに、いまだにサフェードと身体を重ねたことはない。

　これが普通なのか遅いのかはわからないが、クラスの友人たちの話をこっそり聞く限りでは、恋人がいる者はほとんどそういった関係になっている。

　だがそんなきわどい話を、いくら親友といえども侯爵令嬢に直接的な表現では説明しづらかった。

「なるほど、ファルクとセックスをしたのか、したのなら婚約してどれくらいか、ということね」

「……っ!?　ちょ、ちょっと、エーヴァ……！」

　エーヴァは濁すことなく、はっきりと答えた。

　戸惑いうろたえるラトナの前で、親友は澄ました顔で紅茶を飲んでいる。

「そんなに驚くことないじゃないの。今の時代、王族だって婚前交渉くらい普通よ」

「それはわかっているけど、そんなにはっきり言われると思わなかったから」

　顔が熱い。

　子供っぽいと思われるかもしれないが、ラトナはこういったことに関して最低限の知識しか持っていないのだ。

「えぇと、そうね、私たちは彼が十六歳、私が十四歳の時に婚約したの。初めてしたのはその二年後ね。彼が十八歳で私が十六歳の時よ」

「そ、そうなの……」

　ラトナは思わず胸元を押さえた。

　聞こえるのではないか、というくらい、心臓がドキドキとしている。

「うちは両親同士が仲良しなの。ファルクとはもっと小さい頃から一緒に遊んだりしていたわ。だから私としては婚約してすぐでも良かったのに、ファルクがとっても真面目なのよね」

「い、いいことじゃない」

「そうかもしれないわね。……ラトナの悩みはひょっとして、アーダルシュ先輩が手を出してくれない、ということなのかしら？」

　うつむいたまま、ラトナはおずおずと頷く。

「……まったくなにもしてくれない、というわけではないの。授業中もぴったり横にくっついてくるし、手を握ったり頬とか、その、く、唇にキスしてくれたりはするの。この前なんて観劇に誘ってもらったんだけど、脚の間に座らされて後ろから抱き締められて、その、いきなりスカートの中に手を入れられて」

　これ以上は恥ずかしすぎてもう言えない。

「あぁ、指で気持ち良くしてくれたのね。そう、下手に快楽を与えられたら物足りない気持ちにはなるわね、わかるわ」

　エーヴァはまたもやはっきりと言う。

　ここまでくると、恥ずかしがっている自分が逆におかしい気がしてくる。

「そ、そう、そうなの！　もう気を失っちゃいそうなくらい恥ずかしいことを色々されて、その先に進んだらどうなっちゃうんだろう、って怖くなったわ。でも好きな人に触れられて本当に幸せだったの。けど、それからもずっと最後までしてくれなくて……」

「うーん、そこまでのことをしておいて、焦らされると逆につらいわね」

「あ、そういうわけじゃ、ないの……」

　確かに、達してもなんとなく身体の奥が燻っているような感覚はある。けれど、そもそもラトナは〝その先〟を知らないのだ。だから物足りなくてつらい、というわけではない。

「……あのね、実は私、先輩とのおつき合いがこのままずっと続く、とは思っていないのよ」

「なんですって？　一体どういうこと？　なにを言っているの？」

　エーヴァは驚きの中に呆れが混じった、複雑な顔をしている。

「だって、先輩は次期公爵になるのよ？　もっといい家柄のお嬢さまが相応しいに決まっているじゃない」

「そんなことないわ。今はそんな時代ではないし、アーダルシュ家は保守的どころか先進的な考え方をするお家なの。ご夫妻も先輩が選んだ女性ラトナに、あれこれ言うような方々ではないわ」

　──わかっている。サフェードは他人の心を弄ぶような人ではない。最初は魔法の才能や見た目に惹かれていたのだが、今は彼の紳士なところや優しいところが本当に好きだと思う。

　そしてエーヴァが言うように、貴族と平民の結婚も珍しくはない。けれど平民側から見ると、実は色々な側面があったりする。

　要は、〝平民を妻もしくは夫にすることでなんらかの益がある〟場合にしかその結婚は成り立っていないのだ。

　しかしラトナはサフェード家に有益ななにかをもたらす存在ではない。

　貴族側のエーヴァにはわからないのだろうが、おそらくこの〝恋人ごっこ〟はサフェードが卒業する頃には終わるはずだ。

「先輩は、期間限定だから私を大事にしてくれるのだと思うの」

「そんなことはないわ。信じなさいよ」

「……っ、だって、だから先輩は私に最後まで触れようとしないしお家にも呼んでくれない！　親しい間柄になったら家に招待するのが貴族の嗜みなんでしょ!?　他のクラスにも貴族とつき合っている人たちはいるけど、みんな相手のお家に招かれているわ！　でも、私はいつも外でしか会えない！」

　椅子から立ち上がり、肩で息をするラトナをエーヴァは驚いたような顔で見ている。

　その表情に、ラトナは瞬時に我に返った。

　これは自分の問題だ。こうなるのがわかっていたのなら、そもそも告白を受けるべきではなかった。全部自分の責任なのに、エーヴァに八つ当たりをするのは間違っている。

「ご、ごめんなさい、エーヴァ。私ったら、つい」

「いいの。あなたがそんな風に思うってことは、それだけ先輩のことが好きだということだもの。でも、その気持ちに素直でいてもいいのではないかしら」

　エーヴァに優しく諭されると、ざらついていた心が静かに凪いでいく。

「……信じたいと、思ってはいるの」

「私が思うに、ラトナはとっても大切にされているのだと思うのよ。あなたたちは出会うべくして出会った運命の二人。少なくとも私はそう信じているわ」

「うん。ありがとう」

　ラトナは親友に微笑みかけながら、胸で揺れるサファイアを見つめた。

　贈られて以来、常に身に着けているこの宝石は代々サフェード家に受け継がれてきたものだと聞いた。

　そのような貴重なものを贈ってくれる恋人の愛情を疑うなんて間違っている。






　だがこの数日後、ラトナの心は引き裂かれ、その後七年にも渡って血を滲ませ続けることになる。









　その日、ラトナは中等部棟で生徒たちの前に立っていた。

　サフェードの都合で特別授業が休講になったのだが、それを聞きつけた中等部の聖霊語担当教師に、実技を中等部生の前で披露して欲しい、と頼まれたからだ。

「高等部三年生から選択科目が始まるだろう？　だから中等部のうちから聖霊語を好きになってもらって、少しでも選択者を増やしたいんだよ」

　数少ない聖霊語の選択者の中で飛び抜けて成績の良いラトナは、教師陣からも一目置かれていた。

「まず、〝聖霊〟とはなにか。それは地水火風空を司る〝精霊〟から祝福を受け、各属性の精霊の言語を解することのできる遥か古代の魔術師のことを指します。そして古代聖霊語は、そんな彼らが後世にも精霊の言語をなんとか残そうと独自の文字を作り、聞き取った言葉を可能な限り再現させた言語ものです」

　生徒たちが真剣な目で見守る中、ラトナは風の聖霊紋がついた魔導書を取り出した。

「では、まず風の初期魔法を聖霊語で発動させます」

　それをめくりながら、流暢な聖霊語を口ずさんでいく。

　聖霊語の詠唱は歌に近い。

　特有の抑揚をつけながら詠唱を続けると、ラトナの周囲に青い風が渦巻いた。

　中等部生たちは驚いたように、ラトナの紫髪が風で巻きあがる様子を見ている。

「今、私が唱えた聖霊語は比較的発音が簡単なものです。ですが、そこは当然というか簡単に発音できる魔法はそれほど威力が高いものではありません。戦いの場ではまず役に立たないと言ってもいいでしょう」

　──現在は、自分と相性のいい魔法石を身に着けその助けを借りながら魔力を練り上げ魔法を使うのが主流だ。だが古代は魔法文言の詠唱が必須だった。

「近代は銃や戦艦砲などの武器が存在するので、戦いの場で長々と詠唱している時間がありません。おまけに文法も人間の言語とは異なります。だから古代聖霊語は実用的ではない、ということで、必須ではなく選択科目に入っているんですね」

　生徒の何人かがうんうんと頷いている。彼らは聖霊語に興味を持っていないのだろう。

　だが今日は、そんな生徒たちに聖霊語は面白い、ということを伝えるために引き受けたのだ。

「魔法は基本的に、強力になればなるほど長い詠唱時間が必要になる、というのは皆さんご存じですね。今は高価な魔法石を使うことでその問題は解消されていますが、実は聖霊語に関しては魔法の強弱に関わらず、詠唱時間は一定という一風変わった特性があります。つまり、発音や文法が簡単な弱い魔法でも詠唱時間はとても長い」

　通常の魔法は強い魔法ほど魔力をきっちりと練り上げる必要がある。

　その時間は強さに応じて長くなるし、それならと補助に魔法石を用意しても魔法石は目が飛び出そうなほど高価な品だ。

　弱い魔法は詠唱どころか単語を一つ口にするだけで発動できるが、当然なんの役にも立たない。

　ゆえに近年の戦争で魔法を使うことはなく、弱い魔法でも長々とした詠唱が必要な聖霊語を使った魔法にいたっては、ほとんど使われた記録がないのだ。

「聖霊語は確かに難しいですが、〝ちょっと発音が複雑で変わった文法の歌〟だと思えば楽しいです。まだまだわからないこともたくさんありますし、そういった〝まだ見つかっていないなにか〟を発見する楽しみもあるのではないかと思います」

　ラトナはそのあとも、簡単な聖霊語を使いながらいくつかの魔法を発動してみせた。

　生徒たちは全員、身を乗り出さんばかりに真剣な眼差しでラトナの一挙手一投足を見つめている。ラトナに授業を頼んできた教師も嬉しそうな顔をしていた。

（これで、少しでも聖霊語を好きになってくれる学生が増えるといいな）

　中等部生からの大きな拍手を浴びながら、ラトナは使命を果たしたという達成感に満ちていた。









　ラトナは中等部棟を出たあと、高等部棟に戻らずまっすぐ大学部棟に向かっていた。

　サフェードから言われていた課題を提出するためだ。

「ん？　あれ、キラナ……？」

　魔法学院は広大な中庭を三方で囲んだような形で建っているが、中等部棟と大学部棟は距離がある。

　そのため、生徒はもとより教師たちも校舎を繋ぐ渡り廊下ではなく中庭を抜けていくことが多い。

　ラトナも当然のように中庭を通っていたが、そこで妹キラナが五、六人の女生徒と一緒にいるのを見かけた。

「キラナだわ。なんだか真剣な顔だけど、お友だちと大事なお話でもしているのかしら」

　──妹の表情が多少気にはなるが、友人と過ごしているところを邪魔するわけにはいかない。

　気づかないふりをしながら、足早に横をすり抜けていこうとしたその時、女生徒の鋭い声が聞こえた。

「あなたね、お姉さんにまだ伝えていないの？　一体どういうつもり？」

「……それは私が言うようなことじゃないもの。先輩が自分で伝えるべきだと思う」

　ラトナは思わず足を止めた。

　剣呑な物言いに、たじろいだような妹の声。とても友人同士の空気感とは思えない。

　そもそも、なんの話をしているのだろう。

　キラナに対する〝お姉さん〟とはラトナのことだ。

　だから話の内容はラトナのことなのだろうが、なぜ彼女たちがラトナのことについて妹を責め立てているのかがわからない。

「そ、そんなことはどうでもいいわ」

　今はともかく、妹を助けなければ。

「ちょっと！　あなたたち、なにをしているの？　私になにか用？」

　ラトナは急いで駆け寄り、妹と女生徒たちの間に割って入った。

「お姉ちゃん!?　なんで……」

「キラナ、大丈夫？」

　女生徒たちに囲まれ、詰められながらも果敢かかんに言い返していたように見えた妹だったが、顔色は悪くその目には涙が浮かんでいる。

「……あら、庶民先輩。ちょうど良かったわ。あなたに言いたいことがあるの」

　集団の中から、一人の女生徒が一歩前に進み出てきた。

　黄金色の髪を揺らし、つりあがった水色の瞳でこちらを睨みつけている中等部の少女。どこかで見かけたことがある、とその顔をじっと見つめたラトナはふと気づいた。

　いつも聞こえよがしにラトナの悪口を言っていた大学部の女生徒。彼女に、面差しがとてもよく似ている。

「わたしはサパナ・サングルシュ。大学部にいるわたしの姉カーラはサフェード・カル・アーダルシュ次期公爵の婚約者です。結婚前に庶民の女とちょっと遊ぶくらいなら、と姉さまは大目に見ていたけど、わたしは我慢できなかった。庶民先輩、いい加減アーダルシュ先輩から離れていただけません？」

「こ、婚約者……？」

　予想もしていない内容に、頭の芯が急速に冷えていく。

「えぇ、そうです。庶民のかたはあまり詳しくないのかもしれませんが、アーダルシュ家は国内随一の名家です。その次期当主に婚約者がいないわけがありませんでしょ？　まったく、なにを期待していらっしゃったのかしら」

「そんなことない！　先輩は、本当にお姉ちゃんを──」

「……やめなさい、キラナ」

　ラトナはなんとか声を絞り出し、いきり立つ妹を制止した。

　──やっぱり、運命なんかじゃなかった。

　それなのに、与えられた甘さと優しさについ溺れてしまっていた。

　もっと早く離れる決断をしていれば、いや、そもそも告白を受けなければキラナが嫌な思いをすることはなかったし自分もこんな思いをせずに済んだはずなのに。

「…カーラさまには大変失礼をいたしました、とお伝えください。先輩には二度とお会いしません。選択講座も理事長に事情を説明して変えてもらいます」

「ちょっとお姉ちゃん！　なにを言ってるの!?」

　憤慨する妹を片手で制しながら、ラトナはサパナ・サングルシュに深々と頭を下げた。

「あなたのお姉さまに不快な思いをさせてしまったこと、心よりお詫び申し上げます。ですが妹にはまったく関係のないこと。あなたがお姉さまを苦しめていた私に怒りを募らせていらっしゃったように、私も無関係の妹を大勢で取り囲み糾弾したあなたに不愉快な思いを抱いています。ですので、まず妹に謝っていただけますか」

「な、どうして、私が!?　我がサングルシュ家は侯爵位を持っているのよ!?」

　サパナはたじろいだように後ずさっている。

　なんとなくだが、このご令嬢は見かけほど気が強いわけではないらしい。

「……先輩ほどの人に恋人や婚約者がいないことをおかしいと思わなかった私が悪いのは重々承知しています。その上で妹に責があると言うのなら、それはどういったことに対してでしょうか。庶民にもわかるように教えていただけますか、サングルシュ侯爵令嬢」

　いくら貴族家とはいえ、年下の少女相手に言うには嫌みすぎるかもしれないとは思う。

　けれど、悔しさと恐怖に震える妹の顔を見て、大人しくしてはいられなかった。

「そ、それは、別に──」

「では、わたくしが代わりに謝罪させていただきます」

　突如として、ラトナたち姉妹とサパナの間に流れる緊迫した空気を裂くかのように、甲高い声が割り入ってきた。

「あ、お、お姉さま……！」

「ごきげんよう、バインガニーさん」

　振り返った先に立っていたのは、予想どおりいつも取り巻きに囲まれた大学部の女生徒、カーラ・サングルシュだった。縦に巻かれた黄金の長い髪が、風になびいて美しい。

「……どうも」

　ラトナは妹キラナをかばうように立ち塞がった。

「妹サパナがご迷惑をおかけしてごめんなさい。この子はサフェードさまが義兄あにになる日を指折り数えて待っていたものだから。あとでしっかり注意をしておくわ」

「お姉さま、ごめんなさい……」

　サパナは身体を小さくしている。

「まったく、出来の悪い妹を持ったわたくしはなんて不幸なのかしら」

　冷たく言い放つカーラに、ラトナは思わず眉をひそめた。〝高位貴族の姉〟としては正しい反応なのかもしれないが、〝平民の姉〟であるラトナからすると、妹にそこまで言わなくても、と思ってしまう。

「……もういいです。それより、申し訳ございませんでした」

　ラトナは令嬢に向かって頭を下げた。

　それに合わせて、胸元のネックレスが青く煌めきながら揺れる。

「まぁ、仕方がないでしょう。あなたは庶民ですから、貴族社会の情報を知らなくても無理はないわ。顔をあげてちょうだい。……ただ」

　カーラは白く細い指を伸ばし、サファイアのネックレスをつかんだ。

「この宝石は当主の瞳色。代々、当主の妻に贈られるものなの。ということは、未来の妻であるわたくしのもの。これは返していただくわね」

「え、でも、これは先輩が私の誕生日に──」

「黙りなさい！」

　怒りの声とともに、カーラの右手がしなる。

　ぶたれる、と思わず両目を閉じた直後、左の頬に鋭い痛みが走った。

「あら、ごめんなさいね、つい。戯れにネックレスを見せたら涎をたらして食いついてきたと、サフェードさまが困っていらしたから。てっきりあなたが遠慮すると思っていたそうよ？」

　悔しさのあまり、ラトナは血が出そうな勢いで唇を噛み締めた。

　涎をたらして食いついてなんかいない。誕生日、手渡されたネックレスが高価なものだとすぐにわかった。だからラトナは遠慮したのだ。

　けれどサフェードは宝石の持つ意味を説明しながら、手ずからネックレスをつけてくれた。

　──首筋に、熱い唇を落としながら。

「……すぐに、外します」

　ラトナが留め金に手を回すよりはやく、カーラがネックレスを勢いよく引き千切った。首の後ろが銀の鎖に圧迫され、わずかな痛みを訴える。

「……そんな乱暴にしなくても、すぐ外しましたのに」

「あら、ごめんなさいね。だって大切なものですから、一刻も早く取り戻したかったの」

　カーラはネックレスを陽光に透かしながら、誇らしげに笑っている。

「そうですか。では失礼します。行こう、キラナ」

「え、でも、お姉ちゃん……！」

　ラトナは無言で妹の手を引きその場を離れた。

　歯を食いしばり足早に歩きながら、堪えきれずに溢れた涙を制服の袖でぬぐう。

「お姉ちゃん……」

「ごめんね、キラナ。それより、なんで言ってくれなかったの。あの様子じゃずっと嫌がらせを受けていたんでしょ？」

　キラナはぶんぶんと首を振った。

「そんなの気にしないで。それよりお姉ちゃん、今日のことはアーダルシュ先輩に話したほうがいいよ」

　心配そうな妹。ラトナは妹の顔を見ながら、力なく笑う。

「彼女たちがあなたに意地悪をしたのは許せない。でも、婚約者さまの立場で考えると不愉快に思う気持ちはわからないでもないの。逆の立場だったら、絶対に嫌だもの」

「……あの人、本当に婚約者なのかな。それならお姉ちゃんと先輩がつき合いだした時に周りがなにか言うんじゃないの？　でも、そんな話は一切聞かなかったよ？」

　妹はいまだに納得できない、という顔をしている。

「さすがに名のある侯爵家の令嬢が嘘をつくとは思えないわ。どちらにしても、私は先輩に相応しくないってわかってた。わかっていて、見ないふりをしていたの」

「身分のこと？　でも、今の時代に……！」

「ううん、だってアーダルシュ家当主さまは国王陛下の従兄弟なのよ？　そんなお家の人と一般人の私では、価値観もなにもかも違う。学生時代ならともかく、大人になったらその差は歴然としてくるわ。今日のことがなくても、いつかは破綻していたと思う」

　キラナはもうなにも言ってこなかった。ラトナの言うことを、理解してくれたのだろう。

　ラトナはそっと胸元を触った。

　そこにはもう、なにもない。

「これでよかったの。……これで」

　サフェードを恨んではいない。こういった遊びも貴族の嗜みなのかもしれないし、もしかしたら遊びですらなくただの暇つぶしだったのかもしれない。

　それに彼はラトナを抱かない、家に連れて行かない、とわかりやすく示してくれていた。それだけでも、充分誠意をもって接してくれていたのだと思う。

「……付与魔法の授業に変更してもらえるように、明日お願いしてみようかな」

　本来は認められない選択講座の変更。だがアーダルシュ家とサングルシュ家、両家の婚約に関わる事態なのだ。学院としては認めないわけにはいかないはずだ。

　ラトナは空を見上げた。

　サフェードの瞳のような青い空。もう、その青を間近で見ることはないけれど、自分は前に進んで行くしかない。

「キラナ、今日の放課後、二人でケーキでも食べに行かない？」

「う、うん！　行こう、お姉ちゃん！　今日はキラナが奢ってあげるね」

「本当？　じゃあ五個くらい食べちゃおうかな」

「いいよぉ、五個でも十個でも！」

　姉妹は顔を見合わせ笑い合ったあと、繋いでいた手を離し別々の方向に歩いていった。

　妹と別れたあと、ラトナはサフェードにきちんと気持ちを告げるべく大学部棟に向かった。

　講座の変更願を先にしようかと思ったが、やはりサフェードに筋を通してから、と考えたのだ。

　だがサフェードには会えなかった。通りすがりの大学部生に訊くと、彼は家の用事が長引き、当分の間登校できないのだという。

　結局、サフェードが学院に現れたのは彼に婚約者がいることが発覚してから十一日目のことだった。









「おはよう、ラトナ。……どうしたの？　顔色が悪いよ？」

「サ、サラ……私……！」

　──妹には強がり、前々から不安を吐露していた親友エーヴァにすら多少落ち込んだ顔を見せるにとどまっていたラトナだが、ひそかに交際を話していた学生事務局の事務員サラの顔を見たとたん、その膝に取り縋り泣きながら事情を説明した。

「まさか、そんな事になっていたなんて……。泣かないで、ラトナ。大丈夫。そうだね、ひとまず彼と話をしてくるといいわ、今日は登校していたから」

　サラはラトナの背中を優しく撫でながら、そうひっそりと囁いてくれた。

　その言葉に勇気をもらったラトナは、涙を拭いてすぐに行動を起こした。

　サフェードを人目につかない温室に呼び出し、そこで別れを告げることにしたのだ。

　少し考え、あえて自らが指定した時間よりも十分遅れて行った。

　もはやサフェードに対して信頼は欠片もなく、またカーラとその取り巻きに待ち伏せでもされていたら、と警戒したからだ。

　温室の窓からのぞくと、サフェードが一人で立っている。どうやら、婚約者のカーラには内緒で来てくれたようだ。

「……良かった。あの人がいると場がおかしくなりそうだもの」

　ラトナは安堵し、温室の入り口に向かう。

「遅れて失礼いたしました……きゃあっ!?」

　温室の中に入ると同時に、腕を引き寄せられ強く抱き締められた。

「ラトナ、会いたかった……！」

　長い腕に包まれ、耳の下に熱い唇を押しつけられても、以前のように心が浮き立つことはない。

　婚約者の存在がバレたと思っていないからなのだろう。

　どちらにしても、なめられたものだと思う。

「……先輩。痛いです。離してください」

　ラロナは冷静に、サフェードの背中をとんとん、と軽く叩いた。

「あぁ、ごめん、つい。……苦しかった？」

　腕の力が緩んだ。

「はい。……それで、先輩。私はもうなにもかも知っています。涎をたらして食いついた記憶はまったくございませんが、いただいたネックレスはすでにお返ししました。ですので、もう本当に大切な人のところへ戻ってください」

「ネックレスを返した？　大切な人？　なんのことだ？」

　──この期に及んでとぼけるなんて。

　ラトナはサフェードの胸を全力で押し返した。

「ラトナ？　今の話を説明してくれないか？」

「……今まで、とても楽しかったです。まるでお姫さまになったみたいで、夢のような毎日でした。でも、もうあの方を傷つけないであげてください。そしてこれ以上、私を失望させないで」

　それだけ言うと、ラトナは伸ばされた手を振り払い、呼び止めるサフェードを無視しその場から走り去った。

　そして自分が単独でサフェードの講義を受けることによりサングルシュ家から不興を買う可能性を訴え、嘘泣きも繰り出しながらなんとか選択講座の変更を許可してもらった。

　そのあとは徹底的にサフェードを避けたが、これはそう難しくなかった。

　サフェードが高等部棟を訊ねてくることはなかったからだ。

　遊び相手がいなくなるのが惜しくて一瞬引き止めはしたものの、所詮はその程度の気持ちだったのだろう。

　そして大学部生の卒業まで残すところ一か月となったところで、一度だけエーヴァを通してサフェードから〝会いたい〟と申し出があった。

「会いたくない。口止め料でも渡すつもりなのかしら。もしそう言ってきたら、余計なことを話すつもりはないのでいらない、って伝えておいてくれる？」

「ううん、口止めなんかではないと思うわ。だって、お手紙とドレスも預かっているから」

　そう言うと、エーヴァはそっと一通の手紙を差し出してきた。

　一目でわかる上質な紙に、サフェード家の家紋の封蝋が押してある。

「……ごめんなさい、エーヴァ。手紙これもドレスも、送り返しておいて」

「それは、構わないけど。でも、ねぇラトナ。婚約の件、我が家ではそんな話を聞いたことがないの。ラトナの気持ちもわかるけど、一度アーダルシュ先輩としっかり話をしたほうがいいのではないかしら。ドレスを贈るということは、お屋敷に招待するつもりだと思うのよ。いい加減な気持ちの相手にこんなことはしないわ」

「ずっと招待してくれなかったのに、どうして今さら？　もう遅いわ、私は絶対に会わない。婚約者さまのことはきっかけに過ぎなかったの。今回のことでシシル家に迷惑をかけるかもしれない。そこは本当にごめんなさい」

　親友はなおもなにか言いたげな顔をしていたが、最終的にはラトナの気持ちを尊重してくれた。

　これでいい。

　自分たちは結ばれる運命ではない。ここで期待して、また裏切られたくはない。






　──そして一月後、サフェードは卒業しイーシャ島を去った。

　ラトナは崖上で卒業生を乗せた船を見送りながら、そっと涙をこぼす。

　儚く散った初恋に、胸の中で別れの言葉を告げながら。

















第三章・記憶喪失（嘘）の日々












「記憶喪失!?　高等部でのことを覚えていないって!?」

　元担任サーハス・バルの大声に、ラトナは思わず肩を竦めた。

「えぇと、はい……」

　背筋に冷たい汗が流れる。

　他にもっと言いようがあったのではないか、と今さら後悔の気持ちがこみ上げてくるがもう遅い。こうなったら、このまま嘘をつき通すより他はない。

「じゃあ、俺のことは忘れてるってことだな。一応、二年と三年の時に担任だったんだが」

　──もちろん覚えている。熱心で誰よりも生徒思いだった担任教師のことを忘れるはずがない。

「す、すみません……。でも！　高等部時代どういう生活を送っていたのか、というのを覚えていないだけで、習ったことや聖霊語のことは忘れていません！　本当にその、人間関係というかアレな部分がちょっとアレで……」

〝記憶喪失〟を理由にクビにでもなったら大変だ。ラトナは慌てて言い訳をした。

「そうか、それは大変だったな」

「は、はい。でも本当に大丈夫なので」

　驚いた顔の教師陣に取り囲まれながら、ラトナは職員室に入った時の会話を必死で反芻する。

『失礼します』

『久しぶりだね、バインガニーくん』

　──サーハスがこう話しかけてきた時、ラトナは返事をしていない。

〝先生こそ、お元気でしたか？〟

　こう話すつもりだったが、横から幻惑魔法教師ナディ・パリシュラムがラトナの髪を撫でるサーハスを咎めたせいで言いそびれてしまった。

（ありがとう、パリシュラム先生……）

　おかげで助かった。

　そしてその後、懐かしさを口にしかけたその時、サフェードの姿を確認したのだ。

　今のところ、ぼろは出していない気がする。

「バインガニーさん、校舎の構造とかはどう？　大学部棟はともかく、高等部棟の中は覚えている？」

　古代史教師サマヤ・シュルーが心配そうにラトナを見ている。

　もちろん隅々まで覚えているが、この場合はどう答えるのが正解なのだろう。

「あ、えぇっとですね、それは──」

「俺が案内しますよ。今日の授業は午後からなので」

　口籠るラトナの前に、サフェードが歩み寄ってきた。長身から見下ろされる青い目。

　ラトナの心臓は口から飛び出しそうなほど、激しい鼓動を刻んでいる。

「は、いえ、あの」

「あぁ、挨拶をしていなかったな。俺はサフェード・カル・アーダルシュ。氷凍と雷撃を担当している。……よろしく、バインガニー先生」

「は、はい、本日からどうぞよろしくお願いします。……アーダルシュ、先生」

　ここで目を逸らしたら怪しまれる。

　ラトナは懸命に見上げ、引き攣る顔になんとか笑みを浮かべてみせた。

「……彼女に高等部棟の中を一通り案内して来ます。そのうち思い出すこともあるかもしれませんから」

　そう言うと、サフェードはさっさと職員室の入口へと歩いていく。完全に、断るタイミングを逃してしまった。

「じゃあアーダルシュ先生、案内をよろしく。まぁ、どうせキミらの向かう先は同じなわけだからね」

「そういえば、そうでしたね」

　頷き合うナディとサーハスの前で、ラトナは首を傾げた。

「え？　向かう先は同じ？」

「そうだよ。アーダルシュ先生は今、高等部三年の特別クラスで担任をしているんだ。で、バインガニーくん……じゃなくてバインガニー先生はそこの副担任」

　高等部で古代聖霊語の授業をするだけだと思っていたラトナは飛び上がって驚いた。

「と、特別クラスの副担任!?」

〝特別クラス〟とはなんだろう。文字どおり特別な生徒を集めたクラスなのだと思うが、ラトナが在学中にはそんなクラスはなかった。

「うん。詳しいことはアーダルシュ先生から聞いてくれるかな」

「は、はぁ……」

　ラトナはおそるおそる、サフェードに目を向けた。サフェードは機嫌の悪さを隠しもせず、開け放したドアの向こうで腕を組み壁にもたれかかっている。

「……バインガニー先生、早くしてくれるかな」

「っ!?　はい、申し訳ございません！」

　見送る教師陣に頭を下げ、急いでサフェードのもとに駆け寄る。

「……行こう」

「はい、よろしくお願いします」

　後ろをついて歩きながら、ゆっくりと深呼吸をする。

　──サフェードの左手に指輪がはまっていないことを確認し安堵した自分が、ひどく滑稽に思えた。









　しばらく、二人で無言のまま廊下を進む。

　ラトナは先を歩くサフェードの背中をじっと見つめた。

（どうして公爵を継いだはずの先輩が教師になっているのかしら）

　この王立魔法学院の教師は民間の魔法学校とは異なり国家職員になる。給与も段違いにはなるが、貴族や権力者の子女が多いこの学院では民間にはあり得ない複雑なしがらみも存在する。

　時として、教師の身分とは関係ないところで生徒側の立場が上になることもあるのだ。

　公爵家の、それも名門アーダルシュ家の当主である彼の上をいく存在はそうそういないとは思うが、就職先に適当とはとても思えない。

（気になるけど、訊けないな……）

　記憶喪失設定の今、余計な話はするべきではない。

　ラトナは気持ちを切り替え、サフェードの背中越しに前方に視線を移した。この角の手前には、備品室がある。

　その前で、サフェードが足を止めた。

「……ここは備品室。紙やインク、チョークなどの予備はここにある。各教科の教材はそれぞれの専用室に保管してあるから、間違えないように」

「はい、わかりました」

　もちろん、知っている。

「では、中に入って細かい説明をする」

　そう言うと、サフェードは備品室の扉を開けた。

「え？　いえ、備品室は別に──きゃあっ!?」

　振り返ったサフェードにいきなり腕をつかまれ、そのまま備品室の中に引きずりこまれた。なにが起きたのか、ラトナにはまったくわからない。

「え、え、なに!?」

　背後で扉が閉まる音が聞こえたかと思うと、骨が折れそうな勢いで抱き締められた。

「ラトナ、キミにずっと会いたかった……！」

　耳の奥をくすぐる、甘く低く掠れた声。

　喉元まで込みあげてきた〝私も〟という言葉をギリギリで呑みこみ、ラトナは震える手でサフェードの胸を弱弱しく押し返した。

「は、離してください、アーダルシュ先生……！」

「どうして急に俺を避けた？　俺がなにか気に入らないことをしたのなら言ってくれれば良かったのに！　シシル家を通してもキミは話し合いに応じてくれなかったし、俺がどんな気持ちだったと思う!?」

　──それはこっちの台詞だ。

　ラトナの胸に、激しい怒りが湧きあがった。

　婚約者がいることを黙っていたのはそっちなのに、なぜ自分が責められなければならない？　どんな気持ちだったか？　そんなの知るわけがないし、知りたくもない。

「やめてください！」

　怒りのままに、渾身の力で男の身体を突き飛ばす。離れていく温もりと、力強い腕の感触。思わず涙がこぼれ落ちそうになるが、懸命にこらえた。

「いきなりなにをするんですか!?　う、訴えますよ!?」

　サフェードは信じられない、といった顔でこちらを見つめている。

「……本当に、俺のことを覚えていないのか？」

「えぇ、ぜんぜん、まったく！」

「……そうか、まったく、か」

　いつだって余裕たっぷりだったサフェードが、がっくりと肩を落としている。そんな姿を見ていると胸が痛いが、今のラトナは以前のラトナではない。

　甘い言葉と態度に惑わされ、いいように弄ばれたあげく傷つき涙していた、あの頃の弱い子供ではないのだ。

「もしかして、もう恋人がいる？」

「恋人!?　いえ──」

　いません、と言いかけ、寸前で口を噤んだ。

　ここは、嘘をついておいたほうがいい。

「い、います！　いるに決まっているじゃないですか、私はもう二十五なんですよ？　それはもうカッコ良くて優しくて私を一番にしてくれて頭も良くて背も高くて、それから、えぇと、あ、そうだ、お料理がとっても上手な彼氏がいます！」

　肩で息をしながら、一息に言い切る。ちょっと設定を盛り過ぎたかもしれないが、ここまで強気に言い張れば、疑われることはないだろう。

　ラトナは上目遣いでサフェードを見上げた。しかし表情がうかがい知れず、なにを考えているのかよくわからない。

　生意気な物言いをした自覚はある。これで怒るような人ではないと思っているが、自分に人を見る目のないことは七年前によくわかっている。

「……その彼のことを、愛している？」

　絞り出すような、苦しそうな声。怒りは感じられない。
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「も、もちろんです。あの、け、結婚とかも決まっ……いえ、考えている状態、です」

　あまり話を盛ると収拾がつかなくなってしまうし、頭のいいサフェードにはバレてしまうかもしれない。そう考えながら、慎重に嘘を重ねていく。

　サフェードは深い溜め息を吐いたあと、静かに一歩後ろへと下がった。

「すまない、いきなり抱き締めて悪かった。バインガニー先生、無礼な真似をした俺をどうか許して欲しい」

　青い目を伏せた、静かな謝罪。

「い、いえ……」

　サフェードは後ろ手に備品室の扉を開けた。そしてするりと部屋の外に出て行く。

「行こう、バインガニー先生」

　頷きながら、ラトナも備品室の外に向かう。

　──彼の指に結婚指輪が見当たらないのは先ほど確認した。

　ということは、カーラ・サングルシュとはまだ婚約中なのかもしれない。

　なぜいまだに結婚していないのかわからないが、それはラトナに関係のないことだ。

（それにしても、いきなり抱き締めてくるなんて失礼だわ。軽い女だと思われているということなのかしら）

　彼は公爵だ。己の領地も統治しなくてはならない。

　結婚をしていない、ということは仕事に関して妻の助けは得られない。教師との二重生活で、色々と鬱憤が溜まっているのかもしれない。

　けれど、それをラトナにぶつけてこられても困る。

　自分は努力して夢を叶えた。ここで彼に翻弄され、弄ばれている場合ではない。

　裏切りに傷つき、涙するのはあの時だけでもう十分だ。

「アーダルシュ先生、細かいところはあとで見取り図を見て自分で確認します」

「そうか。だが教科棟の資料室とか、その辺りの案内は必要だろう？」

「え？　あ、はい、そうでした。お願いします」

　ラトナは冷や汗をかきながら、なんとか浮かべた笑顔で頷いた。

　教科棟は高等部と大学部の間、やや高等部寄りにある。

　高等部は使用する教材が大がかりなものになることが多々あり、教師を手伝うため何人かで教材を取りに行くことがあった。当然、ラトナも場所もわかるし内部のこともそれなりに知っている。けれど、大学部では教科棟に入ることは基本的にない。

　だからサフェードも気を使ってくれたのだろう。

　相変わらず詰めが甘い自分に呆れてしまうが、少なくともいまのところ嘘はばれていない、と内心で胸を撫で下ろす。

「……わかった。ところで、バインガニー先生」

「はい、なんでしょうか」

「その、サファイアのネックレスのことなんだが」

　──サファイアのネックレス。

　ラトナは両目を瞬かせた。温室でネックレスは返したと言ったはずだし、そもそも婚約者のカーラが持っているはずだ。

「あの、ネックレスがなにか……？」

　これは演技ではない。ラトナは本当にサファイアのネックレスを持っていない。

　しかし、そんなことよりなぜサファイアの行方をラトナに訊いてきたのかがわからない。

（……まさか、返した、と嘘をついてそのまま盗んだと思われている？）

　いや、そんなはずはない。

　あの時カーラは、ネックレスを外すわずかな時間も我慢できずラトナの首から引き千切っていったのだ。

　それほどまでに取り返したかったネックレスをサフェードに見せない、などということがあるのだろうか。

「そうか。わかった、ありがとう」

　特に食い下がることなく、サフェードはあっさりと引いた。ラトナはひとまず安堵しながら、口元に曖昧な笑みを浮かべる。

「……バインガニー先生。すまないが急用を思い出した。教科棟の内部案内はシュルー先生に頼んでもいいかな」

　サフェードは額を押さえながら、壁に背をつけ俯いている。

「はい、私は構いませんけど」

「では教科棟の中……そうだな、シュルー先生の専用室の前で待っていてくれ。俺は職員室に戻るから、シュルー先生に声をかけてくる」

「わかりました」

　頷くラトナを一瞥することもなく、サフェードは踵を返し今歩いてきた廊下を戻っていく。

　銀色がかった白い髪が見えなくなったところで、ラトナはようやく肩の力を抜いた。

　とはいえ、自分はサフェードの担任するクラスの副担任になる。まだまだ緊張を強いられる日々は続く。

　それでも、ずっと夢見ていた母校での教師生活に胸が弾むのも確かだった。









　一体なぜ、こんなことになったのだろう。

　サフェードは職員室に向かって足早に歩きながら、片手で髪を掻きむしっていた。

　──ラトナ・バインガニー。

　七年ぶりに会った彼女は、見違えるほど美しく魅力的な女性になっていた。

　学生時代も可愛らしい顔立ちではあったが、今は髪も伸び、体つきもよりしなやかになった。これでは男が放っておかないだろう。

「どうやって、他の男を遠ざけようか」

　──学生時代、ラトナのことは噂で少しだけ知っていた。

　それなりに優秀だと自負している自分ですらそれほど得意ではない古代聖霊語を、まるで〝聖霊〟の再来のごとく使いこなす女生徒がいる、と評判だったからだ。

　そんな彼女をはじめて見た時、正直なところ〝地味な見た目だが真面目そうだ〟くらいにしか思っていなかった。

　実際に彼女は非常に優秀で、教えるのが楽しかった。

　だがラトナと日々を過ごすうちに一時間十五分という授業時間が段々と短く感じるようになった。

　決定打は図書室での出来事だ。

　友人を救おうと強い決意を抱きながらも、小さく震える華奢な身体を見たあの日から頭の中は彼女のことでいっぱいになった。

　そこからの行動は、我ながら引くほど早かったと思う。

　彼女が他の男に取られでもしたらかなわない、と焦ったからだ。

　気の急くまま少々強引に迫り、無事に交際までこぎつけた。その時には、世界が薔薇色に見えたものだ。

　彼女は本当に可愛くて愛しくて、本来許されることではないが授業中にもかかわらず抱き寄せたり口づけたりして彼女を困らせた。

　あふれる欲望を懸命に抑えつける日々。だが身体を重ねることに対して、どうしても勇気が持てなかった。

　かといって完全に禁欲ができたわけでもない。

　観劇に行った時にはつい我慢できず、指と舌で彼女の身体を刺激し可愛らしい反応を楽しんでしまった。

　彼女が欲しくなかったわけではない。むしろ逆だ。

　頭の中はどろどろとした醜い感情で満たされ、抱きたくてたまらない。

　穏やかに話をしている最中、唐突に下半身が反応して慌てたことすらある。

　大切にしたいという思いはもちろんあるが、一番はあまりの激しい思いに自分自身が怖くなったからだ。彼女を壊してしまいそうで、どうしても手が出せなかった。

　おまけに弟ヴィーラに交際を伝えたら、弟は驚いた顔でこう言った。

『兄さん、バインガニーさんとつき合っているの？　あーあ、僕も彼女のこと可愛いなって思っていたのに。兄さんに先を越されちゃったよ』

　今思えば、ヴィーラの言葉にはそう深い意味はなかったのだと思う。

　けれどその時は取られるのが怖くて、弟と必要以上に接点を持たせたくなかった。

　だから家にも呼ばなかった。彼女を招待するのは、婚約が正式に決まってからにしようと思っていた。

　サフェード家に伝わるサファイアを贈ったことで彼女はもう自分のものだと、驕おごっていたのかもしれない。

　おそらく、自分はなにか気に入らないことをしてしまったのだ。

「俺に不満があったのなら、言ってくれればよかったのに……！」

　大学の卒業を控え論文執筆に追われ始めた頃には、荒れ狂う欲をかなり制御できるようになっていた。

　これなら大丈夫、とラトナのことを両親に告げることに決めた。

　ただ、色々と準備も根回しも必要になってくる。

　サフェードはそのため、学院を休み実家に帰っていた。

　けれど、ラトナにはそのことを説明しなかった。込み入った話になるし、なんとなく身分差を気にしているらしい彼女に不安を与えたくはなかった。

　だから『所用で実家に帰る』とだけ告げ、自習用の課題も用意しておいた。

「わかりました。気をつけてお帰りくださいね」

　愛らしく微笑む彼女にキスをして、機嫌よく実家に向かった。ラトナとまともに会話ができたのは、その時が最後になるとは知る由もなく。

　ところが実家に帰ったサフェードは、父ラングから予想もしていなかった話を聞かされた。

「サングルシュ家がカーラ嬢と私の婚約を？　それはずいぶん前にお断りしたと思いますが？」

　──爵位こそ下だが、サングルシュ侯爵夫人は王妃ニーラーの実妹になる。

　父も国王の血縁だが、王ドゥーサルは愛妻家で有名だ。側室の一人も持たず、王妃だけに愛を注いでいる。

　ゆえに、サングルシュ家の権力はアーダルシュ家とほぼ同等に近い。

　サフェードが十三歳の時にも一度婚約を持ちかけられたことがあったが、それを断るのに父が骨を折っていた姿を今でも覚えている。

「あぁ、それはわかっている。だが私もここのところ体調が良くない。お前にはそろそろ婚約者を、と思っていたところだ。長女のカーラ嬢はお前と同い年だからな、同時に卒業してすぐ領地運営に取りかかれるだろう」

　サフェードは深い溜め息を吐いた。

　カーラ・サングルシュの長所といえば、華やかな見た目だけ。昔、婚約を断ったのも単に性格が悪かったからだ。

　メイドには横柄な態度をとるくせに、自分やヴィーラには甘えた猫なで声を出す。

　学院内でも、侯爵家という家柄に甘えているのか向上心といったものが一切見られない。まだ二女のサパナのほうが真剣に勉学に取り組んでいる印象がある。

　だが、今回に関しては断りの理由はどちらでもない。

「父上、申し訳ございませんが絶対にお断りさせていただきます。私には心に決めた女性がいますので、サングルシュとの縁談を受けるつもりはありません」

　そして両親にラトナのことを説明した。

　驚いたことに、父はラトナのことを知っていた。

「魔法学院に多額の寄付をしている身としては、優秀な生徒の噂くらい耳に入れておかないとな」

「サフェードったら、そんな素敵な女性がいるのならもっと早く話してくれればよかったのに。そうしたら、お父さまだってお話をいただいた時点でお断りできたのよ？」

　母アーリアの言葉に、サフェードは項垂れた。

　そしてすぐ、サングルシュ家に断りを申し入れた。しかしここから、サフェードの予想になかった方向に事態が向かっていくことになる。

　前回はあっさりと引き下がったサングルシュ家が、今回はしつこく食い下がってきたのだ。おまけに、王妃ニーラーから姪にあたるカーラをよろしく頼む、という手紙まで届いた。そのせいで、すぐにイーシャ島へ戻るはずがなんだかんだと対応に追われ、結局戻れたのは実に二週間後のことだった。

　卒業の準備と婚約を円満に断るための根回しを同時にこなしていたサフェードはあまりに忙しく、ラトナに連絡をすることもできなかった。

　いきなり音信不通にしてしまい、不安がなかったといえば嘘になる。だが彼女なら、自分を信じて待ってくれていると思っていたのに。

　そして事はまだ完全な決着を見せていないものの、ラトナに会わない日々に耐えられずひとまず学院に登校することにした。

　だがサフェードを待っていたのは、ラトナの愛らしい笑顔ではなく一方的な、そしてわけのわからない別れの言葉だった。

　それまでは自分を常に冷静な男だと自負していたサフェードだったが、ラトナのことになるとどうも冷静さを保つことができない。

　頭が混乱し舌がもつれ、なにをどう言えばいいのかわからないうちに、ラトナは目の前から走り去っていった。

　そこからは、なにもかも上手くいかない日々が続く。

　事を大きくしたくなくて、あえて高等部棟以外の場所でラトナとの接触を試みた。

　しかし彼女の姿はどこにも見当たらない。

　けれど、いないはずがないのだ。

　避けられている、と理解した時の絶望は、今でも心の一部を蝕んでいる。

　そこでサフェードは再び実家へ舞い戻った。

　先に問題事を解決したほうが、ゆっくりラトナに向き合えると考えたからだ。

　けれど、それは間違いだった。

　自分はあの時、死に物狂いでまずはラトナの誤解を解くべきだったのだ。

　ようやく事態が落ち着いた時には時すでに遅く、ラトナにまったく会えなくなってしまった。

　彼女の親友でもあるエーヴァ・シシルに一縷いちるの望みをかけ、思いの丈を綴った手紙とずっと前に作らせていた青いドレスを贈ったが、結局送り返されてしまった。

『親友の意志を尊重します』というカードが付けられたドレスの箱。

　人生ではじめて泣きたい気持ちになったサフェードを、さらなる不運が襲う。

　身体を壊していた父の具合が、ここにきて一気に悪くなったのだ。

　サングルシュ家とのことで心身に負担をかけ過ぎてしまったのかもしれない。

　そう考えたサフェードは、ひとまず卒業準備に専念することにした。

　この時の自分は、色々と見通しが甘かったのだと思う。

　まさかその後、七年も会えなくなるとは思いもしなかった。

「……ようやく会えたのに」

　ラトナの夢が、自らも通っていたこの王立魔法学院の教師になるということだと知っていた。そして彼女は絶対に夢を諦めず、貫き通す人だということもわかっていた。

　王立魔法学院の教師になるには、二年以上の実務経験が必要になる。サフェードの場合、大学四年の時の選択講座の指導員もその実務に含まれたおかげで、実質一年で済んだ。

　そして弟ヴィーラや母アーリアの力も借りながら、公爵領の統治と教師を両立させてラトナを待ち伏せることにしたのだ。

「まぁ、ここからなんとか挽回するしかない。俺にはもう、後がないのだからな」

　彼女がいきなり自分を避け、言い訳の一つもさせてくれなかったのにはなにか事情があるのだろう。

　サファイアのネックレスのことを訊いた時も、彼女は心底きょとんとした顔をしていた。

　温室に呼び出された時、彼女は『ネックレスは返した』と言っていた。

　だがネックレスは今、サフェードの手元にはない。

　そもそも彼女は、一体〝誰に〟ネックレスを返したというのだろう。

　しかし、彼女のそんな態度には必ず意味がある。

　そうでなければ、記憶喪失のふりをする必要などあるはずがない。









　教科棟の案内が終わったあと、ラトナは猛スピードで学生事務局に向かって走っていた。

　教師寮の鍵を取りに行く、という目的だけではない。

　ラトナは学院に来てすぐ、事務員サラと会話をした。サラは当然、ラトナの〝記憶喪失〟を知らない。

　その時は記憶喪失設定が必要ではなかったからなのだが、サラには今後も話を合わせてもらう必要がある。

「サラ！　ちょっといいですか!?」

　転がるように事務局へ飛び込んだ時、サラは揚げた丸ドーナツを甘いシロップにたっぷり浸したカウムディー王国名物のお菓子を口に放り込む寸前だった。

「え、え、なに!?」

「これからしばらくの間、いえ、ずっとです！　ずっと、私は高等部時代のことを覚えていないということになるので、そのつもりで応対をお願いします！」

　指につまんでいるドーナツのように目を丸くしながら、サラはラトナに唖然とした顔を向けた。

「ちょ、ちょっと、どういうこと？」

「お願い、お願いします！　でないと私、アーダルシュ先輩に、あ、名前言っちゃった、その、先輩のことや高等部の先生たちのことを忘れたって言っちゃったから……！」

「ラトナ、どういうこと？　ともかく、落ち着いて話して」

　丸ドーナツを口に放り込んだサラに諭され、しどろもどろになりながらもなんとか事態を説明した。サラは指についたシロップを拭いながら、呆れたような顔をしている。

「……最初にサフェード・カル・アーダルシュが教師として働いているって言っておくべきだったのかしら。でも、てっきり知っていると思っていたから」

「いえ、まったく。職員室で再会した時には息が止まるかと思いました。だって先輩は公爵位を継いでらっしゃるはずなのに」

　サラはなにか考えるような顔になっている。

「そういえば彼はそうだったね。ただ、その辺りの事情は一介の事務員にはわからないわ」

　ラトナは首を振った。

「この際、事情はどうでもいいんです。先輩の立場的にずっと教師を続けるのは難しいと思うので、数年の辛抱かなと思っていますから」

　副担任を務めるのも一、二年くらいだろうし、関係性が近くなってしまうその期間さえどうにかしのげれば後はなんとかなる。

　サフェードが学院からいなくなったところで〝記憶が戻った〟とすれば問題ない。

「うん、ひとまずわかった。ラトナが高等部時代のことを全部忘れている、っていう体でいけばいいのね」

「はい、お願いします。……サラ、妙なことに巻き込んでしまってすみません」

　サラは苦笑しながら、新しいドーナツをつまみあげている。

「気にしないで。でも特別クラスの副担任か。さすがね、ラトナ。あ、これは部屋の鍵」

「はい、ありがとうございます」

　──大事な根回しは終わった。

　これで当面の心配はない。後は教師として頑張るだけだ。

　ようやく心の平穏を取り戻したラトナは、ホッと肩の力を抜いた。









　翌日。

　ラトナはサフェードとともに高等部棟に向かった。

　サフェードの様子はごく自然で、時折ラトナを気づかう様子を見せてくる。

　気まずくなったらどうしよう、と心配をしていたが、あらためて記憶喪失設定にしておいて良かった、と心から思う。

　ここまでの経緯を、ラトナは手紙にして親友エーヴァに送っておいた。

　公爵になったサフェードは、直接エーヴァのシシル家と接触をはかる機会も増えるだろう。その時、嘘がばれたら困ると考えたからだ。

　エーヴァは今、婚約者だったファルク・バダルと結婚しエーヴァ・バダルになっている。

　お互い忙しくなりなかなか会う機会はないが、エーヴァからの返信には相変わらずラトナを気づかう言葉が綴られていた。

　そしてすべての懸念が片づいた今、気になるのはサフェードの補佐として入る『特別クラス』のことだ。

「あの、アーダルシュ先生。特別クラスなのですが、私が副担任で大丈夫なんでしょうか」

　ラトナの時代にはなかったこの『特別クラス』は、文字通り〝特別な生徒〟を集めたクラスなのだ。

　人数は少なく、基本的に一クラス二十人弱に対してその半分以下にあたる八人しかいない。

「ん？　どういう意味？」

　サフェードは首を傾げている。その心底不思議そうな顔に、ラトナは内心で溜め息を吐く。

「……クラス名簿を確認しました。同盟国であるユエグアン皇国、お姉さまが皇国宰相令息の元に嫁がれている公爵家の生徒に、ヌールアルカマル連邦共和国の大統領夫人の姪御さん。こんな、一歩間違えたら国際問題になりそうな生徒たちを副担任とはいえ平民の私が指導するというのは……」

「なんだ、そんなことを気にしているのか」

　呆れたようなサフェードに、ラトナはむくれた顔を向ける。

「そんなことって……。アーダルシュ先生は公爵さまですから、平民の不安なんかわからないんですよ」

　ぷいっと顔を背けると、横から低く押し殺したような笑い声が聞こえた。

「……なんですか」

「いや、子供のようで可愛らしいな、と思っただけ……あ、すまない。こういうことを言ってはいけないんだった」

　サフェードは気まずげに人差し指で頬を掻いている。

　ラトナは思わず吹き出してしまった。いつも余裕に満ちているサフェードのそんな仕草は見たことがない。

「……笑わないでくれ」

「ふふ、すみません。だって、先生がとっても慌てていたから」

「……別に慌ててなんかいない」

「ごめんなさい、先生」

　肩を竦めながら、隣のサフェードを見上げる。

「またそんな可愛い顔をする……」

「え？　なんですか？」

　横でぼそりと呟かれ、なにを言ったのかよく聞こえなかった。

「なんでもない。それで、キミが言っていたことだが気にしなくてもいい。この学院内ではそもそも身分差別が禁じられている。それは知っていると思うが、教師も同じだよ」

「はい、知っていますけど、人の気持ちというものは規則で縛れるものではありませんし……」

「言いたいことはわかるよ。確かに、彼らは優秀がゆえに多少心を開くまで時間がかかる。でも、それはキミを軽んじてのことではないんだ。逆に言えば、それでもキミに心を閉ざす生徒もいるかもしれないがそこにキミの身分は関係ない」

　真摯な言葉に、ラトナは思わず顔を伏せた。

　サフェードの言うとおりだ。危うく自分の力不足を、生徒たちのせいにするところだった。

「……私、浅はかでした。自分が恥ずかしいです」

「いいや、キミのそういう素直なところはきっと生徒たちにも伝わると思う」

「ありがとうございます、アーダルシュ先生。私、頑張ります」

　ラトナは胸の前で力強く拳を握った。

「期待しているよ。それと、生徒の中にはちょっとした事情を抱えている者もいる。その詳細な情報はあえてキミには言わないでおく。先入観を与えたくはないというのが主な理由だが、こういったことはそもそも人から聞くようなことではないからね」

「はい、先生」

　頷きながら、ラトナは胸の奥がきゅんと痛むのを感じていた。

　やっぱり先輩はすごい。

　こんな風に広い視野で物事を見て、ラトナを気づかい生徒のことも考えている。自分がサフェードと同じ年になったとしても、ここまでの器を備えている自信はない。

（こんな素敵な人、私なんかに釣り合うはずがなかったんだわ）

　一時いっときでも、彼と密に触れ合うことのできていた自分が誇らしい。ただ、もう二度とあの夢のような時間は戻ってこない。

　──こんな思いをするくらいなら、交際を承諾しなければ良かった。

　ただの先輩教師と後輩教師として巡り会っていたのなら、もっと純粋な思いで接することができたかもしれないのに。

「着いたよ、ここだ」

　考え込みながら歩いていたラトナは、木製の大きな扉を見上げた。

「ここ、ですか？」

　ラトナは廊下の窓を覗いた。

　噴水と中庭。女神チリヤの背中が見える。ということは、ここは図書室の真向かいにあたる。

「こんなところに、教室があったなんて……」

「元々は島の各地に建てられている女神像を修復する道具や業者たちの控室として使われていた場所になる。でも数年前、島の東側に修復業者が会社を移転させたからもう使う必要がなくなった。それで一般のクラスになかなか馴染めない生徒たちを集めたクラスを作ったんだ」

「なるほど……」

　そう言われると、図書室から向かい側の廊下を眺めた時に作業着を着た職人たちがうろついているのを見たような気がする。

「じゃあ、行こうか」

「は、はい」

　サフェードが取っ手に手をかけ、重たそうな扉がゆっくりと開いていく。

　この向こうには、補佐とはいえラトナがサフェードとともに受け持つはじめての生徒たちがいる。

　ラトナは緊張と期待に胸を膨らませながら、扉の向こうに震える足を一歩、踏み出した。









　特別クラスの副担任になってから、約二週間が過ぎた。

　サフェードの言うとおりラトナの懸念は杞憂に終わり、生徒たちとも良好な関係を築けている。

　だが、一人だけラトナがどう対処していいのかわからない生徒がいた。

「おっはよ、ラトナちゃん」

「……バインガニー先生、と呼んでもらえますか、ケティーくん」

　背後から気安く肩を叩いてきた生徒を、ラトナは振り返りながら胡乱うろんな眼差しで見つめた。

　──立っていたのは、軽薄な笑いを浮かべた長身の男子生徒。

　名をミラン・ケティーという。

　灰色の髪に緑の目、という一見普通の見た目を持つ彼だが、よくよく見ると白目の部分に橙色をした蔦のような文様が浮き出ているのがわかる。

「やだな、そう硬いこと言わないでよ。そうだ、そんなラトナちゃんに面白いものを見せてあげる」

　ミランは馴れ馴れしく、ラトナの肩に手を回してきた。ラトナは内心で冷や汗をかきながら、表向きは澄ました顔でミランの手をはたき落とす。

「いいえ、結構です。ケティーくん、もうじき昼休みも終わりますので、そろそろ教室に戻っておいてください」

「……冷たいな、ラトナちゃんは。やっぱり、僕が気味悪いから？」

　しょんぼりと肩を落とすミラン。だがラトナは怯む様子を見せることなく、両手を腰に当てながら男子生徒を見上げた。

「違います。授業に遅刻して欲しくないからです。それから、私のことはバインガニー先生、と呼ぶように。……もしかして、私が平民だから〝先生〟と言いたくないのですか？」

　あえて悲しそうに呟くと、ミランはわかりやすく狼狽えた。

「な、なに言ってんの」

「ケティーくんはお姉さまがユエグアン皇国の宰相令息の奥さまですもの。本来なら、私は〝ケティーさま〟と呼ばなければならない身分なのに……」

　そこでわざとらしく両手で顔を覆う。

　指の間からこっそり様子をうかがうと、ミランが気の毒なほど狼狽えているのがわかった。

「……ごめん、先生。意地悪するつもりはなかったんだ。先生は僕の呪いを封印してくれた恩人だから、その、なんていうか、僕的には心の奥底に先生がいつもいるっていうか、だから、ついからかっちゃっただけだよ」

　──ミランの呪い。

　それはサフェードが言っていた〝ちょっとした事情〟の一つだった。

　ミランの父親、ケティー公爵は今でこそ国土の管理を担当する大臣職に就いているが、元々は神官職の家系に連なる。

　総じて魔力が異常に高い者が多いのだが、それゆえに高すぎる魔力に潰され正気を失ってしまう者も少なくないという。

　ミランは正気こそ失ってはいないが、全身を魔力に吸い寄せられた呪いによって蝕まれていた。

　それは蔦が絡み合ったような複雑な文様で、顔も含め全身をすべて覆いつくしていた。

　そのせいでミランは常時魔力と生命力を蝕まれ、進行を遅らせる守護符を身に着けてなんとかしのいでいたものの、その命は風前の灯だった。

　卒業どころか大学部生になることすら危うい状態。

　未来の見えない日々に絶望していたのだろう、ミランは当初からひどく攻撃的な生徒だった。

　ラトナも強い言葉を向けられ、それをサフェードに言うこともできずひっそりと涙したことは何度もある。

　しかしある日、聖霊語の文献を読んでいる時にふと気づいた。

　ミランの身体を覆う呪いの紋様。それは地の聖霊語の一部である木の聖霊語が絡み合ったものであることに。

　もしや、と思い、ラトナはそのことをサフェードに報告した。

『なるほど。では、どうすればいいと思う？』

　サフェードはラトナの言葉をすぐに信じてくれた。

『はい。上から炎の聖霊語を書き込んだらどうかな、と……』

『わかった。だがこれは俺の一存で勝手にできることではないからな、ケティー家に連絡をしてみよう』

　数日後、ケティー家から『息子の呪いを是非、どうにかしてくれ』と連絡がきた。

　ラトナは不審な眼差しのミランを呼び出し、手の甲に特殊なインクで炎の聖霊語を書き込んだ。

　するとまるで植物が炎に包まれ燃えあがっていくように紋様が消えていき、代わりに右目には炎の聖霊紋が浮き上がった。

　それを何度か繰り返すことによりミランの呪いは燃え尽き、両目に宿った炎の聖霊紋のおかげで再び呪いに侵される事態を避けることができた。

　そこからミランの態度はがらりと変わり、ラトナに過剰な親愛を示してくるようになったのだ。

「ふふ、わかっていますよ、ケティーくん」

　両手をぱっと離して笑うと、ミランは両目をわずかに見開きすぐ不貞腐れた顔になった。

「……悪い女だなぁ」

「女じゃなくて、先生。そして先生は悪くありません」

　つん、と顎を反らすと、押し殺したような笑い声が聞こえた。

　その声を耳にするうちに、ふと先ほどのミランの言葉が気になってくる。

『面白いものを見せてあげる』

　面白いもの、とは一体なんだろう。

　一度気になると、むくむくと好奇心が湧いてくる。

「ところでケティーくん、さっき言っていた〝面白いもの〟とはなんですか？」

「え!?　あー、いや……」

　ミランはなぜか、後頭部をがりがりと掻きながらあさっての方角に顔を向けている。

　てっきり嬉々としてそのことについて語ってくるかと思っていたのに、とラトナは首を傾げる。

「せっかくですから見にいってきます。場所、教えてください」

「いや、今思えばそんなに面白いものでもなかったような。じゃあ僕、教室に行くんで──」

　ラトナはさりげなくその場から離れようとしたミランの腕をがしりとつかんだ。

「お　し　え　て　く　だ　さ　い」

　なぜ、こんなに意地になっているのだろう。

　自分で自分の心境を不思議に思いながら、生徒をじろりと睨みつける。

「……後悔するかもしれないよ？」

「後悔？　私が、ですか？」

「うん。まぁ、普段のラトナちゃ……じゃなくてバインガニー先生を見ていると、そうなるかなぁ、と」

　ミランはどこか決まり悪げな顔をしている。

「よくわかりませんが平気ですよ。それで、場所は？」

「中庭だったような、違ったような……？」

　目が不自然に泳いでいる。

　なんともわかりやすい、と少し微笑ましい気持ちになった。

「はい、中庭ですね。わかりました」

「……あの、僕、ついていこうか？」

　ラトナはわざと気難しい顔を作りながら、ゆっくりと首を振った。

「いいえ。ほら、早く教室に戻ってください」

「……わかりました。バインガニー先生」

　ミランは渋々、といった顔で教室に戻っていく。

　ラトナはその背をしっかりと見送ったあと、中庭へと向かった。









「ん？　どうしたのかな」

　中庭に出ると、蔓薔薇つるバラの門の前で五、六人の女子生徒がたむろしているのが見えた。

　全員、魔法実技用の防魔生地で作られたシャツを着ている。ということは、今は魔法実習中なのだろう。しかし誰も魔法を使用している様子はない。

　盗み聞きは悪いと思いつつ、そっと近寄り話に耳を傾けた。

「アーダルシュ先生が告白をされるの、今月だけでもうすでに四回目よ？　どうせ断られるんだから、みんないい加減諦めればいいのに」

「違う違う、五回目よ。中等部生が一人に高等部生が二人。大学部生がこれから告白しようとしているあの人含めて二人だもの」

　──告白。

　ラトナの胸が、どきりと鳴った。

「やだ、数えているの？」

「だって、告白の現場がいつも中庭ここじゃない。チリヤ像の視線が真っ直ぐに向いた中庭には、加護があるって噂だから」

　そこまで聞いたところで、ラトナは女子生徒たちへ静かに声をかけた。

「……皆さん、何をしているんですか？　授業が終わったのなら、教室へ戻りましょう」

「えっ!?　あ、バインガニー先生！　ごめんなさい、失礼します！」

　女子生徒たちは泡を食ったようにその場から駆け出していく。

　ラトナは胸を押さえながら、足音を忍ばせ蔓薔薇の門を潜る。

「なにしているんだろう、私」

　生徒を追い払い覗き見をしようなんて、教師にあるまじき行為だとわかっているのに、この現状になにか引っかかるものを感じ足を止めることができない。

「好きです、先生！　私とつき合ってください！」

　門を潜り、木立の隙間から顔をのぞかせた途端、叫ぶような声が聞こえた。

　気持ちの昂りによる、上ずった声。

　ラトナは思わず足を止めた。

「……悪いが、気持ちには応えられない」

　次いで聞こえたのは、氷のように凍てついたサフェードの声。

「わ、私の家は伯爵家ですが祖父は王都で銀行の頭取をしています！　先生のご実家、アーダルシュ家とも十分につり合いが取れる家格だと思います！」

　──つり合いが取れる家柄。

　銀行頭取の孫娘にして伯爵家など、ラトナからすると雲の上に住まう人々だ。

　そんな立場の娘ですら、告白の場でわざわざ家格を持ち出している。

　アーダルシュ家とは、それほどの家なのだ。わかっていると思っていたが、あの頃のラトナは〝事の重大さ〟をまったく理解していなかったのだと、今さらながら思い知る。

「……私、もしかしてある意味運が良かったのかな」

　自宅に招待されたことがないラトナは、その存在を前公爵夫妻、サフェードの両親に認識されていなかった可能性が高い。

　カーラが現れ、ラトナを追い払ってくれたおかげでとんでもないことに巻き込まれなくて済んだのではないだろうか。

「そんなことは関係ない。俺には心から大切に思う人がいる。もう一度だけ言うが、キミの気持ちには応えられない」

　──心から大切に思う人。

　ラトナは唇を噛み締めた。考えるまでもない。それはおそらく、カーラ・サングルシュのことだ。

「……っ！　私は本気なんです！」

　女生徒は涙声になっている。

「俺も本気だ。本気で彼女だけを愛している」

「そんなの嘘です！　じゃあどうして先生はいまだにお一人なのですか!?　その大切な方とご結婚なさらないのはなぜなんです!?」

「それはキミに話す必要はない」

「で、では、私のどこが駄目なのか教えてください！　もしかして年齢差ですか？　私も私の家族も、そんなことは気にしていません！」

　それに対するサフェードの返答が気になり、ラトナはそっと顔をのぞかせた。

「わ、すごく綺麗な子……！」

　女生徒は月光のような銀色の髪にサフェードに負けず劣らず透明度の高い青い目をしており、正に絶世の美少女、といった容姿をしている。

「年齢なんか関係ない。それと、キミに駄目なところなんてまったくないよ」

　サフェードの物言いが、先ほどよりもずいぶんと柔らかくなった。

「本当ですか!?」

　美少女の顔はぱぁっと輝き、代わりにラトナの胸は重苦しくなっていく。

「キミの気持ちに応えられない理由はただ一つ、キミは俺の愛する彼女ではない。それだけだ」

「そんな、そんなの、理由になんてならない……！」

　絶望を含んだ嘆きの声を聞いた時、ラトナはようやく違和感に気づいた。

　──サフェードの婚約者カーラ。

　彼女は高名なサングルシュ家の娘。同じ貴族である彼女たちがその存在を知らないはずがない。

　それなのになぜ、彼に告白をする女の子が後を絶たないのだろう。

　貴族同士の婚約も、昔ほど強制力はない。それでも婚約者がいる男性に思いを告げる、というのはさすがにマナー違反ではないだろうか。

「もしかして、カーラさまとサフェード先輩は破局した、とか？　それなら公爵家を継いだのにまだ独身なことにも説明がつくけど……」

　そして彼女らが知っているのはそこまで。

　サフェードは告白をされるたびに愛する女性がいる、と断っているが、その相手が誰なのかを知らないがゆえに告白をされまくる、という状況になっているのかもしれない。

「いやいや、待って。だからなんなの。仮にカーラさまとお別れしていようがなんだろうが、私には関係のないことじゃない」

　ラトナは両頬をぱちん、と叩いた。

「余計なことを考えていないで、私もそろそろ戻らなきゃ。……あ、そうだ。ケティーくんにどんな顔をしてみせたらいいんだろう」

　──ミランは人一倍感受性の強い子だ。

　おそらくラトナが心の最深部に沈め、厳重に封印しているサフェードへの思い、未練を敏感に感じ取っている。

　だからこそ彼への告白現場を面白がって見せようとしたものの、途中で後悔したのか引き止めてきたのだろう。

「うん、ここはなんでもない、って顔をするしかないわよね」

　ひとまずここから立ち去ろう。

　そう思い踵を返したラトナの背中に、なにかが勢いよくぶつかってきた。

「きゃあっ!?　なに？」

　振り返ると、涙をいっぱいためた女生徒が横を走り抜けていく。風にあおられ、銀髪が宙を舞っている。

「あっ……」

　ラトナは走り去る少女に向かって手を伸ばし、やがてそっと下した。

　引き止めたところでなにを言えばいいのかわからないし、自分にそんな資格もない。

「ケティーくんの言うことを素直に聞いておけば良かった。私はなにも見ていないし聞いていない。そもそも中庭には行っていない。うん、そういうことにしよう。それが一番いいわ」

「なにが一番いいって……？」

　背後から、突如として聞こえた声。

　ラトナの背に、冷たい汗が流れていく。

「アーダルシュ、先生」

「やぁ、バインガニー先生。こんなところでなにを？」

「あ、そうですね、えっと……」

　さすがに〝盗み聞きをしていました〟と正直に言うわけにはいかない。

「つ、次の授業までに少し時間があるのでお散歩でもしようとうろうろしていました。その、記憶も戻ったり戻らなかったりするかな、と思ったり思わなかったり……」

　必死で言い訳をするラトナの脳裏で、もう一人のラトナが頭を抱えている姿が見える。

　どうして自分はこう、華麗に嘘をつくことができないのだろう。

「……もしかして、見ていた？」

　探るような声で言われ、ラトナはなかば被せ気味に否定した。

「いえいえいえ！　私はなにも見ていませんし聞いてもいません！　なにも、です！」

「ふぅん。まぁ、俺は別に構わないが。見られて困ることはなにもないからな」

　サフェードは澄ました顔で肩を竦めている。

「な、なんのことかわかりませんが、とりあえず戻りましょう、先生」

「うん。……ところでバインガニー先生。戻りながらでいいのだが、少し相談にのってくれないか？」

　ラトナは首を傾げた。

「……？　はい、私で良ければ」

「俺は今、いわゆる〝叶わない恋〟というものに身を焦がしている。といっても、まったく諦めるつもりはない。それで、どう思う？　俺はその女性に、なりふり構わず迫りまくったほうがいいと思うか？」

「あー……」

　やはりカーラとは破局したらしい。それはともかく、よりにもよってまさかの恋愛相談とは。

「そ、そうですね、えーと」

　──ここは応援をするべきだ。

　わかっているのに、サフェードが他の女性に愛を囁く姿を想像するだけで胸が切り裂かれるように痛む。

「遠慮しないで言ってくれ。キミの意見が聞きたい」

「……はい。あの、その前にちょっとお伺いしてもよろしいですか？」

「うん、いいよ。なに？」

「その、どんな方なのかな、と思いまして。あ、別に詮索するつもりではありません！　ただ、お人柄を多少なりとも知っておいたほうがより、相談にのりやすいような……」

　──嘘だ。

　サフェードのためではなく、自分のためにラトナは今、相手の情報を知りたいと思っている。

「とても可愛い人だよ。一生懸命で素直で努力家で賢くて、勇気も洞察力もある。でも自分にあまり自信がない。だからなのか、時として驚くほど鈍感なところがある。寄せられた好意にまったく気づいていないからね。誰にも渡すつもりはないが油断はできない。心配で、夜も眠れないくらいだ」

「……なるほど、そうなんですね」

　──訊かなければ良かった。

　そう後悔しながら、かろうじて笑みを浮かべる。

「……先ほど叶わない恋、とおっしゃっていましたけど、そこまでお相手を理解していらっしゃるのなら告白すればうまくいくのではないでしょうか？　なりふりは、多少構ったほうがいいとは思いますけれど」

　サフェードは切なそうに顔を横に動かした。

「叶わない、というか、俺は嫌われているかもしれないから」

　予想外の言葉に、ラトナは仰天する。

「き、嫌われている!?　先輩が!?　いえ、そんなことあり得ないわ」

　サフェードが女性を嫌うことはあっても、嫌われることはほとんどないはずだ。

「そう？　あり得ないと思う？」

「えぇ、思います」

「それならよかった」

　サフェードは安堵したように、手に持つ出席簿で肩をとんとんと叩いている。

「そうだ、彼女について説明することがまだあった」

「……いえ、もう大丈夫です。アーダルシュ先生がその方をどれだけ思っているのか、十分よくわかりましたから」

　これ以上、サフェードの口から他の女性を褒める言葉を聞きたくない。だがサフェードはそんなラトナの気も知らず、想い人について語り続ける。

「彼女の魅力はわずかな時間では語り切れない。でも、一番可愛いのは嘘をつく時かな。いつもはおっとりと喋るのに、その時だけは口数が増えて妙な早口になる。おまけに本人は頑張って嘘をついているつもりでも、もともと嘘をつくのがものすごく下手な子だからあちこちでボロが出る。それに本人がまったく気づいていないところが、本当に愛おしい」

「へ、へぇ……。ちょっと不思議な方なんですね」

　──まずい。このままでは泣いてしまいそうだ。

　はっきり言って、長所とは到底思えない部分をこんなにも蕩けそうな顔で語るなんて、よほどその女性を愛しているのだろう。

　過去のラトナに対しての振舞いからすると、サフェードは善人ではないのかもしれない。

　けれど、意志が強い人なのは確かだ。

　それに比べて、今の自分ときたら。

　婚約者の存在を隠され、暇つぶしに利用されたのがわかっていても忘れられず七年も引きずり、挙句の果てには向き合う勇気も持てず記憶喪失、という嘘に逃げた。

　そんな中途半端な覚悟のせいなのだろう、教師という立場にもかかわらず、こんな風に恋愛ごとで心を乱されている始末。

「……アーダルシュ先生、頑張ってください。私、先生の思いが成就するように願っていますから」

「ありがとう。おかげで勇気をもらったよ」

「それは良かったです」

　ラトナはサフェードに笑顔を向けた。

　上手く笑えているかどうかわからないが、そんなことはもうどうでもいい。

　正直なところ、サフェードのことはまだ好きだ。想いは薄れることなく、当時のまま胸の中に残っている。この気持ちはもう誤魔化さない。しっかりと認める。

　そしてこの先、彼のことを忘れられる気もしない。

　我ながら自分のことが少し怖くなるが、それはもうどうしようもない。

　けれど、この思いは無理に捨てたりはしない。胸の奥にそっとしまっておけば、いつしか自然と熱は冷めていくだろう。

　自分はその時が来るのを、ただひたすら待つだけでいい。

（先輩が幸せなら私も幸せ。だから、これでいいの）

　無理に吹っ切ろうと思うから、逆に未練という鎖に雁字搦がんじがらめに縛られていたのだ。

　認めてしまえば無駄に苦しむことはない。近いうちに記憶喪失設定も解除すべきだろう。

　そうすれば、今度こそ本来のラトナ・バインガニーとしてサフェードと肩を並べ歩くことができる。

　この七年は決して無駄ではなかった。

　これは必要な時間だったのだと、ラトナはようやく自分自身を信じることができた気がした。

















第四章・理性と欲望












　ラトナは赤インクの万年筆を持ち、水晶の文鎮で解答の書かれた用紙を押さえながら機械的な動きで試験の採点を行っていた。

　本来の試験日程はもう少しあとになる。だが特別クラスは一週間後に騎士大学校で開催される『魔法と物理の祭典』に参加することが決まったため、生徒たちは前倒しで試験を受けなければならなくなった。

　祭典の開催月が固定されておらず、おまけに連絡がいつもぎりぎりで来るせいで試験の日程を調整することができないからだ。

　そこで通常授業の時間を筆記試験にあて、魔法の実技も授業中に行った。

　試験にあてた時間の授業はまた後日補習という形で行うことになる。その時間を確保するため、全ての科目の採点を担任と副担任のみでやることになった。

　ようやく今日の午前中ですべての試験が終わり、午後はまるまる採点の時間になっている。

（お、落ち着かない……）

　高等部三年になると期末試験の結果は、大学部へ進学するための参考点となる。

　採点ミスなど、絶対に許されない。それなのに、どうも気持ちが落ち着かない。

　その原因は、ラトナの左隣にあった。

「あ、あの、アーダルシュ先生」

「ん？　どうした？」

　隣に座るサフェードも、雷撃魔法の筆記試験を採点している。

　ここは特別クラスの教員室だから、サフェードがいるのは当たり前だ。当たり前なのだが、その座っている位置が当たり前ではない。

　サフェードはラトナにぴったりとくっつくようにして座り、同じく万年筆をさらさらと動かしている。ラトナの左手は試験の用紙を押さえているだけだし、サフェードは左利きのため右手は同じく用紙に置いているだけ。

（どうした？　じゃなくて。ちょっと、距離が近くないかなぁ……）

　サフェードの右腕とラトナの左腕は密着し、まるで寄り添いながら採点をしているような、なんともいえない距離感を保っている。

「いえ、私はこのまま採点を続けますが先生は昼食に行かれては、と思いまして」

　ラトナはさりげなく、サフェードを追い払おうと試みる。

　サフェードは集中していて気づいていないだけかもしれないし、ここで「距離が近いです」などと言おうものなら、さすがに感じが悪すぎると思ったからだ。

「あぁ、それなら心配しなくていい。もうじきここに届くから」

「え、届く？」

　なにがですか、と訊こうとしたその時、教員室の扉がノックされる音が聞こえた。

「いいよ、入ってくれ」

「え、だ、誰ですか？」

　戸惑うラトナの前で扉がゆっくりと開き、丁寧な歩みで何者かが入室してきた。

「お待たせいたしました、旦那さま」

　聞き覚えのあるその声は、アーダルシュ家の執事のものだった。執事の手には、大きな籠が握られている。

　執事はラトナに向かって深々と頭を下げた。

「はじめまして、バインガニー先生」

「えっ!?　……あ、そっか、あの、ラトナ・バインガニーです。アーダルシュ先生にはいつもお世話になっております」

　執事かれとは初対面ではないが、記憶喪失だとサフェードが伝えてくれていたのだろう。ラトナは慌てて立ち上がり、ぺこりと頭を下げた。

「ライ麦のパンに鶏肉のヨーグルト漬けと新鮮野菜を挟んだもの、フルーツサンドイッチに紅茶、それからお仕事の合間に召しあがっていただけるように小さめのバターケーキをご用意しております」

「ありがとう。あとは俺がやるから、そこに置いておいてくれ」

「かしこまりました」

　執事は机の端に籠を置くと一礼し、滑るような動きで教員室を出て行く。

　扉が閉まった数秒後、ぼんやりと見送っていたラトナは急いでサフェードを振り返った。

「あ、では私も食堂に行ってきます」

　サフェードが行かないのなら、自分が離れるしかない。

「いや、バインガニー先生の分もあるから食堂に行く必要はないよ」

「え、私の食事まで用意してくださったんですか？」

　サフェードは笑みを浮かべたまま頷く。

「もちろん。おいで、紅茶を淹れてあげるから。キミは蜂蜜を入れるのが好きだったな」

「はい、ありがとう、ございます」

　──こんな些細なことを覚えていてくれたなんて。

　ラトナはばれないように横を向きながら、緩む頬をそっと押さえた。









　なごやかな昼食時間が終わり、二人で再び採点に取りかかったその時。

「ん……？」

　ミラン・ケティーの回答用紙を手に取ったラトナは、ふと眉をひそめた。

「どうかしたか？」

　訝しげなサフェードの声。

　相変わらず、謎に密着されている。

「あ、いえ、ケティーくんが……」

　今回の試験は、カウムディー語で書かれた児童書の一部分を、自分の選んだ属性の聖霊語で書く、という少し変わった内容にしていた。

　ぱっと見ただけでも、ミランの正答率はかなり高い。

　それは素晴らしいのだが、なぜかところどころ一文字か二文字、赤鉛筆で書いている部分がある。

「……ミラン・ケティーがなにか？」

　サフェードの声が少し低くなった。その身に宿した呪いが封印されるまでは、ミランはサフェードにすら反抗的な態度を取っていたらしい。

　ゆえに、またなにか仕出かしたのでは、と警戒しているのだろう。

「ここ、文章の始まりや末尾にわざわざ赤の鉛筆で記入している箇所があるんです。彼は水の聖霊語で書いているのですが、どうして赤なのかな、と思いまして……。授業は真面目なケティーくんのことですから、決して悪戯ではないと思うんですが」

「確かにミランは意味のない行動を取る子でもない。そうだな、一度で訳しきれなかったところへの目印なんじゃないか？」

「目印……」

　確かに、その可能性はある。

　けれど、それなら線を引くとかもっと手間のかからない方法があるはずだ。だがミランは、わざわざ色を変えている。

「先生のおっしゃるように、彼は無意味な行動をしない。では、なにか意味がある……？」

　ラトナは首を傾げながら、赤く書かれた聖霊語を別の紙に書き出してみることにした。

「欲望、楽園、解放、目覚め、理性……？」

「繋げるとなにかの文章になるとか？　だったら面白いんだけどな」

　興味を持ったのか、サフェードが横から覗き込んでくる。

「そ、その可能性は高いですね」

　──頬がくっつきそうな距離。

　ラトナはいきなり動きを速め始めた心臓に気づかないふりをしながら、色の異なる単語を拾い、隠された謎を読み解いていく。

「……夜を迎える。うん、これで書き出しは終わり」

　白い紙の半分ほどを、聖霊語の単語や動詞が埋め尽くしている。

「でも、だからなんなの、という感じですね」

　これらを順番に読んでいっても、特に意味のある文章にはならない。

「バインガニー先生、この物語はどんな内容？」

　サフェードに訊かれ、ラトナはすぐに答える。

「〝翼の国〟の鍛冶屋の娘と〝獣の国〟の騎士のお話です。娘は国境付近で鍛冶屋を営む父親と暮らしているのですが、ある日傷だらけの騎士がお店に現れ剣を直してくれ、と言います。甲冑に刻まれた紋章は敵国である獣の国のもので、娘は断るものの父親が引き受けてしまうんです」

「……嫌な予感のする話だな」

　サフェードは顔を歪ませている。

「はい、途中までは本当に子供向けなのかな？　って思うくらいに重い展開なんですが、最後はハッピーエンドです。娘と騎士の視点が交互になっている構成になっていてそれぞれの気持ちもわかりやすいし、終章で二人のその後も書かれているし、すごく読者人気の高い児童書なんですよ」

「ふぅん。キミがそう言うなら、俺も読んでみようかな」

「私、本を持っているのでお貸ししましょうか？　結構分厚いので読みごたえが……」

　そこでラトナは言葉を止め、再び紙を見つめた。

「……これ、鍛冶屋の娘編と騎士編で交互に読んだらどうなるんだろう」

　ラトナは問題用紙に印刷された物語と照らし合わせながら、書き出した言葉を交互に読んでいく。

「欲望の解放。楽園の目覚め。真実の刃が理性を破壊し、紅色の夜を迎える」

　出来あがったのは意味があるようでないような、まるで詩のような文章。

「うーん、なんだろう。これであっているのかしら」

「単語というのは、無作為に組み合わせても案外意味が通じる文章になったりするからな。やっぱり目印だったのかもしれない。ミランのことだから、暗号でも隠しているのかと思ったんだが」

　サフェードはどこか残念そうにしている。その顔を見ながら、ラトナはふと考えた。

「……この詩を、水の聖霊語で読んでみましょうか」

　ミランは問題文ではなく、自身が書いた聖霊語の答えに赤鉛筆を使っている。それなら、言語そのものが魔力を持つ聖霊語で読みあげれば、なにかわかるかもしれない。

「では──」

　──ラトナは謎の〝詩のようなもの〟を水の聖霊語で読み上げた。

　瞬間、ラトナの紫の髪が舞い上がり、周囲の空気が変わる。

「な、なに……？」

　どこか圧のようなものを感じる空気。

　これは、魔法が発動した時に感じる感覚とよく似ている。

「アーダルシュ先生、これって……ひぁっ!?」

　首筋に、ぬるりとしたなにかが這う。思わず首を竦めた直後、ラトナは力強い腕に強く抱き締められた。

「え、え、なに!?」

「……可愛い、俺のラトナ。頼むから、もう俺から逃げないでくれ」

　首筋に音を立てながら、サフェードがむしゃぶりつくように吸いついている。

　先ほど首を這った〝なにか〟はサフェードの舌の感触だったのだ、とラトナはようやく気づいた。

「やっ、ちょっと、先生、待って……っ」

「サフェードと呼んで。まったく、キミは何度言ってもなかなか俺を名前で呼んでくれない。どうすればいい？　どうすれば、俺を名前で呼んでくれる？」

「先生、アーダルシュ先生！　一体どうなさったんですか!?」

　状況がまったく理解できない。ラトナは混乱しながらも、懸命にサフェードを押し返す。

　サフェードの青い目はとろんと蕩け、白目の部分が薄桃色に染まっている。

　それは、彼がなんらかの状態異常魔法にかかっていることを表していた。

「さっきの詩を音読したことが魔法詠唱になってしまったんだわ。ケティーくんったら、なんてことをしてくれたのかしら……！」

　とはいえ、ミランはおそらく魔法が他人に向かって発動するとは思ってもいなかったのだろう。単にラトナをからかいたかっただけに違いない。

「愛しているよ、ラトナ。ほら、俺の顔を見て」

　腹に巻きつく腕はますます強くなり、腰のあたりに硬いものが触れる。これは、早くどうにかしないといけない。

「もう、ケティーくんったらこういうところで妙な才能を発揮させないでよね……！　えぇっと、これはどの魔法なんだろう？」

　──魔法で人に性的興奮を起こさせるやり方はいくつかある。

　幻惑魔法の一種である〝魅了〟と〝惑乱〟。

　この二つをかけるか、強化魔法〝増幅〟で性的興奮を高めていく方法。

　だが惑乱と増幅は、基本的に相手が術者へ性欲を抱いてくれないとあまり意味を成さない。魅了も似たようなもので、欠片も好意も持っていない相手に魅了を使われても体調を崩すだけにとどまる。

　詩、つまり魔法文言を聖霊語で唱えたのはラトナだ。

　だから今回の場合ラトナが〝術者〟になるのだが、サフェードがラトナに欲情などするはずがない。

「ということは、惑乱と増幅ではなさそう。私のことを後輩として好意を持ってくれているとして、魅了ってとこかな。でも、こんなにぐいぐい来られると困る……」

　こうしている間にも、サフェードは頬やこめかみに熱い唇を押しつけてくる。

「アーダルシュ先生、しっかりして……ひゃうっ!?」

　サフェードの指が、ラトナのスカートの裾に触れた。

　そのまま、かつて劇場でされた時のように太腿をくすぐりながら脚の付け根のほうに上っていく。

　途端に蘇るのは、身体の奥深いところに感じる骨ばった指の感触と、背筋が震えるほどの快楽。

「俺に触れられるのは嫌？」

　耳元で切なく囁かれ、ラトナは弾かれたようにサフェードの顔を見つめた。

　嫌なわけがない。ずっと、触れられたかった。

「いいえ。いいえ、私は──」

　ラトナの両手がゆっくりと上がる。頭の片隅で、もう一人のラトナが青ざめながら懸命に叫んでいるのが見える。

　──待って、この先に進んでは駄目！　今の彼は正常じゃないのよ!?　また、同じことを繰り返すだけじゃない！

　だが、気づくとラトナはサフェードの整った顔を両手で挟むようにして触れていた。

　目の前の青い目には、泣きそうな顔の女が映っている。

　今のサフェードと同じく〝叶わない恋〟をしている哀れで滑稽な女。

「……触れるなら、もっと深いところまで触って」

　見下ろす瞳にさらなる熱が宿り始め、青の中心が濃い桃色に変化し始めた。性的興奮が相当高まっているのだろう。サフェードの呼吸がどんどん荒く速くなっていく。

「……いいよ。俺も、ずっとそうしたかった。今ならもう、なにも怖くはない」

　サフェードはラトナをひょいと抱き上げ、部屋の隅にある休憩用の長椅子にそっと横たえる。

「本当は俺の部屋か、ホテルのスイートルームが良かったんだが」

「場所なんて関係ないわ。肝心なのは相手が誰か、ということだけだもの」

　ラトナは微笑みながら、そっと瞼を下ろす。

　──完全に目が閉じる寸前。

　怒っているようにも、憐れんでいるようにも見えるなんともいえない表情を浮かべたもう一人のラトナと目が合った気がした。

「……俺もそう思う」

　待ちかねたように重ねられる唇と、性急に触れてくる両手。

　口の中で絡みつく舌に夢中になって応えながら、ラトナはつかの間の幸福に身を任せた。









　サフェードはベストを脱ぎネクタイを緩め、シャツを開はだけさせたままラトナに覆い被さった。

　ラトナは腕の間で、大きな紅玉色の目を潤ませながらこちらを見上げている。薄水色のレースの下着に、同色のストッキング。愛くるしい顔立ちに大人びたガーターベルト、という取り合わせが、冗談抜きで眩暈がしそうなほど可愛らしい。

「キミは肌が透けるように白いから、色の濃い下着が似合うと思う。濃青色のレースなんて特に似合いそうだ。今度、俺がプレゼントしようか？」

「い、いえ、そこまでしていただくわけには……」

　ラトナはふるふると首を振っている。

　ほんのついさっきまでは、首元にしがみついてくる彼女と情熱的に口づけを交わしていた。

　それなのに、服を脱がせる時に恥じらう姿があまりに愛らしく、わざとゆっくり時間をかけたせいで少し冷静さを取り戻してしまったらしい。

「すまないが今の俺にはあまり余裕というものがない。優しくすることに全力を捧げるつもりでいるが、本当に嫌な時は俺の腕を噛むか背中に爪をたてるかして教えて欲しい」

「は、はい、先輩……」

　ラトナは健気に頷きながら、華奢な手をそろそろと背中に回してきた。

　サフェードは思わず緩みそうになる頬を寸前で堪えた。

　無意識なのだろう、彼女は何度かこちらのことを『先輩』と呼んでいる。先ほどから記憶喪失設定がところどころブレていることに、まったく気づいていないらしい。

　そもそも、最初からなにもかもおかしかったのだ。

　高校時代の記憶がないと言い張るわりにはサーハス・バル教師を見る目には明らかな懐かしさが宿っていた。

　それに、気持ちを抑えきれずつい抱き締めてしまったあと、抵抗してきた彼女に対してこう聞いた時。

『本当に、俺のことを覚えていないのか？』

　この問いかけに対する彼女の返答にも違和感があった。

『えぇ、ぜんぜん、まったく！』

　本当に記憶を失っていたら、その空白の期間を知っているらしい人物を前にするとまず〝あなたは自分にとってどういった立場の人だったのか〟もしくは〝自分たちはどういう関係にあったのか〟と訊くのが普通ではないだろうか。

　それなのに彼女は、こちらのことには一切触れることなく、記憶を否定するところから始めた。

　そのあとの動きもはっきり言って不自然だった。なんとなく彼女の言動の不自然さが引っかかり、あえて教科棟のシュルー先生の専用室の前で待て、と言った。

　すると案の定、彼女は場所を確認することもなく大人しく頷いていた。

　教科棟へ行く機会があるのは大きな教材を使って授業をする高等部の時だけだが、大学部との間にあるため場所を知っていること自体はおかしくない。

　ただし高等部の記憶がないはずの彼女が、大学部生が入ることのない教科棟の中にある、シュルー先生の専用室の場所を知っているわけがないのだ。

「怖い？」

「いいえ、怖くないです……」

　そう言うものの、ラトナの身体は小刻みに震えている。

「……あの時なんか比べものにならないくらい、気持ち良くしてあげる」

「うぅ、はい……。で、でも、あまり激しくしないでください……」

　潤む宝石の瞳。興奮のあまり、口の中がカラカラに渇いている。

　答えるかわりに、華奢な背中に手を回し薄水色の下着の金具に指をかけた。

「……よく考えたら、白もいいな。俺の髪でキミを包み込んでいるように思える」

　逸る気持ちを抑えながら、ふっくらとした胸を覆う下着を噛んで咥え、横に放り投げる。

　無防備になった胸元を守るように伸ばされた手を押さえつけながら、ためらうことなく桃色の尖りを口に含んだ。

「ひぁっ、あっ」

　強く吸いあげながら、舌先を躍らせ先端をくすぐる。びくびくと弾む両脚の間に膝を捻じ込み脚を閉じようとするのを防ぎながら、両胸を交互に刺激していく。

「あ、んん……ッ、や、そこ、ばっかり……ッ」

　か細く啼く声。七年前はまだ喘ぎ声にも幼さがあったが、今は大人の女性の艶やかさが感じられる。

『恋人がいる』と言っていたが、嫉妬心は微塵も感じない。

　ラトナは気づいていないのだろうが、彼女から〝叶わない恋をしている相手〟について訊かれた時に答えた内容はすべてラトナのことを指している。

　嘘をつく時は口数が増えるし、下手な嘘が上手くいっていると思い込んでいる。

　今もそうだ。

　彼女はすでに〝恋人がいる設定〟を忘れてしまっている。

　それをわからせたくて、すっかり芯をもって硬くなった胸の先に軽く歯をたててみた。

「んぁ、あ……ッ」

　びくりと身体が跳ね上がり、白い喉が反らされる。

「……七年もお預けを食らった仕返しをしようと思ったのに、結局振り回されるのは俺のほうなのか」

　サフェードは苦笑を滲ませながら、陶器のように滑らかな肌へ舌を這わせる。そのまま片手を下腹部に向かって滑らせ、止まることなく下着の間に指をするりと潜りこませた。

　指で下生えをかき分けながら進んだ先は、すでに十分すぎるほど潤みきっている。

「まだ始まったばかりなのに相変わらず敏感だな。他の男に盗られなくて本当に良かった」

　濡れた水音をたてながら指で二度ほど割れ目を往復させ、たっぷりと蜜をまとった指を穴にずぷりと沈めた。

「あうぅっ！」

　ラトナは激しく身を捩る。

　だが、痛いわけではないのはわかった。

　焦点の合わない目。上気した頬。

　沈めた指が痛いほど締めつけられていることから、ラトナが軽い絶頂を何度も迎えていることがわかる。

　それなら、と指を回転させるようにして動かしひくつく襞を抉ると、背筋を反らして啼きながら脚の間からさらさらとした蜜を吹きこぼした。

「やだ、いや……ッ！　私、また、こんな……」

　ラトナは顔を歪め、涙をぽろぽろと零している。また、粗相をしたと勘違いしているのだろう。

「大丈夫、これはキミが上手に気持ち良くなっている証拠だから」

　ラトナは首を振り、半脱ぎのシャツにぎゅっとしがみついてくる。その健気な様子に、下半身が熱くなっていくのがわかる。

　庇護欲よりも強烈な征服欲をもよおす自分を内心で軽蔑しながら、すでに意味を成していない下着をガーターベルトから外しするすると脱がせ、愛しい〝元〟恋人を完全に生まれたままの姿にした。

　小麦色の肌色が多いカウムディー王国の民だが、ラトナはミルクのように白い肌をしている。乱れた紫の髪が胸元に張りつき、まるで夢のように美しい。

「……まるで陶磁器の人形みたいだ。あの頃、勇気を出せなかった自分に蹴りを入れてやりたいな」

　──ラトナを少々強引に恋人という立場に引っ張りこんだあと、すぐにでも抱いて自分のものにしたいと思っていた。けれど、ひとたび抱いたら一瞬たりとも側から離せなくなりそうで、そんな自分に怯え欲望から目を逸らすことを選んだ。

　ラトナはいつも、真剣な眼差しで授業を受けている。

　そんな彼女に軽い触れ合いを繰り返し、夜になると何度も己を慰めた。

　左手を濡らすどろりとした白濁。

　隣で澄ました顔をしながら講義をしている男が、夜には想像の中で自分を思うままに抱き潰し、挙句の果てにこんなものを吐き出していると知ったら彼女はきっと卒倒してしまうだろう。

　いや、それどころか軽蔑と恐怖の眼差しを向け、離れてしまうかもしれない。

　だからずっと我慢していた。

　それなのにラトナが去ったあとの妄想ときたら、今までのそれが可愛く思えるくらいにひどいものだった。

　加速していく狂気とも言える想い。だがサフェードは荒れ狂う感情を冷静に、そして慎重に飼いならしてきた。

　落ち着いて捕獲作戦を考え、方々に手を回し、こうやって待ち伏せをしてようやく手の中に落ちてきた彼女を捕まえることに成功をしたのだ。

「仮に記憶喪失が本当だったとしても、俺には関係ないんだよ」

　言葉の意味がわからないのか、上気した顔のままラトナが不思議そうな顔をしている。

　その無防備な顔。愛おしいのに、どこか憎らしくも感じる。

「ラトナ、俺をここまでおかしくさせた責任は取ってもらうからな。逃れようなんて、思わないほうがいい」

　下半身は先ほどから背広スーツのスラックスを押し上げ、大きく盛り上がっている。

　サフェードは力の抜けたラトナの太腿を抱え直し、手早くベルトを外すと痛いほど勃起した己の分身を濡れた割れ目に押し当てた。

「あ……っ」

　軽く押しこんだだけで、ラトナの身体がびくりと震える。

「怖がらないで。絶対に痛くないようにすると断言はできないが、キミが気持ち良くなるように努力するから」

　ほんの少し挿入しただけなのに、ラトナの中がひどく狭いのがわかる。

　恋人がいる、というのが嘘だという自信はあったが、こうしてわかる形で示されたことでやっと安心できた気がした。

　サフェードはラトナにそっと口づけをした。なだめる目的もあったが、一番は完全に屹立した己のものから視線を逸らすためだ。

「さすがにきついな。自分で言うことではないかもしれないが、俺のコレはキミには少々大きすぎるかもしれない。怖がらせたくはないんだが」

　ラトナは一瞬きょとんとしたあと、すぐにふわりと笑みを浮かべた。

「先輩のこと、怖いなんて一度も思ったことない……」

「……っ、キミは、ずいぶんと悪い子になったな」

　可愛らしい言葉に背を押されるように、さらに奥へと腰を進める。途端に、痺れるような快楽が下半身を貫いた。ラトナの体内は想像よりもずっと温かく、締めあげるようにして吸いついてくる。

　落ち着け、という心の声はどこかへ吹き飛び、気づくと奥まで一気に突き上げていた。

「んぁっ、あっ！　や、お腹、苦し……」

　ラトナは顔を歪めながら喘いでいる。苦しめるつもりはなかったが、処女だということを差し引いても彼女は非常に華奢だ。自分とは圧倒的に体格が違う。

「あ、あ、んん……ッ」

　視線を落とすと、とろとろと蜜を吐き出していた割れ目はいっそ健気なほどに伸びて広がっている。

　胸が痛まないでもないが、あまりにも心地良い締めつけに、腰の動きを止めることができない。

「あっ、ひ、あぁぁ……ッ！」

　粘ついた水音と、肉を打つ軽い音。

　その合間に聞こえる悲鳴に、段々と艶が混じり始める。

「気持ち良く、なってきた？」

　発した自分の声を聞いたサフェードは、肩を竦めて小さく笑った。完全に声が掠れている。おそらく、興奮が過度になっているせいだろう。

「ん、あっ、奥、奥突いちゃ、だめ……っ」

「あぁ、奥をもっと突いて欲しい？　いいよ、こう？」

　腰を捻り、ぐり、と奥の奥を突く。

「ひあぁぁッ！　あ、ち、ちが……ッ」

　断続的に飛沫を吹きあげながら、ラトナは全身を痙攣させる。

　白い肌は薄桃色に染まり、ラトナが感じている快楽を目に見える形で表していた。

「ミランに、感謝しないと、いけないな」

　がつがつと腰を振りながら、この事態を引き起こすきっかけを作った教え子の顔を思い浮かべる。

　──ミラン・ケティーが己を蝕む呪いの仕組みに気づき、それを封印してくれたラトナに並々ならぬ思いを抱いていることには早い段階から気づいていた。

　もちろん、相手が子供だから、と油断するサフェードではない。

　ラトナにバレないよう細心の注意を払いながら、それとなくミランを牽制する日々を送っていた。その甲斐あってか、ここのところは大人しくしていると思っていたのに。

「あぅっ、だめ、もう、私、せんぱい……っ」

「俺も、限界、だな。おいで、ラトナ」

　ラトナを貫いたまま、腰を抱いて上体を起こす。

　そして背中に手を回し、向かい合わせになるようにしっかりと支えた。

「んぁ、あっ、これ、深い……」

「中がうねって絡みついてくる。可愛いな、もしかしてずっと達していたのか？」

　涙目で首を振るラトナを浮き上がらないよう強く抱き締め、下から激しく突き上げる。

　──ミランの謎めいた行動が、なにかしらの魔法を発動させようとしているのだろうということにはなんとなく予測がついていた。

　これまでも似たような悪戯を仕掛けてきたことがあり、そのためしばらく様子を見ていた。

　しかしラトナが解読した魔法の種類が〝魅了〟や〝惑乱〟でもなければ〝増幅〟でもなく〝解放〟であることに気づいた瞬間、サフェードはミランの悪戯にあえて乗ることを選択した。

〝解放〟は状態変化魔法であることに変わりはないが、攻撃性があるものではない。

　文字どおり心の扉を開くきっかけを与え、隠された本心を引き出してくれる。

　これはそれほど難しい魔法ではないが、専門ではないミランが組んだ魔法式ならば術者であるラトナにもかかってしまうだろう、と踏んだのだ。

　果たしてその予想は正しく、わざと心の防御をしなかったサフェードとともにラトナも魔法にかかってしまった。

「ここがいい？　こっちは？　ここを突くとすごく締まるな、そんなに気持ちいい？」

　言葉と身体。両方を駆使しながら、可愛い恋人を啼かせることに全力を注ぐ。

「～～ッ！」

　ラトナは声にならない悲鳴をあげながら、折れそうなほど背を反らせた。

　同時に、急速な射精感が込み上げてくる。

「う、く……っ！」

　勢いよく最奥を突いた直後、下半身がぶるりと震えた。そのまま、ラトナの体内に欲望の白を吐き出していく。

「はぁ、う、せんぱ、い……」

　肩で息をしながら、ラトナはがくりと力を抜いた。サフェードが膣内に射精したことに気づいていないのだろう。

　それについてなにも言うことなく、無邪気に頬をすり寄せている。

　ラトナも今は忘我の極致にいる。いずれ、冷静になるとそれがなにを意味するのかわかってくれるだろうが、さすがに彼女の夢を早々に潰すわけにはいかない。

「愛しているよ、俺の宝石」

　臍の周りを指でくるくる撫でると、ラトナは両目をはっと見開きやがてふいっと横を向いた。照れているのだろう、と不器用な恋人を微笑ましく思う。

　ミランの企みを利用した形にはなってしまったが、ラトナと再び深い仲に戻れたのは本当に嬉しい。

「ごめんなさい、先生……」

　ラトナはうつむき、小さな声で呟いている。

「なぜ謝る？　キミはなにも悪くないよ。それで言うなら、悪いのは俺だ」

「違います……だって、先生は……」

「まったく、キミはなかなか俺を名前で呼んでくれないな。さすがに学院内で求めるつもりはないが、せめて二人きりの時はサフェード、と呼んでくれないか」

　盛大な溜め息を吐きながら、ラトナの顎をつかんで上向かせる。

　そして唇を重ねようと顔を近づけた次の瞬間、ラトナが両手を伸ばして口づけを拒む素振りを見せた。

「だ、だめです、これ以上は……」

　ここで拒まれる意味がわからず、サフェードは眉をひそめる。だがその時、机の上に置いてある置き時計が目に入った。

「あぁ、確かにこのままだと採点時間がなくなってしまうな。名残惜しいが、仕方がない」

「……はい。そうです、先生。急いで着替えるので、その、後ろを向いていていただけると助かります」

「そうか。うん、わかった」

　裸なら今しがた見たばかりだから恥ずかしがらなくてもいいのに。そう思いながらも、ラトナの気持ちを優先し大人しく後ろを向く。

　──この時サフェードは、ラトナをようやく抱くことができた喜びに浮かれ、肝心なことをすっかり忘れてしまっていた。

　ラトナが急に別れを告げてきた理由も、記憶喪失を装ってまで自分から距離を取ろうとした心情も、まるで考えようとしていなかった。






　自分は大切にしていた恋人に去られ、心に傷を負ったと思っていた。

　その恋人を誰よりも傷つけていたのは他ならぬ自分自身だったということに、気づこうともしていなかったのだ。









「皆さん、準備はできましたか？　万が一のことを考えて魔力制御を組み込んでいますから、制服から校章は絶対に外さないでくださいね」

　ラトナとサフェード、そして特別クラスの生徒たちは現在船上にいる。

　本日、騎士大学校にて開催される『魔法と物理の祭典』に参加するためだ。

　今はミラン・ケティー含む数人の生徒と、甲板の上で細かい打ち合わせと指示をしている最中なのだ。

「ミラン、実戦形式の模擬戦に参加するのはお前だけだからな。魔法式の確認をしておくように」

「はい、アーダルシュ先生。任せてください」

　ミランはサフェードの指示に殊勝な顔で頷いている。

　なおも話し込む二人の姿をしばらく見つめたあと、ラトナはふっと視線を落とした。

　胸の内は、あの日からずっと後悔と自己嫌悪に塗れている。

　──ラトナはサフェードが状態異常魔法にかかってしまったのをいいことに、気持ちを抑えきれず教員室で迫ってしまった。

　ずっと求めていた温もりに包まれ、舞い上がってしまったのだと思う。

　甘えながら引き締まった身体を欲しがり、みっともなく泣き喘いでは両の脚を背に絡め、はしたなく腰を振った。

　絶頂を迎えた瞬間、快楽よりも幸福感のほうが強かった。けれど、全身を満たす快楽が静まり始めるとともに、段々と後悔の念が強まり始めた。

『愛しているよ、俺の宝石』

　カウムディー語の〝宝石ラトナ〟からつけられた自分の名前。その名前を呼ばれた瞬間、ラトナは一気に我に返った。

　サフェードのこの言葉は、魔法にかかっているせいだ。

　決して本心ではない。

　それなのにあれからもずっとサフェードは優しいままだ。二人きりの時は名前を呼び、隙を見計らっては抱き締めたりキスしたりしてくる。

　先日の休校日には美術館に出かけるというデートまがいのことをして、夜はサフェードが予約していた王室御用達のホテルに一泊した。

　そしてはじめて目にするサフェードの引き締まった裸体に見惚れ、たっぷりと時間をかけて抱かれた。

　魔法の効果はとっくに切れているはずだが、かかっていた時の記憶が消えるわけではない。

　うっかりラトナを抱いてしまったものの、自ら身体を開いたラトナを再びいい遊び相手にするつもりなのだろうか。いや、ひょっとしたら想う女性の身代わりなのかもしれない。

「バインガニー先生」

　船酔いすら忘れるほどの物思いに耽っていたラトナの前に、いつの間にかミランが立っていた。

　ラトナは慌てて笑顔を浮かべ、長身の生徒を見上げる。

「ケティーくん、どうしました？」

　ミランの表情はどこか硬い。

　この子はどんな実技試験でも緊張する素振りすら見せないのに、とラトナは少し驚く。

「……アーダルシュ先生となにかあった？」

「え……っ!?」

　思いもよらない言葉に、思わず両手で口元を押さえた。それを見たミランは、ますます強張った顔になっていく。

「ラトナちゃん、僕の悪戯に気づいたでしょ？　誤魔化しても無駄だよ、返ってきた試験用紙に魔法の発動痕跡があったから」

　動揺しているのか、急に名前呼びになっている。やはりミランの仕業だったか、と、ラトナは小さく溜め息を吐いた。

「僕、アーダルシュ先生がラトナちゃんに向ける目がなんか他の先生と違うよな、っていうことにはすぐ気がついたんだ。でもアーダルシュ先生は引くくらいモテるし、ラトナちゃんが遊ばれたら困るだろ？　だからさりげなく見張っていたんだけど、そうこうしているうちにあれ？　ラトナちゃんもなんか変じゃない？　って思うようになったんだよね」

「あ、えっと、それは……」

　──言葉が続かない。

　ミランには薄々感づかれているのだろうとは思っていたが、まさかここまで見抜かれるほど駄々洩れだったのか、と今すぐ消えてしまいたくなる。

「それなのに、二人とも行動を起こしている素振りはない。見ているこっちはイライラする。だから魔法の力でお互い素直になったらいいんじゃないかって考えた。アーダルシュ先生はここのところずっと機嫌がいいから上手くいったのかと安心していたら、なんかラトナちゃんの顔は暗い。だから僕、もしかして余計なことをしたんじゃないかって──」

「……ミラン」

　ひたすら狼狽えるラトナの横から、低い声が聞こえた。

　目線を移動させると、不機嫌な顔を隠しもしないサフェードが腕組みをして立っている。

「もうそろそろ船が港に着く。みんなはもう席に戻ったから、お前も早く行け」

「はい、先生」

「それと、教師を気安く名前で呼ぶな。次にやったらどうなるかわかっているんだろうな」

　驚くほど冷たい物言いに、ラトナはぎょっとした顔でサフェードを見つめた。

「うわぁ、聞こえていたんだ……。すみません、アーダルシュ先生。もう二度と、絶対にバインガニー先生を名前で呼んだりしませんから」

　ミランはどこか引き攣った笑みを浮かべながら、急ぎ足でその場を去っていく。

　取り残されたラトナは、サフェードに向かって取り繕った笑顔を向けた。

　直前に聞いたミランの話のせいで、なんとなく顔を真っ直ぐ合わせるのが気まずい。

「キミも、生徒に名前なんて呼ばせないでくれ」

　はっきりと怒りを感じさせる声音。

「いえ、あの、彼は別に私をからかうつもりで言っているわけではないので……」

　ラトナは慌てて言い訳をする。

「そんなことはわかっているよ。俺はただ、キミの名前を俺以外が気安く呼ぶのが嫌なだけだ」

　サフェードは腕を伸ばし、ラトナの頬をするりと撫でた。

　ラトナが抵抗しないのをいいことに、指は唇をなぞりながら下に滑り降り、まるで猫にするかのように顎の下を軽くくすぐる。

「ん……っ」

　明らかに性的なものを含んだ動きに、身体が勝手に反応していく。

　ラトナは己を恥じると同時に、段々と怒りがこみ上げてくるのを感じていた。

「……っ、やめてください！」

　怒りの衝動のまま、サフェードの手を全力ではたき落とす。まずい、と頭の片隅で思わないでもなかったが、すでにしてしまったことはもうどうしようもない。

「ラトナ……？　どうかした？」

　サフェードは一瞬で蒼白になり、見たこともないほど狼狽えている。

　その反応に違和感を覚えるも、喉のすぐそこまでせり上がってきた言葉を止めることができない。

「わ、私が卑怯だったのは謝ります！　自分が救われるために、魔法で錯乱していた先生を利用しました。でも、信じてもらえないかもしれないけど、私は先生の幸せを一番に願っています、本当です！　だから、もう私を惑わせないで……！」

「魔法で錯乱!?　ちょっと待ってくれラトナ、一体なんの話なんだ」

　端正な顔に、今度は困惑の表情が浮かんだ。

「この前の、ケティーくんのアレです。先生はそのせいで私に好意を持っていると勘違いして、私の求めに応えてくれました。でも、魔法の効果はとっくに切れているはずです！　それなのに先生は、また私に優しくする！　もう、これ以上振り回されたくない！」

「な……っ、俺は勘違いなんかしていないし振り回してもいない！　俺はずっとキミのことだけを──」

「嘘つき！」

　──ついに言ってしまった。

　婚約者カーラ・サングルシュが現れてからずっと、言いたくても言えなかった言葉。

　本当は、婚約者がいるのに交際を申し込んできた男の襟首をつかんで揺さぶり、馬鹿にするなと罵ってやりたかった。

　それでも愛されていなかったことを認めるのが怖くて悔しくて、『身分が違う』と己に言い聞かせて逃げた。

　本当はちゃんとわかっている。

　ラトナはサフェードから逃げたのではない。逃げたのは、自分の本心からだ。

　その不誠実な対応のつけがこの重たい未練で、引きずったままであるにもかかわらず『彼の幸せが私の幸せ』と偽善ぶって本当の心を誤魔化した。

　結局ラトナは七年間、ただ無様に逃げ回り無駄に強がって生きてきただけだったのだ。

「……ごめんなさい、アーダルシュ先生。言葉が過ぎました。私、少し向こうで頭を冷やしてきます」

　それだけ言い、ラトナはその場から立ち去った。

　サフェードは特になにも言ってはこないし、追ってもこなかった。

　後悔はないが、これで良かったとも思えない。

「もう、なにをやっているんだろう、私……」

　せっかく夢を叶え母校で教師になったというのに、こんなにも恋愛事で振り回されている。これでは一生懸命やっている生徒たちに、顔向けができない。

「……駄目。ちゃんとしなきゃ」

　一度は愛から逃げてしまったが、夢からは絶対に逃げたくない。

　そのためにはサフェードときちんと話し合い、過去と完全に決別する。

　今度こそ、逃げるわけにはいかない。ラトナはそう心に決めた。

















第五章・解けた呪縛












「さすが、観客の数がすごいわ」

「今回は騎士大学校での開催だからな」

　──『魔法と物理の祭典』は三年に一回、騎士大学校と魔法学院が交互に開催することになっている。

　魔法学院での開催の場合は基本的に観客を入れない。

　だが騎士大学校は家族以外の一般客も観覧することができる。

　今は広大な競技場の中央で、体格のいい騎士候補生たちが剣舞を披露している。

　候補生が剣を振るたびに周囲から黄色い声援が飛び交い、中には花や贈り物と思しき小箱を投げ込む女性もいた。

「ふふ、いいなぁ、この雰囲気。なんだか楽しくなってきます。アーダルシュ先生も高等部生の時に出席されたんですか？」

「いや、出ていない。ちょうど同じ日に、一族会議が入っていたから」

「あら残念。あ、この次はケティーくんの出番ですよ」

「……あぁ、そうだな」

　サフェードは無表情のまま頷いている。

　──下船し、騎士大学校の教師陣と挨拶をする直前。

　ラトナはサフェードに素早く近寄り『先ほどは大変失礼をいたしました。祭典が終わったら、少しお時間いただいてもよろしいでしょうか。お話をさせていただきたいので』と囁いた。

　そう一方的に告げすぐにその場を離れたため、彼の表情は見ていない。

　それなのに、こうして何事もなかったかのように話しかけるラトナに対してごく普通に接してくれる。いつまでも成長しない自分と違い、どこまでも大人な彼に今はただ感謝しかない。

「魔法と物理。どちらが不利でどちらが有利、というものではないですが、ケティーくんなら頑張ってくれると思います。……あ」

「ん？　どうした？」

「相手の騎士候補生。カマラ・サンギートはかつての教え子なんですが、頭一つ抜きんでて優秀な子です。そもそも魔法学校に行ってもおかしくないくらいに魔力が高くて、騎士大学校初の魔法騎士になるのではないかと期待されているんです。これはケティーくんも苦戦するかもしれません」

　高い位置で結ばれた艶のある黒髪に燃えるような紅色の目。美しい白銀の突撃槍を持ち、凛々しい顔つきで馬に乗っている女生徒をラトナは誇らしげに見つめる。

「……なるほど。だがどうやら苦戦はしなさそうだな」

「ケティーくんの圧勝、ということですか？　私としては、かなりいい勝負になると思います。もちろん、最終的に勝つのはこっちですけど」

　ラトナはサフェードに不満げな視線を向けた。

　かつての教え子ももちろん可愛いが、今のラトナはミランの副担任だ。自校の生徒を信じ応援するのは当然だと思う。

「いいや、残念だが、この試合は魔法学院うちの負けだ」

「え!?　いえ、ケティーくんだってすごく優秀──」

　ラトナはそこで言葉を止めた。

「……先生のおっしゃるとおりかもしれません」

　サフェードは呆れたように額を押さえている。見ると、ミランは口をぽかんと開け、真っ赤な顔で馬上のカマラを食い入るように見つめていた。

「恋の勝負も厳しそうだな。ざっと見ただけで彼女に熱い視線を送っている男子生徒が四人もいる」

「そこは自分でなんとかしてもらうしかないですね」

「家柄はミランが断トツで上なんだが」

「騎士大学校ここの子たちは立ちはだかる障害は自ら切り払い前に進む、が信条ですからそうそう負けないと思いますよ？」

「それは手ごわいな」

　サフェードは大袈裟な動きで肩を竦めた。

　ラトナはくすくすと笑う。二人の間に流れる、穏やかな空気。

　──大丈夫。

　あの時の怒りと苦しさはきちんと口にする。彼は不愉快に思うかもしれないが、冷静に気持ちを伝えて話し合えば、きっと普通の先輩と後輩に戻れる。

「あ、ケティーくん、我に返ったみたいですよ」

　笑い合う二人の前で、ミランが魔導書を片手に魔法を展開し始めた。それと同時に、カマラも得意の突撃槍を構えている。

　一段と沸きあがる会場。その熱気に、段々と高揚感が増してくる。

　ラトナは教え子同士の対戦を、息をつめて見守っていた。









　二人の模擬戦は、双方の善戦により予想以上に長引いた。

　時計を見ると、試合開始から実に四十分以上経過している。

「さすが、互いに譲らないですね。でも、そろそろ止めないと疲労が心配です」

「いや、大丈夫だ。もう決着がつく」

　サフェードの言う通り、右腕を振りかざしたミランの風魔法が突撃槍に直撃した。槍はカマラの手から離れて回転しながら地を滑っていく。

「わ、本当だ。カマラが武器を落としたから、ケティーくんの勝ちですね」

　よほどの衝撃だったのか、カマラは馬上で痛そうに手を振っている。

　ミランも片膝をつき、肩で大きく息をしていた。しかし、魔導書は右手にしっかりと握られている。

「二人ともすごいわ！」

　ラトナは歓声に合わせ手を叩いて喜んだ。ミランはかすかに笑みを浮かべながらも、疲労困憊といった様子で立ち上がることができない。

「さすがのケティーくんも疲れているみたいですね。私、ちょっと行ってきます」

　肩を貸してあげよう、と駆け出した直後、横からカマラの悲鳴が聞こえた。

「危ない！　バインガニー先生！」

「え、な、なに？」

　反射的に立ち止まり、周囲を見渡したラトナはそこで信じられないものを目にした。

　先ほどミランが放った風魔法が銀の光を帯びながら、真っ直ぐこちらに向かってくる。

「ど、どうして!?」

　──銀の光は聖なる力。けれどミランは聖魔法を使ってはいない。それならば、なぜ。

「あ、カマラの槍……！」

　ラトナは視線を足元にずらした。

　やはりというか、そこにはカマラの槍が転がっていた。

　白銀に煌めいていたはずの突撃槍。今はどこか色を失ったように見える。

　おそらく、槍には試合前に聖属性の防御魔法が付与されていた。それがミランの風魔法を受け一度は弾かれたものの、ミランの強い魔力を吸収しその力を借りて再び槍に宿ろうとしているのだろう。

　そしてラトナは、その直線上にいる。

「やだ、大変……！」

　とっさに防御魔法を展開しようとするも、到底間に合う時間ではない。

　だがその時、呆然と立ち竦むラトナの前に広い背中が立ちはだかった。

「せ、先輩!?」

　──サフェードは焦る素振りすら見せず、優雅な動きで左の手の平を上に向けた。

　いつの間に魔力を練り上げたのか、左手の上には内部に雷いかずちが渦巻く巨大な氷の盾が浮いている。

「すごい、なんて綺麗なの」

　危機的状況にも関わらず、ラトナは思わず感嘆の声を上げた。

　はじめて見た時から変わらない、サフェードの見事な複合魔法。その盾に、聖魔力を纏った風魔法が激突した。

「きゃあぁっ！」

　聖なる力が氷の表面を走り、強固な盾に小さなひびを入れていく。ラトナは目を見張った。サフェードが生み出した盾に傷をつけるほどの魔力を使った付与魔法。

「先輩、私もお手伝いを……！」

「いいや、大丈夫だ。俺を信じて」

　優しく、穏やかな声。ラトナの心から、恐怖と不安が瞬く間に消えていく。サフェードは右手の指をぱちんと鳴らした。

　次の瞬間、氷盾が内側から砕け中から雷の蛇が飛び出してきた。青白い蛇は顎を限界まで開け、襲い来る風魔法を飲みこむ。

　そして蛇は腹部を大きく波打たせたかと思うと、飲みこんだ魔法とともに周囲へ光をまき散らしながら霧散した。

　周囲は静まり返り、観客の誰もが星屑のようにきらきらと光り消えていく魔法に釘付けになっている。

　最後の光が消えた次の瞬間、会場は割れんばかりの歓声と拍手に包まれた。

「大丈夫か？」

　サフェードはラトナに近寄り、心配そうに背中を撫でてくれた。

「は、はい、ありがとうございます、先輩。やっぱり、先輩はすごい……」

　ラトナは大歓声よりも危機を脱した安堵よりも、ただサフェードが放った魔法の素晴らしさに心を奪われていた。

　──まず雷撃魔法で蛇を作り、次に氷凍魔法でそれを覆う。

　そして氷の盾に変化させ、盾が破られると判断したとたん素早く盾を破壊し予備策の雷蛇に魔法を食わせる。

　これほどまでに複雑な魔法を使用しながら、サフェードは涼しい顔をしている。

「それにしても、生徒の武器に戦闘用と同じくらい強力な聖魔法を付与するとは、騎士大学校の先生方はよほどあの女生徒に期待をしているみたいだな」

「……あとで同期に抗議しておきます。向こうの先生たちはすぐ熱くなるんです。大体、試合時間も長すぎました。ギリギリまで止めないんですもの。生徒の消耗をもっと考えて欲しいです」

　サフェードは苦笑を浮かべながら、ラトナの肩をぽんと叩いた。

「バインガニー先生、俺がミランを連れていくから、少し医療室で休ませてもらえるよう手配してくれないか？　かなり疲れているようだし、今すぐ帰るのは無理そうだ」

「はい、わかりました」

　サフェードは頷き、いまだ満足に動けないミランの元に向かう。

　ラトナは周囲を見渡し、近くにいた警備係の腕章をつけた生徒に声をかけた。

「あの、ちょっといいかしら。今、模擬戦を終えたうちの生徒を医療室で休ませたいのだけど、先生に許可をもらってくれる？」

「許可を得る必要はありません。すぐ医療室にお連れします」

　警備をしていた騎士候補生は数人の仲間に声をかけながら、試合場の中央に向かって駈け出していく。

「うん、さすが騎士。まだ学生とはいえ、状況判断力がすごいわ」

　感心しながら、ミランの様子をうかがう。顔色は少々悪いが、サフェードの声かけに対し答える気力はあるようだった。

「ここはアーダルシュ先生に任せて、みんなのところに戻らなきゃ」

　三十分ほどの休憩を挟んだあとは、表彰式と親睦会が控えている。

　魔法学院側の席に急ぎながら、ラトナはふと観客席に目を向けた。

　ほぼ満員の客席。

　歩きながらなんとなく眺めているうちに、客席のある一点で視線が止まった。観客の中に、見知った顔があった。

「カーラ、さま……？」

　気のせいかもしれない、と目を凝らして観客席を見つめる。

　猫のようなつり目に、気の強そうな美貌。風に揺れる黄金の髪。

　髪は以前のように長くもなく縦巻きにもなっていないが、それは正しくカーラ・サングルシュだった。

「あの場所は騎士大学校の関係者席……。どなたかお知り合いでもいらっしゃるのかしら」

　カーラはつまらなそうな顔をしながら、鞄の中から手鏡を取り出し耳飾りの位置を直している。

「あれ、ひょっとしてカーラさまは今いらしたのかな」

　最初からいたのだとしたら、先ほどあれだけ注目を浴びていたサフェードに気づかないはずがない。

　それはそれで面倒なことにならなくて良かったのかも、と思いつつ見つめていると、カーラが誰かに呼ばれたのか急に後ろを振り返った。

　その先では、黒髪の中年女性に抱かれた金髪の小さな女の子が雲のような綿飴の棒を握っている。

　レースをふんだんに使ったドレスをまとい、胸元のリボンをブローチで留めた幼女は顔立ちこそ愛くるしいが、どこか顔色が悪くひどく痩せていた。

　幼女を抱く女性は家紋が刺繍されたエプロンを身に着けている。仕えている屋敷の家紋つきのエプロンを着けているということは、彼女は幼女の乳母なのだろう。

「じゃあ、あの女の子は……」

　──おそらく、カーラの娘。

　そしてよくよく見ると、カーラの横には豪奢な造りの大きな籠が置いてあった。

　柔らかそうな布がかかったそれは赤ちゃん用のものだ。かけられている布の間から小さな手が見える。

　ぷくぷくとした、可愛らしい手。

「カーラさま、お子さまが二人もいらっしゃるのね」

　しかし、乳母のエプロンの家紋はアーダルシュ家のものではないし、他の公爵家のものでもない。

　公爵家の家紋には、どの家でも色んな形で必ずどこかに蓮の花が入っている。けれど、エプロンの刺繍に蓮の花は見当たらない。

　カーラはやはり、なにかしらの理由でサフェードと破局し、その後に他の貴族家に嫁いだのだろう。

　と、いうことは。

「……なんだ。先輩はまだ、カーラさまのことがお好きなのね」

　彼の言っていた〝叶わない恋〟。

　人妻になってしまったカーラへの想い。

「なによ。それならそれで、はっきり言ってくれればいいのに」

　カーラは娘の持つ綿飴を見て顔をしかめ、乳母と思しき女性になにやら文句を言っている。だが乳母はカーラの物言いにも怯むことなく、むしろ尊大とも言える態度で幼女を抱いたまま、赤ん坊が眠る籠の隣にどかりと座った。

「なんだか豪快な乳母さんね。……ん？」

　乳母に抱かれている幼女のドレスにつけられているブローチ。その中心に青く光るなにかが見える。

「あれって、もしかして……！」

　ラトナはそっと観客席に近づき、ブローチを確認した。

　光っているのは、大粒のサファイア。

　──サフェードの瞳のように澄んだ美しい濃青。間違いない。彼に贈られ、カーラに奪い返されたあのネックレスが、ブローチに姿を変え幼女の胸元を飾っている。

「ど、どうして……？」

　あの宝石は、アーダルシュ家に代々伝わるもののはずだ。

　サフェードと破局したのなら、それは返却されていないとおかしい。

「あ、だから先輩はネックレスを探していたの？　ん？　どういうこと？」

　サフェードの許されざる想い人がカーラだとしたら、ネックレスがそのままになっていてもおかしくはない。

　けれど、サフェードはあきらかにネックレスの行方を把握していなかった。

「一体、どういうことなの？」

　状況が理解できないまま、ただぼんやりとカーラを見つめる。

　と、視線に気づいたのかカーラがこちらに顔を向けた。

「わ、まずい」

　咄嗟に顔を逸らそうとしたものの、カーラとばっちり目が合ってしまった。無視するわけにもいかず、仕方なく軽く会釈をする。

　カーラはひどく驚いた顔をしていた。

　その両目に段々と怒りが宿るのが見え、今度はラトナが驚く。

「……カーラさま、なんで怒っているの？」

　学生時代、忠告を受けてすぐにサフェードとは別れた。

　今回、同じ学校で働くことになったのは不可抗力だし、その後のあれこれはカーラには知られていないはず。ここで睨まれる意味がわからない。

　戸惑い、立ち竦むラトナのもとに荒々しく席を立ち上がったカーラが向かってくる。

「え、嘘、どうしよう」

　ラトナは逃げ出すこともできず、ただおろおろとする。そんなラトナに駆け寄ったカーラは開口一番、怒声を浴びせてきた。

「あなた！　ラトナ・バインガニー！　あなたがサフェードさまに告げ口をしたせいで、アーダルシュ家に圧力をかけられてしまったじゃない！　おかげで冴えない伯爵家に嫁ぐ羽目になったわ！」

　ラトナは慌てて反論をした。

「い、いえ、私はなにも言っていません！　カーラさまのご命令どおり、私はすぐに身を引かせていただいております。そのあとは先輩と一切お話ししていません、本当です！」

「どうしてわたくしがこんな目にあわなくてはならないのよ！　夫がこんなどうでもいい行事に出資しているせいで見物を強要されるし、サフェードさまと結婚していればこんなことにはならなかったわ！」

　怒りが収まらないのか、カーラは親指の爪をギリギリと噛んでいる。

　ラトナはそんなカーラをきっと睨みつけた。

「……どうでもいい行事？」

「そうよ。こんなの、ただのお遊戯会じゃないの。こんなことにお金を使うのだったら、わたくしに宝石の一つでも買ってくれればいいのに」

　カーラは左手を空にかざした。薬指には、美しく繊細な造りの金の指輪がはまっている。

　光に煌めくその黄金は、カーラの髪色と非常に似通っていた。

「あなたは可哀そうな人だわ」

「……なんですって？」

　ラトナは溜め息を吐いた。

「それはともかく、生徒たちに謝ってください。彼らは毎日一生懸命勉学に励み、そして三年に一回この『魔法と物理の祭典』でその成果を発表するんです。でも、全員が出られるわけじゃない。だからこそ選ばれた生徒は代表の誇りを胸に他の生徒なかまの分も頑張るんです。それを、ただのお遊戯会だなんて許せない」

　カーラは顔を歪めた。

「な、なによ。わたくしに謝れだなんて、どの口が言うの？　たかが庶民のくせして図々しい」

「……図々しいのはどっちだ」

　背後から聞こえる、地を這うような低い声。

　ラトナは弾かれたように後ろを振り返った。

　すぐ後ろに、サフェードが無表情で立っている。

「サフェードさま……！」

　カーラはなぜか青ざめながら、一歩後ろに下がった。

「俺は貴女に名を呼ぶ許可を与えてはいないが？」

「も、申し訳ございません、アーダルシュ公爵」

　サフェードの表情は変わらない。だが、カーラを見据える青い目には激しい怒りが宿っている。その圧倒的な威圧感に、ラトナは声を発することすらできない。

「色々と気になる話が聞こえたが、ひとまずそれは置いておこう。ところで、あちらの観客席に乳母とともにいるのは貴女のご息女か？」

「は、はい。さようでございます」

「ずいぶんと顔色が悪い。おまけにひどく痩せている。籠の中で眠る赤ん坊はとても健康そうなのに」

　ラトナもそれは気になっていた。

　少しだけ見えた赤ん坊の手はぷっくりとしていて愛らしいのに、金髪の幼女からは子供らしいみずみずしさを一切感じない。

「ご、誤解なさらないでください、公爵！　わたくしは娘を差別して育てたりはしておりません！　赤ん坊の時は息子と同じようにふっくらとしておりました。それが、二歳の誕生日から原因不明の病に罹ってしまい……！」

　カーラは必死で弁明している。

　その言葉に嘘はなさそうで、ラトナはほっと胸を撫で下ろした。

　一瞬、食事を満足に与えられていないのでは、と考えてしまったからだ。

　だが、サフェードの次の言葉はカーラだけではなくラトナをも仰天させた。

「原因はわかっている。我が家の宝石を盗み、勝手に作り変えたあげくそれを恥ずかしげもなく娘につけているからだ」

「え!?　宝石のせい!?」

　ラトナは思わず声をあげた。

「あのサファイアは、単に代々受け継がれてきた宝石ものというわけじゃない。心から愛する相手に自分の魔力を籠めて贈るものだ。だから俺は、俺が選んだ相手以外が身に着けると生命力がじわじわと削られていくようにしておいた」

「せ、生命力が削られていく!?」

　カーラの顔色は、蒼白を通り越し真っ白になっている。

「俺はまだ優しいほうだと思うぞ？　祖父や父のように即死性の効果はつけなかったからな」

「命が削られる時点で十分怖いです！　カーラさま、早くお嬢さまからブローチを外してあげてください！」

　カーラは悲鳴をあげながら、転がるように子供のもとに駆け寄った。

　そして不審な顔の乳母から娘を奪い取り、引き千切る勢いでブローチを外している。

「あ、カーラさまったらまたあんなに乱暴な手つきで……！　お嬢さまのドレスが破れちゃうじゃない」

「……〝また〟か。ここまでである程度の予想はついていたが、キミに贈ったネックレスはやはりカーラ・サングルシュに奪われていたんだな」

　──しまった。ラトナは反射的に口元を押さえた。

　サフェードはそんなラトナを見下ろしながら、苦笑を浮かべている。

「ラトナ、もうわかっているだろう。キミの記憶喪失設定には無理がある。高等部時代の記憶がないはずなのに彼女の名前を知っていたし、ネックレスのことだって覚えていた」

　咄嗟に言い訳をしようとしたものの、諦めて口を噤む。どちらにしても、あとで真実を告白するつもりだったのだ。

「彼女はどうやってキミからネックレスを奪った？」

「奪われたというか、私が返しました。あのネックレスはアーダルシュ家の当主が代々夫人になる女性に贈るもので、自分は婚約者だとおっしゃったので」

「なるほど。で、キミはそれを信じたのか」

　ラトナは唇をきゅっと噛んだ。

　信じてくれなかったのか、と暗に咎められているのがわかったからだ。

「はい、そうです。冗談でネックレスを渡したら、みっともなく食いついてきたと先輩が言っていたと聞かされて、すごく傷ついて、だから……」

「……あの女、まさかそこまで性根が腐っていたとはな」

　サフェードは顔を歪めている。

　その顔を見ながら、彼を傷つけてしまった、と、心がひどく痛んだ。

　正直なところ、まさかサングルシュ家の令嬢ともあろうものが嘘をつくとは思っていなかった、というのはある。

　けれどそれは言い訳で、結局は自分の弱さが事態をこじれさせた原因なのだと思う。

「……あの、先輩。いつから私の記憶喪失が嘘だと気づいていらしたんですか？」

「ん？　最初からだよ」

「さ、最初から、ですか……」

　ラトナはがっくりと肩を落とす。

「キミは嘘をつく時にかなりわかりやすい行動を取るからね」

「わかりやすい行動？　それってどんな？」

「……教えない。俺だけがわかっていればいいことだから」

　ラトナはむぅ、と頬を膨らませる。

　できれば今後のために教えて欲しかったが、サフェードの様子を見るに口を割ってはくれないだろう。

「こうやって嘘をついてくれればすぐにわかる。だからこそ逆に、避けられて話し合いができないとなるともう手も足も出ない」

「ごめんなさい、先輩。でも私は……」

　それ以上言葉を続けることができず、ただ項垂れるラトナの髪をサフェードが優しく撫でてくれる。

「もういい。あとで、これまでのことを話してくれるつもりだったんだろう？　帰ったら聞かせてくれ。あの時キミはなにを悩んでいたのか。そしてこれからどうしたいと思っているのか、すべて」

「……はい、先輩」

　ラトナはゆっくりと頷いた。

　今日、七年間抱えていた想いに決着がつく。その結果がどうなろうとも、きっと後悔はないはずだ。

「うん。じゃあ、生徒たちのところに戻ろうか。ミランも特に問題はなかった。少し休んだら回復するだろう」

「はい。ケティーくん、大事にならなくて良かったです」

「アイツは意外と頑丈だからな」

　顔を見合わせ笑い合っていると、カーラがおずおずと近づいてきた。その手には、サファイアのブローチが握られている。

「アーダルシュ公爵、これを……」

「あぁ、やっと取り戻せた。……さすがに宝石そのものには手を加えていないようだな」

　震える手で差し出されたそれを、サフェードはひったくるようにして受け取った。

　観客席では幼女がドレスの胸元をつかんで泣き喚いている。

　美しいブローチが、きっと彼女のお気に入りだったのだろう。

「……なんだか可哀そうな気がします。お嬢さまに罪はないのに」

「盗品を与えるという恥知らずな行動をとった母親の責任だな。悪いのは俺ではないし、キミでもない」

　カーラは涙目でうつむいている。

　他家の家宝を盗む、という許されざる行いをした彼女は、今後アーダルシュ家と婚家にその所業を説明することになるだろう。

「先輩、あの、お子さまたちには悲しい思いをして欲しくないです。その、私が言うのもなんですけど……」

　──本来ならば、このあたりのことはラトナが口を出すことではない。

　けれど幼い子供たちがとばっちりを受けることだけは、大人として避けておきたいと思う。カーラには母親としてしっかり反省して欲しい。

「カーラさま」

　ラトナはカーラの前にそっと進み出た。

「な、なによ」

　カーラは怯んだように後ずさる。

「あなたは旦那さまを〝冴えない伯爵〟とおっしゃっていましたけど、学生の行事に理解を示してくださる素晴らしい方ではないですか。そんな旦那さまにこんなにも大切にされていることに気づかないなんて、あなたの目は節穴ですか？」

「な、なんですって？」

　ラトナはカーラの左手を指さした。

「……その結婚指輪。あなたの髪色に合わせてほぼ純金で作られていますね。金の指輪は多少の合金を混ぜたほうが強度的にはいいんです。でも旦那さまはそうしなかった。あなたの髪色は、混じりけがなくてとても美しいから」

「だから？　それがなんだと言うのよ」

　カーラは苛立たしげにラトナを睨んでいる。

　どうやら、彼女には本当にわからないらしい。

「貴女の嫁ぎ先はキルキー伯爵家だったな。貴女が犯した罪は婚姻前のものだ。それに関して伯爵には咎が及ばないようにする。だが貴女への配慮はしない。小さな子供の母親だろうがなんだろうが関係ない。これからなにがあろうと、俺に慈悲を求めないでくれ」

　サフェードは身震いしそうな冷たい声で言い放った。

「承知、いたしました、アーダルシュ公爵」

　それだけ言うと、カーラはうつむきながら足早に子供たちのところへ戻っていく。

　その後ろ姿を見つめながら、サフェードは苦笑を浮かべた。

「あれは反省していないな。まぁ、人はそう簡単には変わらないか」

「そうかもしれません。でも、お子さまたちのことは本当に大切に思われている感じでしたから、どうにか丸く収まって欲しいところです」

「こればかりは俺の一存ではどうにもできない。キミの願い通りにならない可能性も高いが、それは許してくれ」

　サフェードは溜め息を吐いている。

　もちろん、ラトナもそこまで出しゃばるつもりはない。

「大丈夫です。先輩の判断に、間違いなんてないはずだから」

「……そうでもないよ、俺も色々と判断を誤った。キミと恋人に戻れたと思い込んでいたり、あまりの間抜けさに眩暈すらするよ。ただ、今度こそ間違わない」

　強い意志を宿した青の目に見つめられながら、ラトナは静かに頷いた。









　夜。

　ラトナは王都にあるサフェードの実家アーダルシュ家にいた。

『魔法と物理の祭典』が終わったあと、まずは騎士大学校から学院に戻り報告会と反省会、そして優秀賞を獲得したミランのお祝いをした。

　そして諸々の業務を済ませたあと、サフェードに連れられ船の最終便で再び王都に舞い戻ったのだ。

「……あの、ここまで来ておいてアレなんですけども、お話は別に教員室でも良かったのでは」

　──屋敷に到着したのは午後二十時過ぎ。

　そこからなぜか完璧に用意されていた食事が始まり、今はサフェードの私室で彼が紅茶を淹れるのを見守っている。

「俺の部屋のほうが落ち着いて話せるだろう。明日は休日だからな」

「そう、ですかね」

　なぜだろう。

　あんなに来たかったサフェードの自宅なのに、嬉しいどころかなんだか落ち着かない気分になる。

「あの、先輩。先輩は公爵位を継がれたんですよね？　それなのに、どうして教師に？」

「キミのことが諦めきれなかったからだよ。キミは絶対に夢を叶える。だから魔法学院で待ち伏せしていれば確実に会えると考えた。あぁ、領内の仕事はちゃんと並行してやっているよ？」

「そんな、大変じゃないですか……！　ごめんなさい、私がきちんと話し合いに応じていれば、先輩がこんな過重労働にならなくて済んだのに」

　あまりの罪悪感に、胸が押し潰されそうになる。

「俺が勝手にやったことだから、キミが気にすることじゃない。ラトナ、紅茶に蜂蜜はどのくらい入れる？」

　──蜂蜜。

　そういえば、この前も紅茶に蜂蜜を入れてくれた。

「ここでもキミはボロを出していた。蜂蜜について訊いた時、キミは〝はい〟と普通に答えただろ？　俺がキミだったら〝どうして蜂蜜を入れるのが好きだと知っているんですか〟と言うな」

「う、すみません……。もう、自分でもわけがわからなくなっていて」

　ラトナはしゅん、と肩を縮める。

「そこがキミの可愛いところだよ。……さて、そろそろ本題に入ろうか。あまり遅くなると眠くなってしまうだろうから」

「……はい」

　紅茶を一口飲み、深呼吸をする。

「まず、最初に一つ訊きたい。キミは俺とつき合ったことを、後悔していた？」

　いきなり飛んできた直球の質問。

　ラトナは目を閉じ、己の心の深い部分を探る。

「……カーラさまが現れるまでは、していませんでした。でもそのあとは心から後悔していました。憧れていた先輩に交際を申し込まれて舞い上がってしまった自分にも腹が立ったし、婚約者がいるのに私に告白してきた先輩を憎んでもいた」

「カーラ・サングルシュに婚約者だと名乗られて、すぐに信じたのはなぜ？　俺のことを、婚約者がいるのに他の女性に手を出すような男だと思っていたから？」

　──この期に及んで、言い訳をしてしまいたいと思っている自分が恥ずかしい。

　けれど、嘘をつくことも誤魔化すことも絶対にしてはいけない。

「……先輩は次期公爵さまだったから、庶民である私とのおつき合いはそう長くはないだろうと勝手に思っていたからです。確かに、今は昔ほど身分の差別などはありません。でもまったくないわけじゃない。それに」

　一度言葉を切り、震える手をぎゅっと握る。

「それに、先輩とおつき合いを始めてから陰口を言われることが増えていたんです。自分では平気だと思っていた。でもカーラさまにネックレスをお渡しした時、解放感を覚えたのも確かでした。……これでもう、悪口を言われることはなくなるんだって」

　サフェードは両目を見開き、やがて額を押さえた。

「どうして、俺になにも言ってくれなかったんだ」

「別に告げ口をしたくなかった、というわけじゃありません。ただ、周りに認められないような女とつき合っているんだ、って思われたくなかった。先輩を避けたのも話し合いに応じなかったのも、予期せぬ再会にびっくりして記憶喪失設定を持ち出したのも全部、先輩の口から決定的な言葉を聞くのが怖かっただけ」

「……要するに、キミは俺のことを何一つ信じてくれていなかった、ということか」

　暗く沈んだ声。

　罪悪感と後悔で、胸が激しい痛みを訴えてくる。

「そう、なのかも。私は臆病で短絡的で、自己中心的な女だもの。多分、カーラさまはきっかけに過ぎなかったんじゃないかな。先輩は、私のことをいいように思い過ぎなのではないかしら」

　サフェードは無言で目を伏せている。

　ラトナは紅茶のカップをじっと見つめた。

　彼の淹れてくれた、蜂蜜入りの紅茶。

　たっぷりの甘さに満ちたこの紅茶がなくなったら、自分たちの間に漂うわずかな甘さもきっと消えてしまうことだろう。

「紅茶をいただいたら私、帰ります。先輩、また来週からよろしくお願いします。……今度こそ、後輩として」

　カップを手に取り唇を寄せた次の瞬間、サフェードがゆっくりと顔を上げた。

「……ラトナ」

　揺れる青の瞳。ラトナは紅茶に口をつけることなくカップを置いた。

「はい、なんでしょうか」

「俺がキミの信用をそこまで失った原因を教えてくれ。俺は、なにか仕出かしたのか？」

　絞り出すようなサフェードの言葉に、ラトナは薄く笑った。

　──なにかしたから、ではない。なにもしてくれなかったからだ。

「……私のクラスには貴族家出身ではない生徒も多かった。先輩ほどのお家柄ではなくても、貴族籍の恋人がいる子もいたわ。彼ら彼女らは休暇のたびに恋人の家に招待されていた。でも私は、一度も招待されたことがない」

　サフェードは虚を突かれたような顔になった。そのこめかみには、一筋の汗が流れている。

「エーヴァの、シシル侯爵令嬢のお屋敷には何度か招かれたことがあります。親しい友人や恋人を招くのが貴族家の嗜み、なのでしょう？　だから私はずっと、先輩にとってそこまでの価値がない立場の人間なのだと思っていたの」

「……違う。そうじゃない。ごめん、キミを責める言い方をすべきじゃなかった。まさか、キミに信用してもらえなかったのが俺のせいだったなんて思ってもいなかった」

　ラトナは首を横に振る。

「いいえ、先輩は悪くないわ」

　サフェードは苦笑を浮かべた。

「キミこそ、俺のことをいいように思い過ぎだと思うよ。俺がキミを家に呼ばなかったのは弟のヴィーラが家にいるからだ。あいつは学校が終われば真っ直ぐ家に帰っていたからな」

　確かに、ヴィーラ・ルタ・アーダルシュは寮住まいではなく王都からの通学組だ。

　だが、それがなんだというのだろう。

「……あの、アーダルシュくんがお家に帰るのはごく普通のことでは？　それに私、彼とはほとんど接点がありませんでしたけど」

「っ、キミをあいつに会わせたくなかったんだよ！　ヴィーラがキミのことを可愛いと、俺に言ってきたから！」

「え、そ、それって……」

　──まさか、この容姿も能力も家柄も完璧なサフェード・カル・アーダルシュが。

「嫉妬してくれていた、ということですか……？」

　おずおずと訊くラトナに、サフェードは観念したように頷いた。

「そう、そのとおり。……なんだよ、嫉妬するに決まっているだろ？　キミは本当に愛らしくて、俺はいつも自分を抑えるのに必死だったんだから」

　嫉妬してくれていたのは本当に嬉しい。

　だが正直なところ、まだ納得はできていない。

「それなら、どうしてなにもしてくれなかったの？　お芝居を観に行った時みたいに途中まで、は何度かあったけど、最後まではしてくれなかった。だから私、やっぱり遊びなんだろうな、って……」

　ラトナは消え入るような声で呟きながら、両手で頬を押さえた。

　今さら〝抱いてくれなかった〟と恨み言を口にしている自分がものすごく恥ずかしい。

　当時きちんと気持ちを口にできていれば、こんなことにはならなかったのだろうか。

「遊びなわけないだろ！　だが、これも俺が悪いな。我慢すべきところと突き進むべきところを完全に間違えた。俺はただ、キミを守りたくて」

「守る？　誰から？」

「……俺から」

　ますます意味がわからない。

「キミが欲しくてたまらないのに、抱いたら欲望のままに壊してしまいそうで怖かった。それなのに完全に我慢することもできなくて、指と舌でキミを責めては自室で自らを慰める、というわけのわからないことをしていたよ」

「そんな、だってこの前はとっても優しかったのに……」

　ミランの魔法にかかったあの日も、サフェードは多少強引ではあったが最初から最後まで紳士的でとても優しかった。

　彼は欲望のままに女性を蹂躙するような人間ではないと、自信をもって言える。

「……この七年が無駄じゃなかった、ということだよ。年齢を重ねた分、我慢もだが自分の欲を上手く制御できるようにもなった。当時の俺なら、あんなに上手くはいかなかっただろうな」

「じゃあ先輩は、魔法にかかっていたわけじゃなかったの？」

「いや、かかっていた。ただ、キミはアレを魅了か惑乱だと考えていたようだがそれは違う。ただの〝解放〟だよ」

「やだ、〝解放〟だったなんて……。だから私、あの時やけに素直になれたのね。それなら、あの時の、先輩は」

　──魅了にかかり、錯乱していたわけではないのだとしたら。

「うん。〝解放〟だとわかった時点であえて精神防御を緩めておいた。……卑怯なんだよ、俺は。素でキミを求める勇気がなかったから、ミランの悪戯を利用した」

　ラトナは目の前に座るサフェードを見つめた。

　そして下腹にそっと手を触れる。ここではじめてサフェードを受け入れた、あの日のことを思い返す。そこで、あることに気がついた。

「……あれ？　待って先輩、やだ、もしかして」

　全身からすう、と血の気が引いていく。

「あぁ、やっぱり気づいていなかったのか。大丈夫だよ、キミの中で果てたあと、すぐに防御魔法をかけておいた。まぁ、俺としては孕んでもらっても良かったんだが」

　サフェードは立ち上がり、ラトナの横に座った。

　そして指を伸ばし、スカートの上からラトナの臍周りをなぞるようにして撫でる。

「あ、この動き……」

「そう。こうやって魔法をかけておいた。覚えている？」

「お、覚えていません……！」

　本当は薄々覚えている。思い出すだけで、顔が燃えるように熱くなっていく。

「残念だな。それなら、今度こそ忘れられないようにしようか」

　長い指が顎にかかった。

　ラトナは上目遣いでサフェードの顔を見上げる。

「……私でいいんですか？　好きな人を信じないで逃げて、嘘までつくような女なのに？」

「俺はキミ以外、欲しいと思ったことはない。ラトナ、頼むからもう一度俺を選んでくれ。絶対に後悔させないから」

　もう片方のサフェードの手は、ラトナの腰にしっかりと回されている。

　逃がすつもりはない、と言わんばかりの手つきに、ラトナはくすりと笑った。

「選ぶもなにも、私の心はずっとあなたのものだった。本当よ？　……サフェード」

「愛してるよ、ラトナ。これからも、そうやって俺の名前を呼んで」

「なにがあってもあなただけを愛し続けると誓うわ。私はもう、迷ったりしない」

　ラトナは恋人の首に腕をするりと回し、自ら唇を重ねた。









　薄暗い寝室。

　ラトナはベッドの前で、恋人に骨が折れそうなほど強い力で抱き締められていた。

「せんぱ……じゃなくてサフェード。ちょっと、痛いです」

「あぁ、ごめん。なんだか不思議な気分だな。キミには何度も触れているのに、まるではじめて抱き合ったような気がする」

「私も同じ気持ち。でも、なんとなくわかる気がするわ」

　──つき合っていた時に劇場で身体に触れられた時。そして先日はじめて抱かれた時。

　そのあと、ホテルで一泊した時。

　今まで触れ合った時はいずれも、互いへの気持ちが噛み合っていない状態だった。

　けれど、今は違う。

　泣きたくなるほどの愛情が、お互いをしっかりと結びつけている。

「まずいな、我慢ができないかもしれない」

「それでいいの。我慢されたら困る」

　強請るようにワイシャツの裾を引っ張ると、放り投げるようにしてベッドに押し倒された。

　その勢いのまま剥ぎとるように互いの衣服を脱がせ合い、口づけをしながら上へ下へともつれ合う。

「ん、そこ、くすぐったいからだめ」

「あぁ、もっとして欲しい？」

「もう、違うってば……」

　愛撫を繰り返しながらじゃれ合ううちに、二人とも一糸まとわぬ姿になった。

　ラトナの薄い腹に、涼しげな顔に似つかわしくないサフェードの剛直がぐりぐりと押しつけられる。

「……すまないが、勃ちすぎて痛い。あとでゆっくり気持ち良くするから、挿れてもいい？」

「あ、は、はい……」

　──真面目な顔でさらりと恥ずかしいことを言う。ラトナは頬を染め、目を逸らしながら頷いた。

　即座に太腿を抱え上げられ、熱く硬いもので一気に奥まで穿たれる。

「んぁっ、あ……ッ」

　体内を押し広げられる圧迫感と、痺れるような快楽。がくがくと揺さぶられる合間、耳元に聞こえる獣のような荒い息づかい。

　身体と耳を同時に刺激されているようで、幾度も軽い絶頂に襲われる。

「……っ、駄目だな、もう出そうだ」

「わ、私、も……っ」

「イキそう？　それは良かった」

　思いが通じ合い、満たされた状態で抱かれる身体はこれまでにない快楽を伝えてくる。

「あ、はぁ、あ……ッ」

　激しく振られていたサフェードの腰の動きが止まり、やがてぶるりと震えた。その直後、身体の奥が甘い疼きで満たされていく。
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「痛くなかった？」

「ん、平気……」

　なだめるようにこめかみを撫でられ、ラトナは大きな手に頬をすり寄せて甘える。

「ラトナ、そんな可愛いことをすると後悔する羽目になるぞ？」

「後悔なんてしないもの。大丈夫」

「そうか。それなら安心だな」

　──甘く蕩けそうな声なのに、なぜか不穏に聞こえる。ひょっとして自分はなにか間違ったかもしれない。

　そう思いながらおそるおそる恋人の目を見つめたラトナは、そこに宿っている光を見て己の危惧が正しかったことを知った。









　身体を重ね始めて、もうどれくらいの時間が経ったのだろう。

　過ぎる快楽に泣きながら許しを乞うても恋人は止まらず、幾度も体勢を変えては中に射精され、ラトナはすでに息も絶え絶えになっていた。

「ラトナ、俺の宝石、本当に可愛い……」

　サフェードは熱に浮かされたような顔で甘く囁き、ラトナを軽々持ち上げうつ伏せにひっくり返してきた。

「あ、や、ちょっと待って……」

　ラトナは力なく両脚を動かし抵抗をした。こうやって後ろから貫かれると、最奥の弱いところばかり擦られる。つい先ほども、この後背位で抱かれていた。

　散々弄られていた胸の先端がシーツに擦れるだけで、潮を吹き身体を痙攣させて達してしまうのだ。

　これ以上は感じすぎて、体力が持ちそうもない。

「どうした？　もしかして、嫌になってきた？　後悔しないんじゃなかったのか？」

　しょんぼりとしながらも、どこか責めるような口ぶり。

　そこまで欲しがられていることに嬉しさを感じるものの、もう身体が満足に動かない。

「ううん、そうじゃないけど、こんなにするとは思わなかったもの……。もう疲れちゃった……」

　おまけに喘ぎすぎて喉を傷めたのか、ひどい掠れ声になっている。すでに後ろを振り向く気力もなく、シーツを弱弱しくつかみながらいやいやと首を振ることしかできない。

「それは困ったな。じゃあ、一度シャワーでも浴びようか？」

「……お湯を、浴びたら、眠らせて、くれる？」

「約束はできない」

　あっさりと言われ、ラトナはがっくりと肩を落とす。

　ここにきてようやく、彼がこれまでずいぶんと手加減をしてくれていたことを知った。

「少し、我慢、してくれても……」

「我慢していただろう、七年も」

　そう言われてしまうと、なにも言い返すことができない。

「わかった、お湯、浴びる……」

「いいよ、おいで」

　サフェードは軽々ラトナを抱きあげ、浴室があるのであろう場所に向かっていく。

　このあとも、おそらく眠らせてはもらえないのだろう。ラトナは襲い来る眠気に耐えながら、汗ばんだ胸にそっと唇を寄せた。

















終章・二人で歩む夢の道












　柔らかな朝の光が射しこむ教室。

　ラトナはかなり早い時間に出勤し、教室のあちこちに花を飾りながら感慨深い思いに浸っていた。

　今日は、高等部の卒業式が執り行われる。

　魔法学院に赴任し、副担任として最初に受け持った生徒たちは全員が春から大学部へと進学するのだ。

「お別れは少しだけ寂しいな。少しだけ、だけど」

　大学部も同じ敷地内にある。だから完全なお別れ、というわけではない。

　しかしラトナは高等部教師の資格しか持っていないため、大学部生になる今の生徒たちと会う機会は今後ぐっと減っていくことだろう。

　けれど、寂しがっている暇はない。ラトナは次の特別クラスの担任になることが決まっているからだ。

　記憶喪失設定に関しては、〝高等部時代のみ記憶がない〟と言っていたせいか、担任になるのに特別障害にはならなかった。

　ただし、サフェードと相談をしてサーハス・バル教師にはこっそり真実を告げてある。

　驚いたことに、サーハスも途中から気がついていたらしい。真相を告白したところで特に驚かれはしなかった。

　事務員サラにはサフェードと想いが通い合ったあと、すべてを説明しておいた。

『本当に良かった。これからは不安とか心配とか、そういう気持ちをきちんと口にして伝えるようにね。お互いを誤解してすれ違ったまま、元に戻れないことだってあるんだから』

　厳しくも優しいサラの言葉。ラトナはそれを胸にしっかりと刻み込んでいる。

　そしてサフェードは生徒たちを無事に送り出したら、学院を退職することになった。

　ラトナと復縁したことで安心したのか、領地運営に専念しようと思ったらしい。

「バインガニー先生！」

　教卓に大きな蓮の花を飾った時、扉が勢いよく開いた。

「わ、びっくりした。こんなに早くからどうしたんですか、ケティーくん。卒業式が始まるまでまだ二時間近くあるのに」

「これを先生に見せようと思ったんだ」

　ミランは得意そうに胸を張った。

　制服の左胸には、紅色の花芯を持った黒百合が飾られている。

「あ、それって、もしかして？」

「そう！　愛しの恋人、カマラが作ってくれた花飾り！　どう？　すごいでしょ」

「えぇ、すごく綺麗」

　──『魔法と物理の祭典』が終わったあとも、ミランは一目惚れした騎士大学校の候補生カマラ・サンギートに猛アプローチをしたらしい。

　カマラは当初、困惑していたというがミランの一途さが勝利した。

　今は非常に仲睦まじいカップルになっている。

「先生、色々とありがとう。それと、先生も幸せみたいで良かったよ」

「ふふ、ありがとう、ケティーくん」

「じゃあ僕、もう行くね。港にカマラを迎えに行かなきゃ。先生、また後で！」

　ミランは元気よく手を振りながら、慌ただしく教室から出て行った。

「……まったく、目ざとい子」

　ラトナは左手を空にかざした。

　薬指には、カーラから取り戻したサファイアを指輪に加工したものがはまっている。

　これは昨日、サフェードから贈られたばかりだ。

　華美な作りではないし卒業式用の黒いレースのドレスにぴったりだ、とつけてきたのだが、勘のいいミランにはそれが婚約指輪だとすぐにわかったのだろう。

　そのカーラだが、先日久しぶりに会った親友エーヴァによると夫であるキルキー伯爵と離縁寸前らしい。

『アーダルシュ公爵がカーラの実家、サングルシュ家に厳重抗議を申し入れたのですって。ラトナに婚約者だと嘘をついたことよりも、恋人ラトナに贈ったサファイアを盗んだのが許せなかったみたい。ちなみに妹のサパナも侯爵家の次男と婚約していたのだけど、そちらは問題なく婚約は継続されているようね。サパナは姉の所業を知って、すっぱりと絶縁したらしいわ』

　そのことは、妹キラナから聞いていた。

『この前ね、サパナ・サングルシュから手紙が届いたの。なにかなって思ったら、私に意地悪を言ったお詫びが書いてあった。言い訳とか一切しないで謝罪だけ。彼女、授業は真面目で一生懸命な人だったから素直に謝罪を受け入れられたわ』

　キラナは元々サパナにそこまで悪い感情を抱いていなかったらしく、謝罪の手紙がきっかけで交流が始まった、と喜んでいた。

　──政略結婚とはいえ、カーラの髪色に合わせた指輪を贈るほどキルキー伯爵は妻を大切にしていた。

　最初は即時離縁を進める親戚の言葉にも耳を貸さず、カーラとの婚姻継続を望み方々に手を尽くしていたらしい。

　しかしカーラは他家の、それもアーダルシュ公爵家という有力貴族の家宝を盗んだだけではなく、勝手に加工しそれを娘への贈り物にした。

　おまけに、それを身に着けた娘が命を削られていたという事実を前にキルキー伯爵ももはやかばうことができず、離縁をする方向で話を進めているのだという。

　教室の窓を開けながら、ラトナは空を見上げた。

　卒業式に相応しい、雲一つなく澄んだ青い空。

　美しい青を見つめ、吹き抜ける風を胸いっぱいに吸い込んだあとラトナはそっと目を伏せた。

「……お嬢さまの体調が順調に回復しているようで安心したけど、私が先輩を信じてさえいればこんな事態は起こらなかったのよね。どうしよう、お子さまたちからお母さんを奪うようなことになったら」

「それはキミが気にすることじゃない」

　背後から、長い腕にふわりと包み込まれた。

　窓を開ける前から、革靴の規則正しい足音が聞こえていた。ラトナは特に驚くことなく、力強い腕に身を任せる。

「……偽善だなぁって、わかってはいるの」

「そんなことはない。キミは行動をしただろ？　ブローチのことを、俺が知らないとでも？」

「えっ!?　ど、どうして……」

　驚き振り向いたラトナの額に、優しく唇が落とされる。

「先日、キルキー伯爵から直接お礼を言われたからね」

　──命の危険があったとはいえ、気に入っていたブローチをいきなり取りあげられ泣いていた幼女の顔が忘れられなかった。

　そこでラトナはあの日一度だけ見たブローチのデザインを思い出しながら似たようなものを用意した。

　そして青いガラス玉を宝石風にカットしたものをはめ込んでブローチを作り、それを、手紙とともにキルキー伯爵家へ郵送しておいたのだ。

「ごめんなさい。私も伯爵からとても丁寧なお礼状をいただいたから、わざわざ言わないでいいかなって思っちゃったの。出過ぎた真似をしている自覚はあったし……」

「まぁ、今回は俺も少し感情的になった部分があったからな。ご令嬢の件はキミに感謝している。でも、今後はなんでも俺に相談して欲しい。信用の問題ではないよ？　単に俺がキミの行動すべてを知っておきたいだけだから」

　ラトナは頷きかけた首をギリギリで止めた。

「えっ……と、すべて？」

「そう。キミのことはなにからなにまで把握していないと気が済まない。一応言っておくが、俺は元々こういう人間じゃないからな。キミが俺を夢中にさせて、おかしくさせたのだから最後まで責任をとってくれ」

　サフェードは真顔で言い放っている。

「そんな、大袈裟なんだから」

　ラトナは手を伸ばし、サフェードの高い鼻を軽くつついた。

　途端に顔が真っ赤に染まり、青い瞳に熱がこもり始める。

「……このあとは、卒業式なんだが？」

「うん、そうね」

「今、ここであまり可愛いことをされると困る」

「私は困らないわ」

　つん、と顎をあげ、わざと芝居がかった仕草で〝高慢な女〟を演出してみせる。

「……悪い公爵夫人だな」

「ふふ、結婚生活が不安になった？」

　ラトナが教師を続ける条件として、春に結婚することが決まっている。

　新学期が始まるまで、当分二人は忙しい。

「そうだな、不安になってきた。キミに溺れすぎて仕事がおろそかになるかもしれない」

「だめ、それは困る」

　甘えたように言いながら、そっと両の目を閉じた。

　小さな笑い声とともに、唇が重ねられる。

　開け放った窓から、遠くで鳴る船の汽笛が聞こえた。崖の上から島を去るサフェードを見送った時に聞いた汽笛ものと、まったく違って聞こえるのはなぜだろう。






　報われた、七年越しの想い。

　溢れんばかりの幸福感に満たされながら、ラトナはこれから始まる幸せな未来へと思いを馳せていた。







完










著者紹介




杜来　リノ（もりこ・りの）


はじめまして、杜来リノと申します。

文明が少し発展した世界で、魔法が当たり前に存在する世界観が大好きです。

今後も、そういったお話を読者さまに届けられたらいいなと思っています。






発行　天海社








Copyright © 2025 Rino MoriKo All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		序章・元恋人との再会



		第一章・過去の追憶



		第二章・幸せだった日々



		第三章・記憶喪失（嘘）の日々



		第四章・理性と欲望



		第五章・解けた呪縛



		終章・二人で歩む夢の道

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
Ballgwmsv iz
Boiizd T

4 EREkD7YT
ttﬂéy/' RFLOERE T

illustration M KR 3 o






item/image/i-002.jpg
R






item/image/i-001.jpg





item/image/i-003.jpg





